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上 マラヤの桃源境
ブータン・シッキム・アッサム

沖 允 人 編著

日本ヒマラヤ山岳協会





は じ

チベット高原に発し大ヒマラヤ山脈の北側を東へ流れるツァンポ

川はアッサムの東北部で急激に流れの方向を変え，それまでと反対

に西へ流れるようになる。この屈曲部は両岸が天に向ってそそり立

つ大ゴルジュになっており，長い間“謎の河”として探検家の注目

の的となっていた。ツァンポ川がアッサム平原に出て，ベンガル湾

にそそぐブラマフ°トラ川と同一の川であることが分ったのはそう古

いことではない。

このブラマフ°トラ川のU字を横にしたような流れの内懐の東部に

シッキム，ブータン，アッサムがある。

これらの地域は政情不安やその国の民情，そして，モンスーンな

ど自然の条件などの困難な要素があって外国人の入域を制限してい

た。現在でもこれらの事情はあまり変っていない。しかし，少しづ

つではあるが入域を制限つきで認めるようになったことも事実である。

私たち日本ヒマラヤ山岳協会はヒマラヤ各地と合せてこれらの地

域にも目をつけ，文献の調査をしたり，研究会をもったりしている。

そして，1974年には数人の会員が幸運にもブータン，シッキム，ア

ッサムの各地を訪れることができた。

ここにまとめたものはその見聞記である。おとぎの国のようなシ

ッキムの主都ガントック，歴史の重みと伝統的なデザインのブータ

ンのゾン，行けども行けども果しなく続くアッサムの茶園などの風

景に悠々と流れるう、ラマフ°トラ川がオーバラップして，こうして記

録をまとめている今でもあの風景が目に浮んでくる。今回，私たち

が訪れたのはそのほんの一部であるが，それでもその印象は強烈で

あり，さらに次の計画が生れ，そして，まだ知られることの少ない

ヒマラヤの地に行ってみたいという憶景と熱情が沸きたつのである。

桃源境は人の知らないところにひっそりとあるものであろうし，

知られてしまえば桃源境の価値は低くなるものであろう。しかし，

シッキム，ブータン，アッサムは私たちにとって桃源境であったし，

これからも，さらに桃源境としての魅力を保ち，加えて，未知と美

しさとヒマラヤの謎をこの地域はもっていると思う。〈沖允人〉
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矢野郁雄

11月23日（土）

この日の朝，羽田はフォード米大統領が訪､ﾉの

ため韓国の､ノウルから羽田に寄港するので厳戒体

制をし<噂があり，朝食を御馳走になり，直ちに

小方さんの運転で空港まで送って貰ったがさすが

ものものしい警戒であった。空港にはHAAJの浜，

水野両氏が私のため態々見送りに来て頂いており

恐權感激する。昨夜親戚に泊まられた沖理事の奥

さんも間もなく来られ訪欧中だった柴田会長が

帰国される日でもあり空港で会えればとみんなで

期待していたが時間のタイミングが悪く残念だっ

た。

11時に皆さんと別れて通関，スカンジナビア航

空の機上の人となる。国際線の一人旅は初めてで

あり些か心細くなった。

機は予定より1時間遅れて12時30分離陸。富士

山を右に見て，薩南諸島，沖繩と南下。マニラで

多くの客が降り空席がめだったままバンコクへ飛

ぶ。外人スチュアデスが何回も反復して言うけれ

初めてあったブータン人

49年11月22日（金）

23日羽田出発なので近くの小方金弘さん宅に泊

めて頂くべく京都駅を新幹線〈《ひかり号”で出発

する。途中の名古屋駅から沖理事の奥さんが同行

して下さるので同駅で《《こだま号”に乗換える。

座席が混んでいたが浜松の辺で同席になることが

でき夏休みに行かれたカシミールの写真集を見せ

てもらう。湖と森，花と高原，想ったより風光明

眉で一度訪ねてみたい所の一つになった。一緒に

行かれた子供さん達も異境でお父さんにも会えて

本当に楽しそうであった。

横浜駅では恐縮だったが重い荷物全部奥さんに

持って貰いホームを歩いていると見知らぬ人が同

情し，出札口まで助けて下さり感謝に堪えない。

小方さんからの迎えの自動車で奥さんと共に訪問。

挨拶もほどほどに早速食堂に通された。丁度研修

のため来日中だったブータン外務省カルマ氏，私

が日本ネパール協会へ入会する時の紹介者だっ

た高山龍三氏（現・東海大学助教授，1958年西北

ネパール学術探険隊員。ちなみに小方さんは同隊

副隊長またブータン滞在10年の西岡氏も当時の隊

員），それにブータンの着物を研究中の立石さん

達が既に来宅歓話中であった。研修中のもう一人

のブータン人は広島へ旅行中で会えなかった。

カルマ氏は私が初めて出会ったブータン人で感

激の握手も思わず力か入った。

小方さんのユーモアたっぷりの話に笑いが止ら

ず皆さんが帰られた後，布団に入ってからも朝の

3時半過ぎまで小方さんと2人で話し合い，いろ

いろアドバイスを受けた。
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ど何の事か分らないので“英語はノー”を英語で

喋ったつもりだが3回問い返され，もうこれまで

と最も簡単な方法で顔と手を横に大きく振ったら

スチュアデスも苦笑して立ち去った。想えばこの

機に備える意味にと言っても過言ではないが，老

躯？に鱒打って英語塾に3年半通ったものの，こ

れで完全に自信､ノーシッ。先行不安乍らも後は沖

理事1人を頼るほかないとあっさり割り切った次

第○バンコクでも乗客は入れ替った稗度で殆んど

増減なし。こんな事でスカンジナビア航空は採算

が成りたつのだろうか？と退屈まぎれに自分の会

社を他人にたのんできたのに他社のことまで心配

する始末。予定より遅ｵ1て20時40分(インド時間）

カルカッタ無事着陸。

ダムダム空港は先年ネパール旅行の時にきたこ

とがあるので2回目だカネ沖理事にすぐ会えると

ばかり考えていたら税関でひっかかってしまった。

英語は機内でこりたので言わないつもりだった

が通じないものとして“英語はノー”を言ったら

今度は不幸？にも1回で通じたようで<《英語OK

だ”と言う訳でどんどん喋りまくられチンプンカ

ンで1人で立ち往生。沖理事はガラス越しに見え

てはいるが．……．．…。黙否権？行使して困り果

てていたところをやがて税関のところまで入って

きて下さった沖理事に救出してもらった。「スペ

シャルの手を使ったんですよ｡」と笑っておられた。

普通なら旅行客しか税関のカウンターには入れな

いのである。沖理事には前後を問わずたいへんお

世話になるのだが，にの時は本当に救い神に想え

てならなかった。

ラムジユンの菊地隊員も迎えてくれて3人で一緒

にタクシーで宿泊するカルカッタ仏教寺に向う。

ライトは暗くメーター類はすべて止ったまま，ド

アーロックが効くのが不思議なほどのオンボロ車

だったが数年前の経験もあるので余り驚かない。

さっそく，私のパスポートを見てもらうと通過

ビザなので困ったということだった。すなわち，

日本へも打電した「トリプル・ビザ」（3回出入

国できるビザ）がとってないので，ブータン入国

は難しいとのことで一大ショックだった。ブータ

ン大使館からは何度もブータン入国を許可する電

報が沖理事宛にとどいていたのに…。何というと

とか……。明日は日曜日で官庁は休日，カルカッ

タでは手の打ちようかないと沖理事もひどく心配

され奈落の底へ突き落されたような感じがしたが

要はバグドグラヘ行ってから，天運を待つのみ，

果して……。その夜はラムジュン隊のもう1人の

佐々木隊員も交じえて深更まで話はつきなかった。

カルカッタからバグドグラヘ

11月24日（日）

5年振りのカルカッタの朝を迎えたが朝だけは

すがすがしい。朝食はラムジュン隊の佐々木チー

フコック？の昨夜のカレーライスの残りだが水

道は断水，部屋の中でカレーを石油コンロで温め

る。男世帯の随分荒っぽいやり方だが自分も郷に

入れば郷に従えで直ぐ順応する方だ。むしろ性分

が野性的なのかも知れない。

食事中インド国内航空のチョータ．リー氏が来ら

れ紹介されたので英語で挨拶したら日本語で話さ

れたのには些か面喰らう。勤務先のオフィスはこ

の近くで此の寺へもよく見えるとのこと。日本語

が喋れるだけあって極めて親日的な人だ。なお，

このお寺の住職VENDHARMAPALRHIKKHU

はインドでの仏教界の権威で京都は東本願寺の招

待で来日されたこともあり日本人には好意的な方

らしいが，仏教者会議でダージリンヘ出張中とか

で会えなかった（後日12月9日に幸い,会う機会を

与えられた）。

今日は4人共バグドグラヘ飛ぶので午前10時空

港へ向う。空港へ着いてみるとボンベイからの回

航機で約1時間余り遅れるらしい。インド時間の

ルーズさは予め知っていたので余り苦にはならな

い。

12時30分塔乗。直ぐ離陸。眼下のだだっぴろい

ベンガル平野に映る機影は北へ直線コースだ。遙

か右前方の山並みはブータンの山々だ。私たちは

あの山の中へ分け入るのだと思うと胸の躍動を制

することができない。あれこれ考えているうちに

機は高度を下げ所要時間1時間15分で着陸した。

ローカル線用の可愛らしい空港だった。

バグドグラといっても地図の中で探すのに苦労

するほど聞き馴れない地名だが空港はシリグリ市

－10－



郊外にあり観光地としてUt界的に名高い，ダージ

リンの観光基地でもあり多数の外人客も乗り込ん

でいた。所定の手続を難なく終えてダージリン方

面トレッキングの佐々木菊地の両氏とブータン

出国日ダージリンでの再会を約し別れた。沖理事

と2人だけになり今夜泊まるシリグリ市内のホテ

ルをめざしてタクシーに乗る。カルカッタよりか

なり北なので暑さも気分的にましのようだがやは

り灼熱のインドには変らない。約30分走ると市内

に入る。人口5万程度の日本の小都市ぐらいの街

だ。

探すホテルはカルカッタのお寺の住職さん紹介

のトランジット。ホテル。このホテルは都心に近

い所にあった。本館裏の平屋建の部屋だが途中通

路に黒い程の蠅の大群があり，一寸神経質症状に

なったが，インド大陸に来ているのだから自らも

大陸的にならればと思うと割合平気になった。夕

食はおきまりのカレーライスと街で買った茄で卵。

空腹でもあったので抵抗なくペロリと平げた。シ

リグリ第1のホテルだと紹介して下さった住職さ

んには悪いかおt廿辞にもよいホテルとはいえない。

その上ボーイが無愛想この上なしだった。それも

雷報その1（ブータン大使館よりルールキー市の沖宛）
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電報その2（ブータン大使館よりカルカッタの沖，矢野宛）
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こちらの態度が悪かったのかも知れないが．．…b

ブータンへ入る日

11月25日（月）

いよいよ待望久しかったブータンへ入れる日ﾅら

でもビザの1件があるので駄目かも分らない。興

奮していたのか早く目がさめた。午前中はシリグ

リで用事を済ますため輪タクで市内を廻る。小生

のような身障者にとって市内観光車として恰好の

乗物で2人乗はちと狭いがよく見物できるので悦

に入って走らせた。戦時中の海軍時代にシンガポ

ール，ペナン，ジャカルタなどなど，入港地で人

力車に乗った当時が想い起される。

先ずブータン運輸局営業所へ行って訪ねたが私

たちのことは何も知らないとすげない返事。結局

空港へ行くより方法がないが，まだ飛行機到着ま

で時間があるので電報局，郵便局またブータン旅

行のあとに予定しているアッサム行の寝台車の予

約をとるためシリグリ駅へ行く。分岐点でもある

ので比較的大きい駅だった。

駅前からカンチェンジュンガが遠望でき，昨日

別れた2人はもっと近くから眺めてさぞ感激して

いるのではなかろうかと想いを馳せるととしばし

であった。その広場で現地人同士の口論が始った。

多数の第三者は見物入よろしく円陣を作る。私た

ち日本人と違ってゼスチャーが大きいので今にも

殴り合いになるのではないかと息をのんで見守っ

たが自分の錯覚のようだった。負けた方がいくら

かのルピーを渡してチョン。

11時も過ぎたのでホテルへ戻りスクーターの座

席に荷物を積むときどういう訳か運転手と沖理事

が激しい口調でやりとりが始まった。内容は分ら

ないけれど交渉が難航していることだけは容易に

分る。料金のことでこんな光景は珍らしいことで

はない。特にインドでは日常茶飯事だろう。

後で分ったのだが，つまりカーストの問題だっ

た。具体的に記すと沖理事が部屋からポーターを

たのまず自分で全部の荷物を運び出したことが，

この人たちは低い階級の人間だと誤解された次第

だった。日本人はこのあたりの低いカーストによ

く顔が似ているのだ。その人間に「荷物を車に積

め」と命令されたので大学卒という運ちゃんの気

嫌をそこねたということだった。所変われば考え

方もかくも大きく変るものかとつくづく痛感させ

られた一幕だった。

空港へきて見るとカルカッタからの飛行機は既

に到着しており，ブータンを示すBHTナンバー

のマイクロバスとジープが直ぐ目につ<｡ブータ

ン服の青年2人が現われ挨拶。やはりブータン政

府から迎えに来てくれたのだ。小躍りしたい気持

だがそれはまだ早い。でも正直言って嬉しかった。

ブータンの表玄関

待合室へ入ると外人4人がおり一緒にブータン

へ入る連中だと紹介され空港食堂で昼食を共にす

る。同行の外人は米・英共男女2名で当初予定さ

れていたドイツ人は不参加。結局日・米・英各2

人で国別のバランスが偶然保たれる。食後少憩。

1時30分プンッオリンに向けて出発。荷物は後続

のジープに積みバスが先に走る。バスはトヨタの

新車（コロネーションの時寄贈)でその上,座席も

ゆったりとして実に快萢なドライヴだ。舗装され

た一本道でスピードメーターは80～90た"を指して

いる。

やがてティスタ河の立派な橋を渡るがここはダ

ージリン，カリンポンヘの分岐点でもある。左に

右に広大な茶畑を見て単調な道が続き，所々に町

があるが地名を知る由もない。時間の経過から考

えて間もなく国境だろうか，前方にブータンの山

々が屏風のように立ちはだかっており，よく見る

と山岳道路が延々と通じており明日はあの道を登

ることができるかどうか，心配と期待で胸がたか

なった。

インド側の町ジャイガオンのチェックポスト到

着。思わず緊張するが思ったより簡単に通過でき

たo

あっ.／国境だ。ブータン風の立派な門，頑丈そ

うな遮断機はなにものをも通さないぞと示さんば

かりに下ろされていた。このケートは戴冠式用に

新装されたものと聞く。

ガイドが降りるが早いか，さも冷厳そのものに

感じた篭断機がスルスルと上り車も前進を始め，
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遂にブータン領域へ入った。時まさに午後4時42

分（ブータン時間，インド時間と同じである）。

30余年の宿望いまやなるの感概にふける間もな

く直ぐ右側の入出国管理事務所の待合室へ招じら

れる。入ると周囲はブータン風の模様が描かれて

独特の雰囲気をかもしだしている。室内装飾，テ

ーブル，綺子，敷物も全くブータン調だ。なんだ

か落着かぬ。待つとと数分｡｢Mr・YANO」と呼

ばれた。ある程度覚悟はしていたもののドキッと

心臓も破裂せんばかりだった。沖理事がいろいろ

説明されているが私はハラハラして見守るのみだ

ったが，通じるなら土下座して哀願したい気持ち

でいっぱいだった。沖理事の御奮闘によって「O

K」になったが，次は中央政府はどうだろうと一

洙の不安は残ったままプンッオリン市街を見下ろ

す丘に建てられているケスト・ハウスへ案内され

る。

ここは戴冠式用に改装されたケスト・ハウスで

最高の建物だ。食事も数多くの御馳走があり量も

自ずと多く入る。従業員も礼儀正しくまるで国賓

にでもなったような感じだ。宿泊名簿から最近ブ

ータンへ入った日本人を調べたら戴冠式当時の新

関駐印大使の名前が見つかった。ロビーから眼下

に数多くの電灯が輝いて見える。プンッオリンも

ティンプーハイウェイ開通によって大きく発展し

一般外国人の入国はここプンツオリン経由のみ許

されておりいうなればブータンの表玄関なのだ。

ブータン・ハイウエイを走る

11月26日（火）

ブータン第一夜は快よく眠れた。朝食後パロに

向けて出発する予定が遅れるらしい。坪由は同行

の英国婦人の入国申請期日が問題になっているよ

うで，ティンプーに連絡しその返事待ちのためで

それまで市内観光になった。私もひっかかるので

はないかと不安になり蕪着かない。正頂いうと早

くブータンの中へ向けて出発して欲しかった。プ

ンッオリンはブータン微には違いないがインド側

のジャイガオンと町続きでもあり，私のイメージ

にあるブータンではなくインドの延長としか考え

られない。

プンツオリン観光は帰路の予定だったが後先に

なった訳で先ず近くの王室離宮へ行く。この建物

は昨日，ジャイガオンの手前で右手の丘の上に見

えたもので，このときブータンは目前だと感じた

ことを想い出した。

昨日登って来た道を下り，市内に入ると新らし

い官舎らしき建物が沿道に多く見られる。ブータ

ン銀行の前にある郵便局へ行く。ブータンの切手

は珍らしいので沖理事に頼んでいる間に米．英人

が殆んど買占めてしまった。彼らの商魂？の暹し

さもさすが先進的だと感心した。

11時頃ケスト．ハウスへ戻ってみると，結1口)そ

の英婦人は許可にならず止むなくジープでバグド

グラまで送り帰されるようだった。ブータン入国

は申請から許可まで3カ月ほどかかり，インドの

出国手続もめんどうである。通過ビザでも何とか

入国できるが，トリプル．ビザのある方が無難の

ようであった。「また来年やって来ますb」と涙を

浮かべて別れの挨拶されたときは本当に気の毒で

その顔は今もって忘れられない。その人はケサン

前王妃と知り合いらしく他によい方法がなかった

ものかと同情の念を禁じ得なかった。

午前11時30分，全従業員に見送られ本当？のブ

ータン目指して発車。エンジンの音も快調。ここ

で始めてブータンへ入ると言う実感がわいた力夢

ではないかと右服をつねってみたら痛かったので

沖理事にも「これで本当に入れますも」とお礼を言

って喜びをかみしめた。沖理事も私が入れなかっ

たらどうしょうかと心配され通しのようであった

カキやっと安心されたようであった。急坂S字カ

ーブの連続で深山の中へ入ってしまう。約15分程

走ると突然丸太棒が通路を遮ぎっており，最初の

チェックポストがあった。こんな山中の一本道に

何故必要なんだろうかと思ったが難なく通過でき

た。

道路の両側はびっしりと樹木が繁い茂っており

樹名は不明だが照葉樹が多い。急峻な登り道は依

然として続く。時々ネパール人労務者の住居とい

うより仮小屋が散見でき崖崩れで壊れた道の復旧

作業に従事していた。簡易舗装の路上に石が落下

しており不気味だが運転手も馴れているのかその

石を避けて上手に運転する。運転技術は抜群のよ
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うだ。顔立ちがブータンと違うので訪ねたらネパ

ール人だった。

遙かインドの平野を望見出来る。道はまだイン

ド側の南斜面を登っている。この道路はインドの

援助によって着工されティンプーまで開通したの

が1962年，15年前にインドの当時のネール首相ま

た中尾佐助先生が馬また徒歩で111ヒルに悩まされ

て8～'0日間かかって通られた旧道に殆んど沿っ

ているらしい。やがて道が平担になり左に大きく

カーブを切る地点に達した。これでインド側に漸

く《《さようなら”のようだ。

「ilt界のあらゆる文明は私のうしろにある。私の

前にひろがるのは謎の国だ。山，雲雨…….…．、

それから何があるのだろう。未知の偉大さにギュ

ッと身がひきしまる感動であった｡」中尾佐助’

1958年毎日新聞連載‘《秘境ブータン'，の名文句

を想起する。

午後1時も過ぎ一寸広い草原で昼食中1台の乗

用車がプンツオリンの方へ走り去った。その自動

車は西岡さんの車で,後で分ったのだが,ダージリ

ンで留学中の子供さんが休暇に入ったので迎えに

行かれる途中だったのだ。

道が下り坂になり谷底へ下りたら立派な鉄橋が

あり渡った所に検問所があり車は伸った。地名は

チュカという－小村だ。どこまで続くのだろうと

思われる粍，いつまでも山腹をからむようにして

道蹄は走っている。所によっては断崖絶壁をえくゞ

って造られたところもあり,下は目もくらむようだ。

一昨日も収穫した野菜を積み運んでいた農民夫婦

がトラックと共に転落死亡事故かあった由。手の

届くような谷の向う側にこれから走る道が通じて

おり随分迂回しなければならない。私たちの感覚

として不思議に思ったのはトンネル，谷を渡る吊

椿が全くないことだ。

あの山を越せばパロ谷が見えるのではないかと

期待しそこまで行くと山また山，なんとひどいと

ころだと嘆息せざるを得ない。

時間的に考えてパロに近いと思ったらチェック

ポストの遮断機が前方に見え左の河に橋がかかっ

ており直感的にコンフルエンスと分る。ティンプ

ー方面は直進，左折して橋を渡った所をパロは右

へ。またもう一度左折すればハヘ行く交通の要衝

であるが，検問所の建物と河の分岐点にチョルテ

ンが建てられているのみで首都ティンプーと第2

の都パロの分岐点にしては常識外れに淋しいとこ

ろに思えた。

夕闇も迫まり河に沿って約40分登ると民家がポ

ッポッ点在し谷が開けたようだ。電灯の明りも少

いが遠く或いは近くに輝いている。急な坂を上り

つめるとゲートがあり，パロのケスト｡ハウスに

到着した。

ロビーに通されたが建物．装飾等プンツオリン

より一層ブータン的だが，電気ストーブが使われ

ていたのは，ちとチグハグな感じだ。パロは標

高2.300mだけあってよく冷える。暑いインドから

きたので僅か数時間で夏から冬になってしまった

ように感じた。

白亜のパロ・ゾン

11月27日（水）

パロの朝は静かに明けた。2ルーム1棟の別棟

が広い芝生に建てられているので廊下を他の人が

歩く音もせず全く静寂だ。庭へ出ると一面霜が降

りており吐く息も白い。丘の上から初めて眺める

パロの中心地帯。日本の田舎の田園風景と差異は

ないが唯その中に巨大な白亜の城リンプンゾンが

あるのが異色であり且つ魅力的である。またパロ

否ブータンのシンボル的存在でもあるだけに周辺

を圧している感じがする。

朝食後8時30分出発。パロはブータンの古都で

経済文化の中心地最も豊かなところとしての予

備知識をもっていたがバザールも100m程で広い

道の両側に僅かの商店が軒を並べているだけのち

っぽけなもので都市としての形態は全くしておら

ず人影も数えられるほどだった。パ・チュウに沿

って上流の方へ向けて走るのだが昨日の狭い谷間

と違い，ここパロの谷は底は平で約1陀加程の幅が

あり，一面の水田地帯。両側の山地の付近に白壁

作りの農家が散在している。

左側の田園の中に屋根の黄金の飾りが光るラマ

寺院が見えた。最初の観光地，キチュラカンで国

道から石段を上り少し歩いた所だ。ケサン前王妃

が建てられたといわれ，西ブータンでは最も古い
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7世紀時代の建物，大きな仏像等が保存され巡礼

者の長年の礼拝により床に足跡が彫刻されたよう

についていたがブータン人が如何に信仰に厚いか

が顕著に表われていた。

パロ谷の奥へ車は進み周囲は長閑な田園風景が

続く。特に何もないと思われるところでバスが停

りガイドが指さす右手山腹の断崖をよく見るとタ

クサン僧院だった。ここの写真も何回となく本で

見て自分の脳裡に焼きつけられていたが実物はす

ごいものだった。全員矢鱈にシャッターを切りま

くったり双眼鏡を覗いたり，少し騒ぎすぎのよう

だった。想像ではこんな見晴らしのいいところで

はなくて幽谷にあると思っていたので意外だった

が，たいへんなところによく建てられたものだと

感嘆せずにはおられない。この地点から馬に乗っ

てｲ閂院往復は約5時間かかり，明日スケジュール

外だけれど観光するかも分らないと好意的なガイ

ドの話で嬉しく思った。

なおも車を進めると谷はだんだん狭くなり始め

遙か彼方前方に白い山が見えだした。チョモラー

リ(7314m)だ。ブータンで最もよく知られてい

へチヨ毛ラーワ

る山でインド，ブータン合同登ul隊が登頂したと

伝えられている。山に関心の薄い私がチョモラー

リを眺めたことはHAAJの主力メンバーである

山岳関係者，特にブータン入国を希望しており乍

ら止むなくバク・ドグラで別れた佐々木，菊池の両

氏に申し訳ないように思った。

水田地帯も終りかけた右手の丘の上に半壊した

古城があり，自動車道は丘の下までだった。城の

名はドケ・ゾンという。昔ブータンの兵士がチベ

ット侵入軍とこの城に立てこもって戦い，チベッ

ト軍を全滅させその血でパ･チュウが真紅に染まっ

たとの話がある有名な城だそうだが私は急坂を歩

かねばならないので内部は残念乍ら見ることはで

きなかった。

パロの博物館

同じ道を引き返して再び中心地帯へ戻り，パ・

チュウを渡りパロ発電所の祇を通ってパロ・ソン

の上方にある博物館を見学した。M館はその昔，

望楼兼武器庫でタ・ゾンと称されていた。厚い壁
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の円形構造でトーチカのように小さい穴がありブ

ータンの数多いゾンの中でも特異な存在だと思わ

れる。近年，博物館用に内部改造されたもので使

ってある板も新しい。しかし，内部照明が暗い感

じだった。展示品は仏像，仏具等宗教関係品，

民具，動物，昆虫，切手，コイン，織物，武器

などに分類されておりその武器の中に日本の三八

銃が展示されていたのには恐れ入った。仲々意欲

的に収集されていることは観光開発に力を入れよ

うとする姿勢と無関係ではないと考えられる。

午後はブータンで2番目に古いリンプン・ゾン

ヘ行く。ゾンはパ・チュウ沿いの小高いところに

あり，まさに大きなビルのようで近よるにつれて

窓の飾りの極彩色の彫刻，屋根の_上に輝く金色の

飾りがいろいろの色に光る。屋根のついた橋を渡

り石畳の塀の並木道を蓋ってゾンの入口に達する

のであるが身障者の自分にとってかなり厳しいが

日本人の根性の見せどころでもあると若干無理し

た気がしないでもない。正門に着いた時はぶつ倒

れそうだった。腰をおろし休んでいる私にさす暑

い陽ざしを付添ってくれたガイドが前に立ちはだ

かって遮ぎってくれた。近年日本では失われつつ

あるその献身的な厚情に対し，たいへん嬉しく深

々と頭が下った。

午後4時頃宿への帰り昨夜西岡さん宅へ電話を

しておいたので沖理事と2人で参上した。官舎は

高台にあり故ドルジ首相の所有地を借りて建てら

れたものでブータン様式だった。洋酒を梱聯走に

なり乍ら約2時間歓談する。《《桃源郷”といって

もブータンは異境には変りなく，幾多の難難辛苦

を乗り超えてブータン発展のために家族ぐるみで

献身されている姿に接し心からの敬意を表した次

第。御主人と私たちはお互いの帰黙山中でうまく

いけば会えるかも分らない。そのことを念願し乍

ら宿舎へ帰った。

主都ティンプーヘ

11月28日（木）

予定を変更し，午前中はタク・サン僧院見学。

山道の往復に時間がかかるので早朝6時30分朝食

を終え-てI向らに出発。私も同行したい気持だった

が悪路でもあり私の体では危険を伴うということ

でいさぎよく断念し別行動でバザール及びその近

くにあるマニラヵンを廻りそのあとでジープに乗

り換えて西岡さんのボンデ農場へ行く。奥さんは

官舎におられるので再び訪れブータンの分らない

点をいろいろ教えて頂き有意義な1時間を過した。

昨夕は元気ではしゃいでいた哲夫君は昼寝中で写

真が撮れなかったのが心残りだったが元気で成長

されることを祈ってお別れした。

昼食は宿舎で1人で済ませ，’3時タクサン見学

の一行を迎えに行ったがまだ帰っておらず，約1

時間ほど待った。皆んなグロッキー気味で米人の

’人は落馬の際，背を打撲し痛そうだった。一般観

光ルートに入れるのであれば道路の改善整備を急

がねばと思う。

午後3時ティンプーヘ出発。ゲスト･ハウスで

《《たいへんお世話になり有難う”と日本語で記帳

サインし，美しいパロ谷を後にした。コンフルエ

ンスで左折，ティンプー街道に入る。溪谷なので

太陽が沈むのも早い。ティン・チュウに沿って北

上すること約1時間。ブータン最古のゾンである

シムトカ．ゾンの下を通り大きく左へ曲ると三叉

路で右ティンプー，左プナカとあり，これは地理

的に変だと思ってよく見ると急勾配になるために

陸橋で交差しており納得できた。前方の谷間に新

しい家々が見えてきた。ティンプーヘ来たのだ。

16年前中尾佐助さんが入国されるまで首都はプナ

カと思いネパールのカトマンズとプナカの夢をよ

くみたものだったが……･･･O

近づくにつれて家並，灯火も多く，秘境の街と

は考えられないほどであった。メインストリート

は街路灯が輝き，人通りも多く交差点では巡査が

笛老吹いて整理しており日本の小都市と見違える

程，近代化され所請《《ブータンらしさ,'は失われ

たといっても過言ではない。

最近までブータンは吹町のない国'，と知らされて

いただけに，このような早い変薪に驚かされた。

ブータン人はブータンをいつまでも牧歌的な秘境

にしておくのが本意ではなく，せめてティンプー

だけでも一国の首都として恥ずかしくないように

したい気持なのだろうか。その見方からすれば，

首都としての景観を整えつつあるといってよいだ
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ろう。

ティンプーでの宿舎はタシチョ・ゾンを右に見

て左へ約15分程登りつめたところに建てられたモ

ティタン・ホテルで前には国旗掲揚ポールが約20

本立ち並ぶ，いわば各国代表クラスが宿泊すると

ころのようだ。庭も周囲の自然を活かし，ちょっと

風流に灯ろうも置いてある日本式庭園だった。話

によれば西岡さんが造られたらしい。内に入れば

室数も多くバーもあり，食堂も広く豪華だ。常に

全館哀調帯びたブータンメロディーが流されてお

り，ブータン最高級のホテルに違いない。ティン

プーの夜はパロより標高が高いのでかなり冷えこ

む。バスの湯はパロ，プンツオリンと同じく容量

の小さい電気温水器なのでとても身体を全部つか

るのには足りない。風呂はインドへ出るまで諦め

ることにしよう。

ブータン・ヒマラヤの雪峰

11月29日（金）

「キーキーコキー」<《イカル”の噂りで目をさ

ました。朝食7時30分，出発8時。朝もやに包ま

れたティンプーを出てシムトカからプナカ・トン

サ街道へ入る。陸橋を渡ると直ちに急峻な登り坂

となりヘアーピンカーブの連続だ。またたく間に

深山の中へ入る。かなり登ったところに茶店があ

り山腹の急斜面の小さな畑の中に点在する民家，

ひっそりと静まった村々，それは最もブータンら

しい風景だった。途中道路が凍っているところも

あり約1時間走っただろうか，視界が開け峠に到

着。道沿いの小高い所に最近造られた展望台があ

った。実に簡単なもので椅子とても太い丸太のぶ

つ切りが'0個ほど並べ立ててあるのみだった。遠

くブータンヒマラヤの白い峰々が望見されたが山

の名は分らない。この峠はドウジ.うでラは峠の

意。標高約3.000mだけあって本当に寒い。持参し

たコートを初めて着用した。プナカ，トンサ，ブ

ムタン，タシガンはどの辺の谷なのか，自分なり

に見当つけて双眼鏡で覗いてみる。

再び針葉樹林の中の道をシムトカまで引返し，

シムトカ・ゾン見学。ブータン最古のゾンで現在

はラマ僧，官吏の養成学校にもなっているそうだ。

急坂なので車で待つことにしたが，その間ネパー

ル人労務者が石を背負ってゾンまで運び上げてい

たが仲々重労働のようだった。

巨大なチョルテン

再びティンプーヘ戻り，市内で最も高い塔，故

ウオンチュック前国王記念碑へ礼拝。参拝する国

民が後を断つことなく続き，塔内はいつも香の煙

が漂っている。ブータンの近代化を英断をもって

実行された故国王が如何に多数の人々から崇敬さ

れているかを如実に物語っている。急な階段であ

ったが塔の最上へ上ることができ，全市街眼望の

恰好のところでもあった。

ブータンおどり

午後はホテルの庭でマスクダンス観賞。定刻2

時，私たち5人がテーブルと椅子が並べられた観

覧席に着席してからダンサーたちが到着，楽屋用

の綺麗なテントが張られる◎知らぬ間に多勢の見

物人が何処からとなく集まってきた。ダンサーも

私たち5人だけより熱演できると思う。鬼，悪魔

等の面と柄模様のスカートのような物をつけて威

勢よく踊るのだが伴奏は吹奏楽に使うシンバルを

大きくしたような打楽器をカン高<叩くだけ。ま

た身長ほどもある長い笛を吹〈が「ブーブー」と

一定低音のリズムだけでメロディーは全くなし。

女の踊りは伴奏なしで民謡を斉唱しながら踊る恥

調なものだった。その間チャンに卵を混ぜたよう

西岡家で(左沖，中央矢野，右西岡夫人）

－17－



なブータン酒がサービスされたが味はもうちょっ

とといったところ。しかし，私たちのために官民

一体になって催してくれた厚意に感謝しなければ

ならない。

ダンス終了後，マーケットの民芸品即売所へ行

ったが生憎停電で，ローソクの明りでは品定めは

難しいので明日来ることにしてホテルへ帰った。

巨城タシチョ・ゾン

11月30日（士）

6時に起床の電話が鳴る。ティンプーも今日限

り。7時15分タシチョ．ゾン見学に向う。近づけ

ば近づくほど建築様式といい，色の調和といい，

まことに見事な建物で何か圧倒されそうな感じが

したのも私一人ではあるまい。さすがブータン全

土に君臨するだけの威容を誇っている。

丁度出勤時間なので多数の人々が白いショール

（ブータンではカムネイという）を肩にかけて慌

しく蜜庁しているところだった。高官は赤のカム

ネイで剣を吊っているので容易に判る。ゾンの中

央入口は石段になっており，上ったところに歩哨

が立っていた。内部はパロ・ゾンより一回り広い

中庭があり‘1962年に改築されただけあって新し

く且つ壮厳的美しさが保たれている。政府各省と

25の寺があるという。政庁の中で読経の声が聞か

れるのもブータンならではだ。ゾンの前庭に掲揚

されているブータン国旗が微風に乗って小さくは

ためいていた。

王宮はゾンの南約100mにあり赤い帽子を冠っ

た軍隊が銃に着剣して厳重に守備していた。次は

ゾンに隣接し緑屋根の平屋建が並んでおり,その

一角にある観光局のオフィスへ立寄る。昨日ドル

ジ局長が宿舎へ挨拶にこられたので初対面ではな

かったが再びお目にかかる。年は30才前後と思わ

れる若い人だ。そのひきしまった顔には浅薄と虚

飾をしりぞける威厳があり，誰もが尊敬できる近

代的紳士である。別れるとき最近出版されたG,

N・Mehraの"BHUTAN''に署名して私たちに下さ

った。その後,約5左"上流にあるデシン・チヨリン

の離宮の近くまで行った。昨夕，停電のため買物

かできなかったのでマーケットでショッピング。

まさかブータンはインフレでもあるまいが，どの

土産物も思ったより高価だった。

乞食がいない

午後1時45分，首都ティンプーともおさらばの

時間になった。ティンプーは近代化されたといっ

ても諸外国の祷光都市に比較すれば問題にならな

いほど長閑だ。そしてインドなら人の集まるとこ

ろには必ずいる筈の物売りや旅芸人，また乞食

に類する人々は探しても，ただの1人にも出会わ

なかった。実に羨ましいほどの平和街だ。今後急

蛸すると推定される観光客が，必ず訪れるティン

プーおよびパロの美しさを汚さないで欲しいと念

じて，ホテルの従業員と別れた。市内のマーケッ

トでプンッオリン・ゲスト・ハウス勤務の婦人に

偶然出会い驚いたが，今日帰るというのでバスに

同乗してもらう。

シムトカ，コンフルエンスと経てきた道を車は

走る。途中幸運にも西岡さんがダージリンから帰

ってとられるのとバッタリ出会い，ゆっくり話す

ことはできなかったが，顔もブータン焼けで極め

てお元気そうな姿に接し挨拶ができたことを本当

に嬉しく思った。チュカの検問所を過ぎ夕日は既

に西の山に沈みヘッドライトのみを頼りに走り

続けている。途中茶店で少憩。その後約1時間走

っただろうか下り坂になり間もなく遙か下にプン

ツオリンらしい灯が見えてきた。高度が下るので

暖かくなり服を脱ぐころにやっとケスト・ハウス

に横づけになった。暗い長いドライブを安全にし

てくれたドライバーのMr･Kishenに感謝し宿舎

へ入った。

さようなら美しきブータン

12月1日（日）

ブータン最後の夜は明けた。出国手続は昨夜完

了している由。9時国境ケート到着。

ブータンを去るについて夢のようだった1週間

を回想する。誠実且つ謙虚で礼節を尊ぶ素朴なブ

ータン住民。そしてぜいたくも知らず飢も知らず

また烏獣は人間の迫害も知らない美しい自然の中
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で静かに息づく平和なたたずまい。まさに人間が

人間らしく生きることが出来る素晴らしい田とし

て深く印象づけられた。私も憧れの国として今日

までその心の灯を消すことなく燃やし続けてきた

ことを誇りに思い，今後も同じアジアの一国とし

て両国の親善友好に微力にせよ役立つことができ

れば望外の幸いであり，一日も早い国交の樹立を

望むや切である。ブータンにも将来近代化の波は

今日以上に早いテンポで押し寄せてくるだろうが

ただ願わくば開発された新しいブータンも今の美

しさと尊い人間性はいつまでも保っていてもらい

たいものである。

私たちのためにケートの遮断機は静かに上り始

めた。私は心の中でつぶやいた。

《《ああ，名残りおしいブータン王国さようなら，

さようならブータン”

流れ出そうな涙をじっと我まんしてケートをく

ぐった。そしてここに30年来の執念ともいうべき

宿願を先年のネパールIi1様，果し得た喜こびを深

くかみしめると共に浅学非才の私に，本当に親切

に献身的にお世話して頂いた関係者の皆様に対し

深甚の謝意を表する次第。多謝。
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一
他
っ
た
〕
↑
め
に
か
け
て
二
十
日
間
、
訟
蕊
ヅ
エ
を

－一壼

阜と三

一
瞬
当
一

弓
‐
ｌ
Ｌ
ヨ
！
‐
弐
一
一

一
》
一＝

＝二二一 一

一一

は
ｌ
と
、
期
待
し
た
が
、
一
鳶
濤
一
国
一
扉
玄
苓
ン
プ
ー
ヘ
と
政
侭
職
域
つ
き
っ

王
が
鑓
一
一
し
た
き
の
国
中
が
空
に
賑
し
一
二
・
）
Ｕ
『
・
一
里
』
皿
っ
た
じ
首
都
と
い
っ
て

入
国
の
兇
通
し
が
た
た
な
く
な
っ
た
。
ゞ
も
“
巾
の
唄
態
は
し
て
お
ら
ず
、
山
や
〈

昨
年
大
川
一
百
、
噺
筵
十
．
ハ
鍾
一
臆
つ
と
脚
塞
墾
隼
地
に
、
政
庁
が
一
歳
に

世
界
最
年
少
の
シ
グ
ム
・
シ
ン
・
ワ
ン
集
王
っ
て
い
る
荻
シ
チ
コ
ゾ
ン
を
中
心

友
に
旅
行
。
事
の
一
つ
鐸
こ
犯
し
た
。
と

こ
ろ
が
惹
顛
の
プ
ー
表
ン
は
郷
軍
迄
入

国
で
き
な
い
。
こ
れ
・
琴
で
ル
・
ボ
ラ
・
イ
ダ

ー
、
山
鋳
関
侭
行
な
と
い
ろ
ん
な
人
か

入
圏
し
よ
う
と
し
た
が
、
許
叫
に
な
っ

た
人
は
ご
く
わ
ず
か
。
四
士
ハ
牢
九
吋

に
百
二
十
八
舞
司
め
．
国
と
し
て
国
哩
氾

盟
し
た
の
で
、
規
制
が
擬
く
な
る
の
で

ブータンの首都･ティンプーの町並み

イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ソ
女
に
茜
い
た
矢

野
さ
ん
は
、
シ
リ
グ
リ
郊
外
の
パ
グ
ド

グ
ラ
モ
港
で
沖
さ
ん
と
旅
行
楽
音
の
ア

メ
リ
カ
人
一
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
一
人
と

古
疏
、
一
、
イ
ヶ
ロ
バ
ス
で
迎
え
に
き
た

ブ
ー
再
基
ン
の
政
府
職
屋
と
と
も
に
あ
こ

が
れ
の
プ
ー
衣
．
ン
に
．
岬
け
．
出
発
。
絢
四

瞬
醐
で
プ
ー
変
ン
の
脚
沌
の
町
プ
ン
ソ

、
》
ヨ
ー
リ
ン
に
刈
菅
。
三
十
鐘
年
間
の
夢

は
こ
こ
に
鱈
促
し
た
。
プ
ー
戎
ン
第
二

の
町
会
く
海
基
芋
四
百
八
十
脚
首

る
に
人
の
口
率
ヒ
ー
式
ラ
ヤ
山
肌
協
会
且

沖
允
人
さ
ん
函
ロ
）
Ⅱ
名
城
大
学
識
師
Ⅱ

に
）
三
ｌ
テ
リ
ー
の
ブ
ー
タ
ン
大
使
館

と
堂
抄
し
て
迄
ｂ
い
、
そ
の
絲
采
、
詐

年
十
一
吋
十
九
日
腫
念
瀧
の
入
圏
許
可

か
お
り
た
。
ま
た
ブ
ー
タ
ン
に
汀
く
堅

は
礎
路
し
か
な
い
た
め
、
施
ち
入
り
禁

止
に
太
っ
て
．
い
る
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
．
ム

北
部
の
．
進
入
肝
叫
も
イ
ン
ド
政
府
か
ら

と
り
つ
け
、
鈴
野
亭
ん
は
崎
月
一
一
士
二

日
、
松
莱
ツ
ー
王
」
手
に
羽
田
老
肌
発
し

ロ
｝
〃
《
」
鍔
〕

ヂ
ュ
ー
〃
・
剛
工
が
筵
生
し
た
こ
と
で
、
・
陣
、
民
室
が
歌
在
し
て
い
る
の
ど
か
な

南
ひ
人
函
許
可
の
可
詫
性
が
で
て
き
た
一

田
函
風
最
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

た
め
、
ニ
ニ
ー
デ
リ
ー
に
滞
在
し
て
い
一
待
遇
は
よ
く
、
一
往
め
て
規
切
心
に
あ

ふ
れ
、
ホ
テ
ル
に
は
政
府
間
宮
が
わ
ざ

わ
ざ
あ
い
さ
つ
に
来
る
ほ
ど
。
言
灌
は

政
府
醗
員
は
．
が
ん
左
旋
舗
が
で
き
る
の

で
不
剛
脚
は
寒
か
っ
た
ｕ
矢
野
さ
ん
は

山
に
篭
る
こ
と
は
で
き
な
か
弓
，
た
が
、

モ
れ
以
外
は
み
ん
な
と
と
も
陛
灯
鋤
。

プ
－
よ
ン
灌
在
十
日
間
の
つ
お
、
禮
〆
典

八
百
枚
、
八
導
秀
の
壱
二
十
互
巻
と

夢
の
国
奮
謹
り
ま
く
望
袷
一
国
民
は

塵
牲
を
生
湾
の
樋
に
、
ぜ
い
た
く
も
な

く
、
飢
え
も
知
ら
ず
一
、
発
し
い
自
然
の
中

で
ひ
つ
↓
一
〕
り
と
息
ゴ
ミ
そ
の
弄
藪
は
一

通
代
に
残
る
桃
源
・
郷
の
よ
つ
」
と
印
象

圭
一
識
る
。

異
野
さ
ん
が
蚊
府
の
観
光
局
で
聴
い

た
砧
に
よ
る
と
、
こ
と
し
三
月
二
十
日

ご
ろ
か
ら
．
、
入
図
制
限
を
緩
め
、
多
く

の
人
が
入
国
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

方
針
だ
と
い
つ
。
昨
年
士
一
月
十
二
日

州
倒
し
た
矢
野
亭
心
は
一
日
も
早
く
日

本
と
の
国
墾
か
樹
立
す
る
こ
と
季
願
い

な
が
ら
「
身
体
障
雷
茜
は
と
か
く
沈
み
一

が
ち
、
で
も
、
根
性
を
も
っ
て
や
あ
う

と
忠
え
砿
や
れ
る
の
だ
」
と
、
三
十
蝕

塒
間
に
波
一
ぶ
夢
を
窪
現
し
た
喜
び
を
か

み
し
い
，
、
強
く
艀
え
て
い
た
〕

（京都新聞より）
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日召禾ﾛ巳○年 1月11日土曜日

プ
ー
女
ン
王
国
は
鎖
国
松
態
を
つ
づ

け
．
て
い
た
が
、
一
昨
隼
九
月
、
醒
連
に

加
闘
、
さ
ら
に
昨
年
六
脚
、
新
国
垂
が

誕
生
し
た
こ
と
か
ら
開
国
に
蹄
み
切
つ

世
界
騒
後
の
秘
境
と
い
わ
れ
る
恩
、
ラ
ヤ
山
識
の
デ
ー
共
孝
薗
」
へ
、
こ
の
ほ
ど
騏
祁
・
与
細
郡
加
悦
町
加
悦
、
蝿
磯
問
、
徒
野
伽
雄
元
（
き
う

の
一
行
が
、
わ
が
国
の
民
間
人
と
し
て
は
じ
め
て
誇
問
轡
矢
野
さ
ん
は
寺
奔
に
予
潅
さ
れ
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
研
究
．
全
で
誼
制
紀
の
発
壁
に
造
な
え
、
砿
可
埋

上
で
手
記
の
ま
と
め
や
腱
画
、
埠
真
の
整
理
に
追
わ
れ
て
い
る
一

現
代
に
残
さ
れ
た
〃
秘
境
″…
農
耕
で
白
自給
足

距
離
素
朴
な
住
民
ひ
っ
そ
り

政
庁
な
ど
の
あ
る
ゾ
ン

1

元
。
矢
野
さ
ん
は
、
鎖
国
狼
態
を
つ
づ

け
て
い
る
何
国
に
拳
生
蒔
代
か
ら
興
味

を
も
ち
、
一
度
は
切
れ
た
い
と
姪
え
て

い
た
。

ゞ
た
。

秘
境
″
議
溌
簔
雑

グ

ゞ
た
ま
た
ま
一
亮
削
、
｝
」
の
秘
境
へ
の
ゞ
よ
り
少
し
大
き
へ
、
人
口
は
独
卿
十
万

入
国
め
一
一
」
し
て
結
成
さ
れ
た
〃
日
本
プ
人
。
長
い
間
、
文
明
紫
病
か
員
埋
ざ
か
。

－
夜
ン
研
究
会
抄
へ
入
会
。
昨
年
十
一
っ
て
い
た
た
め
、
庄
民
は
・
塞
俳
で
、
ほ
一

別
一
十
一
二
口
、
同
全
代
一
衣
と
し
て
登
山
と
ん
ど
が
鰹
誹
を
響
画
む
画
締
自
足
の
生
一

家
の
ア
メ
リ
ガ
、
イ
ギ
リ
ス
ム
つ
五
人
・
活
。
差
し
い
自
然
の
中
で
ひ
っ
そ
り
罫

『
」
チ
ー
ム
・
巻
響
皐
幸
千
日
間
に
わ
た
つ
ら
ず
と
い
う
、
日
本
で
は
想
嫁
も
つ
か

て
念
鎮
の
氏
潤
一
蚤
采
り
を
采
↑
』
し
な
い
魂
代
に
盤
さ
れ
た
〃
一
確
巍
鞍
だ
つ
》

蕊
ブ
ー
タ
ン
訪
問
の
資
料
を
堅
理
す
る
矢
野
さ
ん

加悦町の矢野さん

’
ン
α
と
い
う
華
判
が
あ
り
、
政
庁
、
画
一
ず
、
一
一
」
の
つ
え
鰯
山
付
加
》
。
た
め
な
の

砺
庁
、
ラ
マ
仏
教
鰐
か
は
い
っ
て
い
が
難
点
〕
し
か
し
、
黄
獄
の
左
が
少
な

る
》
ゾ
ン
も
木
造
ト
タ
ン
ぶ
き
で
、
白
・
く
、
公
零
毛
ゼ
ロ
の
す
ぱ
つ
し
い
聖

群
哩
が
固
開
の
み
吟
●
，
｜
、
に
と
け
込
△
ご
椰
一
地
）
ぜ
ひ
一
睡
・
・
」
と
べ
た
ほ
め
し
一
」

裁
朏
だ
と
い
－
つ
）
い
る
。

入
国
は
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
夜
蜑
港
一

か
ら
一
ロ
ー
カ
ル
線
に
粟
Ｄ
一
、
さ
ら
に
醜

一
℃
・
・
弐
四
時
間
で
刷
魂
入
り
一
口
に
到
霧
一

、
《
ツ
ト
謡
に
ち
か
い
ゾ
ン
カ
諾
。
挙
校

で
も
ゾ
ン
カ
錨
を
教
え
て
い
る
Ｊ
英
錨

は
公
的
人
物
に
し
か
哩
川
し
な
い
。
ま

た
珂
綱
●
世
ヵ
所
に
城
の
よ
う
な
〃
ソ

Ⅲ
月
旧
日
付

ヒ
ン
デ
ィ
ス
タ
ン
・
タ
イ
ム
ス
よ
り
▼

。
．
‐
巴
‐
Ｊ
・
・
、
１
口
■
，
。
■
‐
Ｊ
・
北
口
．
・
・
・
・
△
‐
Ｊ
・
赴
口
、
．
・
・
▽
．
Ｆ
’
‐
覚
ら
、
ｂ
・
△
．
〃
．
△
“
■
、
．
▽
．
．
。
．
Ｊ
、
‐
△
■
．
△
マ
ー
‐
■
．
．
．
．
。
●
．
。
‐
△
。
、
▽
．
ｆ
‐
‐
■
●
、
’
一
．
‐
・
・
Ｊ
‐
Ｌ
、
‐
マ
ー
‐
’
■
ず
．
‐
■
‐
・
‐
、
’
’
心
．
〃
。
。
●
●
．
‐
．

▲
サ
ン
ケ
イ
新
聞
よ
り

罷
蕊
譲
蕊
一
鑑
蕊
蛎
鶏
融
誕

｜
誠
ご
確
証
●
域
は
一
逼
鈎
函
万
Ｈ
も
が
．
誹

矢
野
さ
ん
は
「
観
光
入
剖
は
。
聰
‐
人
以

一
上
の
グ
ル
ー
プ
で
な
い
と
認
め
ら
・
れ
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ブ≧ﾀﾝの人･生活･自然||||||imllllllimllllllINIM||||BHUTAN

1．パロ・ゾンParoDzong



§

4インドとブータンの国境の立札Atlndia-Bhutanborder

5ブータンの門（軍人と沖く右>)ThegateofBhutan

2プンツオリン離宮PhuntsholingPalace

患

＃

聯ー 瀞､
A
丑”

惑平

a鐸誤偽

誰・鐵
刃を

鰯溌鶏、．鐘
熱
“
鑑
識

〆
晋
些
Ｊ

罰 晶

熱
や

"食琴．"

鳥‘欝鯵｡曲

L膏衝し¥す

，砕蕊.鰯
'鰹･巖

語
ロ

3．プンツオリンの街とアモ・チュウPhuntsholingandAmoChu



6パロヘ向かう山の中のハイウェイPhuntsholing-ParoHighway

7パロ谷全景Parovalley



I

一

亘－－－一一一ー－－－－－－－－－酉一
■

一一.孔_I守]＝

蕊
、‐や

～

篭．

幾
蕊

瀞
＄響

遍丸嫁､ざや,､－ 2

8．パロのゲスト・ハウスの門からパロ・ゾンを見るParoDzongfromthegateofParo

9パロ・ソンとパロ谷の－部ParoDzong



蕊
恥

10パロ・ゾンヘ向かう屋根のある橋Woodenbridge

÷灘

蕊
鍵

←希…

卜

蟻

…罰i鍵

蝿

11橋を渡るCrossingthewoodenbridge



鶴

露'‘。，‘・鷆蕊品､~唾

:鴬鴬

奔鐸
鑑

鍵
舜酉

鐇
皐
一

錠
需
蓉
》
』

一

…』

§
塚』

『

診

蕊
鳥轟綴擦鎮似一声 饗

ま

譲騨

ず
毎
膳

該鷺

簾

畷
織
鎌

¥
歩

磯
無
“

溌磯:魚'灘:鍛錘‘

12バロの離宮（全景)ThewholeviewofParoPalace



磯

室

苧謹警蕊?謬篭響

』

季

識蕊舜

蕊溌篭蕊蕊驚蕊識

零

13パロの離宮ParoPalace

齢ロ謝舎一群…

姦;蕊

F4
阜且

‘蕊蕊

季

一堂

14パロ離宮の前のツァルカン(塔婆),前の広場は弓の競技場として使われる

Tsarkang(Stupa),abuildingwheresacredrelicsareenshrined



①

悪、蕊ゞ蕊､：識；’" 鍵？~識"寺蕊

蕊．

且

℃叩詠

-聾毎J虫

15ブータン北部国境の山々 ①,②,③と続く（ドチユ・ラより)PanoramicviewofBhutaneseHimalaya

『

タンの山

農
蕊
塞

蕊
砕
ざ

響

鋒
識
轌
蕪

骸
斑
に
Ｊ

》
蕊
蕊

・
・
》
・
琴
鋸
謹

呈
巳
『
弱
〆

‐
凸
蕊

翻
癖
睦

。
．
、
急
“ - ＆

士晶匙冤藍へ冤盤

鐵毅::#‘‘‘‘i;，；：熟"￥‘
溌郷i職# ｫ蕊I℃識

炉

簿澱
蟻

霧

|感"鈍』
屯轆

由滋

§

16ドケ・ゾンを前景にしたチヨモラーリ峰(7.315m)ChomolharifromDrukgyelDzong
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ブ
ー
タ
ン
の
山
と
し
て
は
チ
ョ
モ
ラ
ー
リ
（
七
三
一
四
メ

ー
ト
ル
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
知
ら
れ
て
い
る

の
は
こ
の
山
く
ら
い
で
、
他
の
ブ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

々
は
未
知
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。

最
高
峰
は
チ
ベ
ッ
ト
国
境
、
ブ
ー
タ
ン
北
辺
の
中
央
部
に

あ
る
ギ
ャ
ン
ケ
プ
ン
ッ
ム
と
い
う
山
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
。
標
高
も
約
七
五
五
○
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
い
か
に
も
未
知
の
ブ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

最
高
峰
ら
し
い
。
こ
れ
ら
知
ら
れ
ざ
る
ブ
ー
タ
ン
の
山
は

パ
ロ
や
テ
ィ
ン
プ
ー
か
ら
意
外
と
近
い
の
で
あ
る
。
未
知

の
山
と
い
う
と
、
山
を
越
え
谷
を
渡
っ
て
何
カ
月
も
奥
地

へ
行
か
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
感

じ
が
す
る
が
、
ブ
ー
タ
ン
の
北
辺
の
山
々
は
か
な
り
奥
ま

で
道
が
で
き
て
い
て
、
も
し
、
外
国
人
登
山
家
の
接
近
を

許
し
て
く
れ
れ
ば
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登
山
の
パ
ラ
ダ
イ

ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

十
二
月
の
初
旬
、
ド
チ
ュ
・
ラ
の
峠
に
立
っ
て
見
た
ブ
ー

タ
ン
ヒ
マ
ラ
マ
の
白
く
輝
く
峰
々
は
実
に
美
し
か
っ
た
。
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｢－
日
本
人
に
よ
く
似
た
ブ
ー
タ
ン
人

ブ
ー
タ
ン
の
男
性
は
Ⅱ
本
の
着
物
と
そ
っ
く
り
の
服
を
き
て
い
る
。
す
そ
は

ひ
ざ
く
ら
い
ま
で
し
か
な
い
。
顔
つ
き
は
全
く
日
本
人
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

精
桿
な
顔
の
人
の
方
が
多
い
。

母
と
娘
が
商
店
で
買
物
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
日
本
の
ど
こ
の
村
で
も
見

ら
れ
る
様
子
で
あ
っ
た
。
着
物
の
布
地
を
選
ん
で
い
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と

品
定
め
を
し
て
い
た
。
ブ
ー
タ
ン
の
娘
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
ブ
ー
タ
ン
式
の

服
を
着
て
い
る
。
髪
は
お
さ
げ
に
し
て
い
る
。
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18．母と子Motherandherchildren 19少女Agirl



21．旅をする人の姿Bhutanesetraveller20．ダンデイな人Adandy
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23．ブータン服の男性Bhutanesemale22．ネパール系人の子供Nepalesechildren
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24タシチョー・ゾン（このゾンの半分は政庁として使われており，この写真はは残り半分の僧院として使われて

いるところ)TashichhoDzong

25．ゲロン（見習僧)Afullyordainedmonk(Gelong)26学僧とラマ僧Lamamonk



27ゾンの軒の部分（花や雲の模様は赤や青で美しく彩色されている。ほとんど釘を使っていない）

EavesofDzong

28ゾンを修理する人々（シムトカ・ゾン）

Beingunderrepairs(SimtokhaDzong)

29ゾンの内部。きらびやかな金色が多い。

|nsideofTashichhoDzong
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30．（上）祈祷師パロのゾンの一室に住んでい

た祈祷師は手にもった数珠をくりなが

ら何事かを祈っていたALamaplayer

31（下）マニ石に刻まれた教文オンマニパド
メフム（蓮の花に栄光あれの意）など
ﾗﾏ教の教文が刻んである｡マニ石は

チョルテン（塔婆）にそなえられる
Manistones

32.3334（右の3枚）ゾンの内部の壁画
BuddhaandthedreamofLord

Buddha'smotherbeforesheconceived

Him,TshogduHall,Thimphu

熟
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35村人と農家と馬

Villagers.Farmershouseandhorses

轍ホー錘§…
ブータンの民俗舞ようForkdancers

ブータンの少女がロングスカート風にはんてんの

ような上衣を着て民俗舞ようをおどる。曲は日本

の追分けのようにもの悲しく単調であるが，それ
が静かなブータンの景色によくとけ込んでいた。
おどっている少女たちはブータン国立の舞よう学

校で専門家として訓練されている。

36

〔上から〕

37材木を運ぶ馬一｢『ansportingwoodsbyhorses

38．片持梁の橋Bhutanesebridge

39麦を打つ人Threshingbarley



“
・
酬
タ
ク
サ
ン
の
僧
院
パ
ロ
か
ら
パ
チ
ュ
ウ
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
橋
を
渡
っ
て
二
時
間

ほ
ど
馬
で
登
る
と
右
手
に
そ
び
え
る
山
の
中
の
断
崖
に
は
り
つ

い
た
よ
う
に
僧
院
が
建
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
ラ
マ
教
の
開

祖
パ
ド
マ
・
サ
ン
パ
パ
自
身
が
開
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

馬
を
お
り
て
岩
壁
の
間
に
つ
く
ら
れ
た
岩
場
の
道
を
登
っ
て
い

く
と
だ
ん
だ
ん
僧
院
が
近
づ
い
て
く
る
が
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

よ
く
ぞ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
造
っ
た
も
の
と
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

標
高
も
三
千
メ
ー
ト
ル
を
越
し
て
い
る
。

タ
ク
サ
ン
と
は
「
虎
の
巣
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

40．41.TaktsangMonastery"TheTiger'sNest
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蕊ヒマラヤの桃源境・ブータン
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沖允人

遠い国ブータン

入国手続のこと

ブータンを紹介する本のタイトルに秘境という

文字のついたものが多いが，ブータンはそれほど

秘境であろうか。たしかに観光団体以外の，すな

わち個人としての入国は現在ではかなりむつかし

いが，それでも年間何10人という外国人が出入り

しているし，ブータンを紹介する本の出版も相次

いでいて，いまでは秘境ではなくなったと考えて

よい。ただ，ネパールなどに比較して，個人で入

る場合などの入国手続が定形化されておらず，ケ

ース・バイ・ケースのことが多いので一見秘境ら

しく見えているのであろう。外国人の入域が不可

能で，しかも面白そうなところはブータン以外に

もたくさんある。ブータンは入域可能な，という

より入域が比較的スムーズにできる秘境らしい面

白さがあるといえよう。

以下に一般的なこととして主として入国手続に

ついて私の知っていることを記してご参考に供し

たいと思う。できるだけブータンに特別なコネク

ションがなくても行なえる方法について説明した

い。

なお，観光団体の入国については1974年から特

別扱いとなり，旅行社を通せば比較的簡単に入国

許可がおりるようになった。ただし，日数，コー

スなどに制限かあり，費用もかなり高い。これに

関しては後述する。

パスポート

5年間使える「数次のパスポート」を取得する

のが便利がよい。これはブータン入国への手続を

できるだけ早くスタートさせるためである。パス

ポートM).などが早く分っていることが望ましいか

らである。

47年6月頃まではブータン入国の許可はインド

経由が原則となっていた。東京のインド大使館経

由で特別許可の申請をおこなうのであり「Reque-

stofSpecialRrmit」という3ページにわた

る申請書を入国の8週間以前にNewDelhi-11に

ある「MinistryofExtrnalAffairs(North-

renDivision)」にインド大使館経由で送付する

のが手続の節一歩であった。現在ではこれはブー

タンに入るまでのインド北部を通過するために必

要なものではあるが，ブータン入国に直接必要で

はなくなった。しかし，インド北部を経由して入

国するのが通常ルートであるし，もし，そのルー

トをとらないとしてもこの許可があれば便利なこ

とも多いと思われるので申請しておく方がよいで

あろう。用紙はインド大使館にある。

47年6月からはブータン政府に頂接ビザの申請

をするのが公式ルートとなった。「RoyalGove-

rnmentOfBh,t,an,TaShichhozong,Thin叩hu」

に州すもので，氏名，住所，職業，国籍，パスポ

ートNb.,発行場所，生年月日，旅行先，訪問の目

的，期間,l司伴者名，旅行を手配している者（あ

れば），ブータン国内の友人住所（あれば）を記

入する用紙ができており，これにサインして直接

ブータンの｢DepartmentofForeignAffairs」

に送ることになる。住所は前記のTashichhodzong

Thimphuである。

ブータン入国の3カ月以前に送る必要がある。

これが届くとブータン政府の中に47年6月より設

－39－



置された「恥partmentofTburism」で審議し，

ブータン入国許可（ビザ）を発行してもらえる。

「DepartmentofTburism｣は今のところ｢Mini-

stryofFinance」の中にある。

ただし，この申請を出せば国内どこへでも何日

でもというわけではなく，場所としてはPhmts-

holing,TMlimphu,Paroに限られ，期間も最大

21日間である。

んでいたりすると2～3日かかることがある。ボ

ンベイの方が早くかかる。カルカッタからは通話

状態が非常に悪い。ブータンには掛けたことがな

いので事情はよく分らないが，聞くところによる

とあまりよくないということである。

困難な個人での入国

以上が手続方法である。しかし，これまでのと

ころ上記の手続で個人で入国できた人はいないよ

うである。何度もブータンを訪れられたO氏でさ

え，どうしたらブータン入国の許可がとれるのか

よく分らないといっておられる。ケース・バイ・

ケースのことが多く，ロイヤル・ケストとして入

国するような場合にはまた別の意味でむつかしく

なるようである。

ブータンに長く滞在されているN氏は「一般観

光客を団体で入国させるようになったのは喜ぶべ

きことであるが，それだけに別な目的での入国は

以前より一層難しくなると思います。」といって

おられる。この見方は多分間違いないと思う。

ともかく観光客にほんの少しではあるが，ブー

手続の開始日

申請の順序としては先ずこのブータンからの許

可をもらい，その許可害をつけてインドに前記

「SPPCialpermit」の申請をする方がよいようで

ある。従って，ブータンに関して3カ月，インド

に関して8週間が必要で計約5ケ月前に手続をス

タートする必要があり，余裕をみれば半年前以

前が望ましく，このことからパスポートは数次の

ものが有利である。1個'限りのパスポートの場合

は発行日後，6カ月以内に出国しなければ無効に

なるからである。

以上で公式的手続は完了である｡あとは,各自

のもっているルートか知人を頼って側面的に協力

してもらうことであろう。ブータンに居住してい

る有力者，インドの有力者からその筋に話しても

らうことは最大の武器となろう。そのためには各

申請害のCowをこれら協力者に送っておくことも

必要であり，かなりのCopyが入用になるので'各

20部くらいは作成しておくと便利である。顔写真

もそのくらいは必要である。
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私の経験によるとブータンへの手紙は約2週間

で届くようであり，政府からの返事は日本から発

信して後，その返事をもらうのに2カ月くらいを

要しているが，まず間違いなく届いている。以前

のようにインドで開封されたり，なくなったりと

いうケースはほとんどなくなった。インドへの手

紙は1週間あれば充分届く。電報もブータン，イ

ンドともLT(LetterTblegramの賂翌日配達で

あるが料金が安い）の場合，2日ほどで着信して

いる。電話はニューデリーとの通話状態はきわめ

て良好である。しかし，日本とインドの回線が混
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タンはその扉を開いてくれたことは朗報であった。

私たち山好きな者にとってはティンプーやパロで

満足するわけはないが，一歩でもブータン北辺の

山々に近づけるという楽しみと，近い将来にブー

タンの山々へ登るための下準備とし活動できる望

みが出てきてうれしいことである。一日も早くそ

ういう日が来ることを望んでいるこのごろである。

ブータン公館

昭和49年6月にはブータン新国王の戴冠式が需

大に行なわれた。日本の新聞にも報ぜられたので

ご承知の方も多いと思う。これを機会としてブー

タンのインドの出先機関の一つ，ブータン公館は

以前の場所から新しく，各国大使館の集っている

ニューデリー市のチャナクプリの町に移転した。

新しい所はChandra,Gupta,Marg,Chankya-

puriで，堂々とした赤レンガ色のお城のような

建物である。左は事務官の宿舎，右が大使などの

宿舎になっており，ブータン公館は中央の大きな

建物である。入口の門のところの受付で記帳し，

広い庭を通って建物へむかう。階段を上って行く
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と右に受付があり，すべての来客はここを通すこ

とになる。

以前と違って何か固苦しい雰開気である。ビザ

の係の人は50年1月頃はLeki:Dorji氏，一等書

記官のKUnlayWangali氏であった。建物の中に

もう一つの受付があり，ここで用件をいうと取り

ついでくれる。中はなかなかブータン風のいいデ

ザインである。

ブータン公館は原則として土・日曜日は休み，

ウィークデーは8時～14時頃まで受付けている。

観光入国の条件

1974年9月1日からブータンは一般観光罫にオ

ープンされた。ブータン観光局(Departmentof

rlburism)の公式文書M),TsM/6-74/13に

よるものである。

しかし，その条件はなかなかきびしく，下記の

ようなものである。

1選ばれた10人～20人のパッケージツアーに限

る。しかも，ブータン内は12日以内でコースも

恥1～No.3まで指定されている。

2登山，出版，研究調査を目的とした者は許さ

れない。

3個人としての観光客は入れない。

4.VISAとPEPMITは2カ月以前に定められ

たフォームで申請すること（1ページの簡単な

もの）。

5金はUSドル，円，ポンド，マルク，スイス

フラン，フランスフラン，オーストリアドル，

ホンコンドル，シンガポールドルをブータン国

内の銀行で交換することが原則。

6．パッケージツアーの費用は1日当り1人130

ドルである（40ドルという噂だったが，ばかに

高い）。これは宿泊，食事，交通費を含んでい

る。飲物，洗濯代などは含まない。1人で車を

利用したり，シングル・ルームに泊りたい人は

1人180ドルになる。これは頂接ブータン政府

簡光局へ納入してもらう金である。旅行社への

コミッション等は含まれていない。旅行者は前

金又はプンツオリン(PhUntSholing)へ入った

時，上記金額を払うものとする。

7．インドのTransitPermittoenterBhut-
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anは,NewDelhiのブータン公館)Mission

oftheRoyalGovermentofBhutanで取っ

てもらえる。

8注射は種痘，コレラが必要である。

9通貨申告が入国の時必要である。

10仏像の写真など撮れないこともある。ガイド

に聞くこと。

観光ツアーの日程

パッケージツアーのNO.1プログラム

第1日カルカッタから飛行機でバグドグラ（約

1時間），バグドグラより自動車でプンツオリ

ン（3～4時間）。

第2日プンツオリンから自動車でパロヘ（5時

H)｡

第3日パロの観光と町ichuLakhang,Druk_

gelDzOngの見学。

第4日自動車とポニーでTaktsang僧院の見学。

第5日パロ博物館の見学後ショッピング。

第6日パロから自動車でテインプーヘ（2時間）

ティンプーで大きなChorten(LateKing

JigmeDorjiWangChUCkの記念物）を見学。

その後，伝統的な民族，マスクダンスを見学。

第7～9日ポニーでパジョディング（油）→ド

ンテチョラ（泊）→ティンプーを一周するコー

ス。

第10日午前中はDoChu･La,SimtOkha僧院の

見学。午後，ティンプーでの買物。

第11日ティンプーからプンツオリンヘ。

第12日プンツオリンからバグドグラ，カルカッ

タへ。

パッケージツアーのNO.2プログラム

第1日～第4日まではNo.1と同様。

第5日は,N0.1の第6日と同様。

第6日Simtokha僧院見学。午後，テインプー

で買物。

第7日ティンプーから自動車でプンツオリンヘ。

第8日プンッオリンからバグドグラ，カルカッ

タへ。

パッケージツアーのNO.3う°口グラム

第1日～3日まではNo.1と同様。

第4日は,No.1の第6日と同様。

第5日は,NO.2の第6日と同様。

第6日ティンプーから自動車でプンツオリンヘ。

第7日プンッオリンからバグドグラ，カルカッ

タへ。

以上の日程は多少変更されることがある。また，

団体で行動することを原則として入国許可を発行

しているので，入国後は自由行動はほとんどない

といってよい。

日本の旅行社でブータンッァーを扱っていると

ころは㈱フロンティア，㈱西遊企画，㈱トラベル

日本，㈱トラベルセンター・オブ・ジャパン，㈱

ヴァリューツアー，㈱日本交通公社などである。

いずれも上記のNo.2かNO.3の日程によっている。

料金は63万～68万円と高くなっているが，これは

ブータン内の滞在費が高い（1日4万円位）ため

である。

旅行シーズン・その他

緯度も日本の九州南部に近く，標高も高いので，

インドの北辺にあるからといって，ブータンはイ

ンドのように暑くはない。

ただし，モンスーンはある。モンスーン期には

かなりの雨が降り，特に南ブータンは激しい雨が

続くので旅行は無理である。12月から3月初めま

では冬期で，かなり寒く，池には氷もはり，山に

は雪が降る。

従ってブータンの旅行シーズンは6月初旬から

9月中旬までを除くモンスーン中の3月中旬から

12月中旬の短い間ということになる。前記の観光

ツアーもたいていとの期間に企画されている。寒

ささえいとわなければ登山の経験のある人は，イ

ンドがしのぎよい気候だし，空も澄んでいてブー

タンの|｣l々の遠望がきくので，冬の旅も悪くない

と思う。

これまでの団体ツアーは一番早いのが3月15日

頃の入国，一番おそいのは12月27日入国であった。

ブータンで初日の出を見るのも想い出が増えてよ

いであろう。服装などは日本の同時期より少し薄

着という感じでよい。
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いよいよブータンゾ、

ブータンの山が見えた

インドの西部，ベンガル地方は11月の終りでも

日本の初夏の気候であり，半袖でも汗ばむほどで

ある。カルカッタ空港から1時間ほど北へ飛んだ

バグドグラの街でもその暑さは変らない。ここも

カルカッタとあまり差がない熱帯だからである。

バク・ドグラの空港ではアッサムやダージリン地

区へ入域する外国人は外国人登録をしなければな

らない。パスポートをもって空港の事務室に行く

と入域したという印を押してくれる。一応15日間

となっているが，行った先で酒当な理由があれば

延長がきくことになっている。

バグドグラから榔子の木と茶畑の中をブータン

観光局のガイドの案内する車に乗り，かなりのス

ピードでプンツオリンの街へむかって走る。20分

ほどでシリグリの街に入る。かなり大きい街であ

る。ここからブータン行のバス（1日2便）が発

車している。裏通りに小さいバスの事務所がある。

シリグリの街を抜け平原の道を時速80虎"ほどの

スピードでとばす。車はトヨタハイエースの11人

乗ミニバスである。そのあとを荷物を積んだジー

プがついてくる。2時間ほど走りシッキムから流

れ出るティスタ川を渡り，いったん南へ出て，ハ

シマラという紅茶を運搬するための小さい空港の

ある街あたりで急に大きく進路を北にむける。す

るとこれまでのインド平原の景色に変って，車窓

からはブータンとインド国境の山々が見えはじめ

る。やっとブータンへ入れるという実感がわいて

くる。やがて夕暮れ近くなり熱帯樹林の中の道に

変ると，インドとブータンの国境の街プンツオリ

ンはもう近い。

国境の街

ブータンは長い間鎖国に近い状態であった。

1974年までは，ごく少数の外国人が国王のお客と

して入国していたにすぎなかった。しかし，新国

王の戴冠式が1974年6月に終り，しばらくたった

1974年9月から一般観光客を一定の条件のもとに

ほんの少し受け入れることを決めた。

1974年11月25日～12月1日の7日間，私は日本

人一般観光客として初めてブータンに入ったので

ある。過去，何年もブータンへの入国を夢みてき

た私にとってその喜びは大きかった。同行は日

本ヒマラヤ山岳協会のブータン研究会・矢野郁雄，

それにアメリカ人2名，イギリス人2名の計6名

であった。

車はプンッオリンの街の手前にあるインドの出

入国事務所に立寄る。ここでインドを出国し，ブ

ータンに入るチェックを受ける訳である。インド

はインナー・ラインという国境線の手前に，もう

1本，国境線のようなラインを引いており，外国

人は通常，ビザ（滞在査証）の他に特別許可を申

請しないとインナー・ラインのむこうへ旅行する

ことはできない。ブータンとインドの国境線はこ

のインナー・ラインでもあり，従ってここを通過

するのにはインナー・ライン通過許可書がないと

不可能である。正式にはIndianTransitPer-

mittoenterBhutanといい，ニューデリーの

インド中央政府で発行してくれるが，その取得は

なかなか容易なことではない。ブータン国王の招

待状をもらっていながら，このインナー・ライン

通過許可がとれなかったために，ここから引き返

したという人も少なくない。

日本人そっくりの顔

100メートルほど走るとブータンの国境である。

中國．‐茜一､．

'.L-タン概念図
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日光の東照宮の門を大きくし，赤と黄の色彩を明

るくした感じのブータン風の門が立っている。門

を抜けると出入国管理事務所や税関があり，これ

らの手続をすませる。日本人にそっくりの顔をし

たブータンの役人が愛想よく応対し，てきぱきと

事務を進める。手続をすませると車でブータンの

ゲスト・ハウスへ向う。

人口1万人弱のプンツオリンの街は外国人のブ

ータンへ入る唯一の入口となっており，またイン

ドとブータンの交易の地としても栄えている。街

の中央に大通りがあり，その両側に商店や事務所

が並んでいる。左はアモ・チュウの川に続いてお

り，右手は山になっている。ゲスト・ハウスやゴ

ンパ（ラマ教のお寺）はこの山の中腹に立ってい

る。

プンツオリンでの宿舎カルバンディ。ゲスト・

ハウスに着くと小柄なブータン女性が腰をかがめ

頭を下げる，日本と同じ熊度で迎えてくれる。こ

のケスト・ハウスは国のゲストを泊めるところな

のでなかなかよい造りになっている。木造園の外

国情と地史

中印国境紛争のマト

ブータンの大きさは約45600平方た",スイスより

僅か大きく，九州の約’1倍である。北は氷雪を

いだく東部ヒマラヤ山脈でチベットと境をなして

おり，東はインドの東北辺境地域アルナチヤル州，

西はシッキム，南はインドのアッサム州といずれ

も複雑な政情の地域で囲まれている。すなわちイ

ンドと中国の国境紛争の的になっている，いわゆ

るマクマホン・ラインの近くにあり，過去におい

ても現在でも微妙にこの両大国の影斡を受けてい

る。1974年10月，シッキム王国がインドの22番目

の州になってしまったし，ブータンも1949年のイ

ンド・ブータン条約によりインドとブータンは恒

久的平和と友好関係を保つことを決め，さらに国

内行政には何らの干渉もしないが対外関係につい

てはインド政府の助言によって指導を受けること

観で，花も多く，あたりは木立に囲まれており，

日本の豪華な別荘といった建物である。調度品も

立派で従業員の応対もていねいである。

19時に，いためごはん，マトンのから揚げなど

の夕食をすませ外に出てみる。ベランダから見お

ろすとアモ・チュウの川が広く白く光っており，

プンツオリンの街の灯もきらきらと美しい。アモ

・チュウの川のむこうはインドである。

夜になるとさすがに涼しく，日本の初秋の感じ

で，頬をなでるブータンの風が心地よい。同行の

人たちとブータンへ入るまでのお互いの苦労を話

しあう。みんなそれぞれに不安と期待の数カ月を

過したようである。インドの許可取得の困難に加

えてブータンとの連絡がとりにくいことが主な原

因である。まさに，やっと来たという感じである。

こうしてプンッオリンの夜景を眺めていると明日

からのブータンの旅への期待よりも，あたりの日

本的な景色のせいもあって何となくホッとする気

持になるのだった。

に同意しているので，独立国ではあるが外交的に

はインドに密接した動きをしている訳である。

アルナチャルやアッサムは独立運動の活発なと

ころではあるがインドの領内であり，当然インド

政府の支配下にある。中印東部国境紛争は1967年

のシッキム・中国国境のナツ・ラの峠での激戦以

来，小康を保っているが中国とインドの関係はう

まくはいっていないようである。従ってブータン

やシッキムをめぐる国際情勢は決して安定してい

るとはいえないのである。

素朴で親切な人たち

しかし，ブータンを旅し，国内を見ている限り

では大変平和な国であり，このインド東北部をめ

ぐる国際的な波風は全く感じられない。緑が多く

回りを山で囲まれた自然がそう感じさせるのか，

ブータンの人の素朴で親切な人柄から受ける印象
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なのか，とにかく静かで平和である。私たちの公

式ガイドも大変親切でていねいであった。「ブー

タンではお客さんは最高のもてなしでむかえるこ

とが習慣なのです。日本やヨーロッパのように進

んでいないですが，でも私たちはせいいっぱいや

ります。何でもおっしゃって下さい」とお世辞や

外交辞令でなく，心からいっていることがブータ

ン人特有のはにかみを含んだ笑顔から理解できる

のである。

複雑な国際情勢の中にあって美しい風土と，礼

儀正しい人がひっそりと生きているという感じで

ある。これがヒマラヤの桃源境といわれるゆえん

であろう。

し，多くのヒマラヤの峻嶮な山々からなり，山間

では山羊やヤク（高地牛）の牧畜がおこなわれて

いるが人口は少ない。中間地帯は海抜1200mから

3000mの丘または高原状のところで降雨量も日本

と同じくらいの年間1500ミリくらいで気候も温暖で

あり，従って農業が盛んである。首都ティンプー

をはじめとしてパロやハなどの大きい町は，この

中間地帯にある。ブータンの農業は少なくとも，

150万人を養えるほどの規模であるといわれてお

り，この点バングラディシュなどと比較して非常

に豊かである。南部丘陵地帯はベンガル湾から吹

いてくる多湿の風を受け降雨量は多く年間7000ミ

リほどであり，世界でも最多雨地帯となっている。

世界の最多雨地はブータンの南のアッサムのチェ

ラプンジで年間平均11630ミリの雨が降る。

人口は主として，中間地帯の西部に大多数が住

んでいる。人口密度は一平方々"あたり約23人でイ

ンドの約8分の1，スイスの約7分の1，日本の

約11分の1とかなり少ない。北部の高山地帯や南

部の熱帯地方を除けば気候は，日本の静岡市あた

りに似ており，大変住み易いところといえよう｡

プンツオリンでは目の大きい，彫りの深い顔立

ちのインド系の人を多く見かけるが，少し奥へ入

ると日本人そっくりの人が多く，親しみ深い顔立

である。ブータン人にいわせれば，日本人はブー

タン人とそっくりだそうで，ブータンの服を着て

だまっていればブータン人と区別はつかなく，私

も何回かブータン語で話しかけられたこともあっ

たくらいである。

人口はおよそ104万人

ブータンの人口は1969年の国勢調査によると約

104万人でそのうちの60筋がドルクパ（竜の民の

意）と呼ばれる日本人そっくりのチベット系人種

であり，ブータン人といえばこの人種を指してい

る。この他にレプチャ人，ネパール人もいる。特

に西南部山麓に住む人口の25冊をしめるネパール

人はブータンの建設事業に下級労働者として働い

ている人が多い。この他にごく少数の人種として

アッサム系の原住民ケン族，クルティ族，メンパ

族が東部に住んでいる。そして，ここに1959年頃

から亡命してブータンに入った約5000人のチベッ

ト人がいる。

ブータンは地勢的には3つの部分に分れる。す

なわち北部はチョモラーリ(7314m)をはじめと
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パロヘ向う

建設される自動車道路

との山岳国ブータンにも着々と自動車道路が建

設され，約1500左腕はアスファルト舗装され，ブー

タンの発展に大きな力となっている。プンヅオリ

ンからパロヘの道も1962年に開通し，それまで馬

やヤクあるいは徒歩で7日ほどかかっていたとこ

ろが約8時間で行けることになった。

お昼近くなって私の乗った車はパロヘむかって

出発し，すぐにジグザグ道を登りはじめた。

国をあげての大事業

私の乗ったブータン観光局の車は11人乗りの日

本製マイクロバスで運転手はネパール人である。

ブータン観光局のガイドが2人乗っている。すぐ

うしろをジープが私たちの荷物を砿んで追ってく

る。これにもガイドが1人乗っている。私たちの

グループはイギリス女性1人がブータンのビザ発

行が間に合わずプンツオリンで1泊したのみで残

念そうにまたインドに帰っていったので，結局6

名が5名になってしまった。ガイドの話によると

1974年に入った8つの観光パーティのうち，全員

入国できたのは最初のスペインのグループだけで

あり，他は誰れかが何かのトラブルで入国できな

かったといっていた。

道は二車線でよく手入れされている。インドの

技術者の協力を得，ネパール人の労働力の助けを

借りて1962年に完成したものであるという。建設

当時は周辺の部落のブータン人が6人組や12人組

を作り，年間1カ月～2カ月間無料奉仕で建設に

あたったという。文字通り国をあげての大事業だ

ったのである。

緑の木立の中の離宮

プンッオリンを出て小高い尾根に登るとすぐ下

にはアモ。チニウの川，そしてその手前に皇太后

の建てられたカルバンディ・ゴンパとプンッオリ

ン離宮が緑の木立の中に赤と黄色を主体とした美

しいデザインで造られている。

やがて，ケートがある。ここからパロまでの約

175虎〃は有料道路になっているoこのゲートは料

金所と入国チェックをかねている。また,ブータ

ンは酒類が高価であり，これらの持込のチェック

もこのチェックポストでおこなわれる。日本に昔

あった関所といった感じのところである。

プンツオリンから1時間ほど走ると道は尾根を

越える。曲り角にコンクリートで造った高さ1m

ほどの変った道路標識がある。ラッキーサインと

呼ばれている，幸福を呼ぶシンボルマークでこの

他に7つの標識がデザインされていて，ブータン

国内の道路標識垣根などに使われている。コイ

ンのマークにもなっている。

よく整備された道路

尾根をまわり込むと右手は深い谷になっている。

ウォン・チュウの谷である。チュウとは川の意味

である。道はこの川に沿って北上する。完全舗装

されたいい道であり，時速40～50た"で走っていく。

ウォン．チュウは上流で3つの大きい川を合し

ている。西のハの町のところを流れるハ・チュウ，

チョモラーリの雪山に源をもつパ・チュウ，そし

て，ティンプーのそばを流れるティン｡チュウで

ある。いずれもかなり深い谷である。北部を西か

ら東へ走るヒマラヤ山脈から南へインナー。ヒマ

ラヤといわれる何本もの支脈を派生して，それら

支脈の間が深い谷になっているのである。このウ

ォン。チュウの東にモ・チュウがあり，さらに東

にトンサ・チュウがある。モ・チュウとトンサ・

チュウの間に典型的なインナー・ヒマラヤである

ブラック・マウンティンが横たわっている。トン

サ，プムタン，クル，タ‐ンメの4つのチュウは下

流で1つになりマナス川となってドワールと呼ば

れる亜熱帯性ジャングルを抜けアッサム平原へ流

れ出している。すべての川はプラマプトラ川に合

流しベンガル湾にそそぐ。
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毎年夏に氾濫する川

パロヘの道はこのウォン・チュウの川に沿って

北上している。標高1000m近くなると照葉樹林を

吹きぬけてくる風は涼しく，天気もよいので気持

がよい。

、ノナム.ドンという小さい村を通過し，対岸に

大きい滝がかかっているところで中食にした。

「お気にめしますかどうか……。中食はプンツオ

リンで作らせたものです。唐辛子は少なくしてあ

りますb」とガイドが出してくれたのはチキンフラ

イとコロッケであった。サンドイッチもある。テ

ルモスから紅茶が出され，バナナやみかんも用意

された。料理はなかなかよい味つけである。ブー

タンではインドのように料理にスパイスをきかせ

ないそうである。

すすきや菊科の草が茂っている。5月～7月な

繊
無

■鈩揺､寵

~

～

らランの花も沢山見受けられるそうである。ヒマ

ラヤ山麓はアマゾン川付近とともにランの原種の

宝庫といわれている。

中食をすませて出発する。すぐにトクトカ。チ

ュウという小さい沢を渡る。対岸に大きい滝が見

える。ここに休憩所が作ってあるが，このあたり

は道がけわしく，ときどき自動車が谷へ落ちたり

する由，「先日もブレーキ不良のトラックが転落

し乗っていたブータン女性が2人死亡したんです

よ｡」とガイドが話していた。この川は毎年，夏期

に氾濫し，1973年にも人間と家が一緒に流された

という。

チュカ・ブリッジを渡るところにもう1箇所チェック

ポストがあり，ここから1時間半ほどでパロに着

く。広い畑の多い盆地状のパロは中央にゾン（お

城）があり，あたりを山に囲まれていた。17時を

まわったばかりなのにもう夕闇がせまっていた。

藩ぺ‘

司
哩●I

唾灘

パロヘむかう道路（ソナム・ドン近く）.，左の建物は休憩所
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美しい緑の谷・パロ

ゾンカ語が公用語に

ブータンの公用語はパロを中心とする西部で使

用されているチベット語系のゾンカ語である。ブ

ータン文字はなくチベット文字を使っている。高

等教育を受けた人たちは英語を理解できるカネイ

ンドほど英語が一般大衆には普及していないよ

うである。私たちのガイドのチーフ格の，人は格

調高い英語を話し，同行のイギリス人も「あなた

の英語は一級品ですね。どこで習ったのです力も_，

と聞いていた。彼はダージリンのミッション系の

学校でイギリス人に教わったといっていた。また，

中央ブータンで使われているブムタンカ語とケン

カ語東ブータンのシヤーチョッカ語約25妬を

しめるネパール人の使っているネパール語はそれ

ぞれに全くといっていいほど違っている言葉であ

るoだからブータン人であっても東部の人はゾン

カ語がよく分らないということがおこる。これは

交通と教育が発達していなかった時代の名残りで

あり，やがて近い将来解消することであろう。

パロの言葉が公用語として採用されていること

からも分るようにパロは古くからブータンの文化

の中心の一つであった。ブータン内で最も豊かな

広い谷間であり，多くの水田がある。

パロ谷のほぼ中央にパロのゾン，リンプン．ゾ

ンがある。ゾンはお城または要塞の意で昔は王侯

の住居であり戦のためのものであった。現在では

ゾンといえば政治の中心をも意味するようになっ

た。ゾンに官庁関係が集っているところが多いか

らである｡ブータンには多くのゾンがあるが，中

でもこのゾンは山すそにあり，入口は東にだけあ

り,堀割を木の橋で渡って入れるようになってい

る。

政治の中心地・ゾン

パロに着いた次の日，早速にこのゾンをたずね

た。屋根のついた木の橋を渡り，幅広い石段の道

を登って行くと白い堂々としたゾンの右手に出る。

ぐるつとⅡl側にまわったところに数段の急な石段

があI),ゾンヘの入口になっている。入口のとこ

ろでガイドはブ､－タン服の上にカムネイという白

いタスキのようなものを肩からかけて居ずまいを

正して入って行く。ブータン人はゾンに入るとき

は必ずカムネイをつけなければならないそうであ

る。日が暮れてからは女性はゾンの中に入れない

ことになっている。多くのゾンは昔はラマ僧院で

あり，ブータンのラマ教は黄帽派という戒律のき

びしいセクトに属しており，妻帯，飲酒，殺生な

どを問<禁止していた。このなごりであるといえ

よう。

豊かな文化の中心地

ゾンの入口の扉は立派なラマ教の彫刻がほどこ

されており，壁には宗教的な壁画か描かれている。

暗い廊下をすぎると大きな中庭があり，それを囲

んでいる大きな長方形の建物がある。外側の建物

は5階で，そのうちの3階まではラマ僧とケロン

と呼ばれる子供の修行僧が住んでいる。高い塔は

丸い屋根をしており7階になっている。全体の高

さは基部から40mほどもある堂々たるものである。

どの部屋も天井が高く時代がかっているが’2階

の大広間は特に立派で，ここでラマ僧の会合やお

祈りが開かれる。かつてはここで国民会議が開催

されていた。ずっと昔には，ゾンは戦争のときの

パロの谷の人たちの避難所でもあったという。そ

のためゾンの一部は穀物の倉庫にもなっている。

また，川や泉の水が容易にくみとれるようになっ

ており，避難したときの水源となっていた。壁は

非常に厚く下部で3m,上部で1mほどあり,チ

ベット風に内側に傾いて建てられている。また，

政治，宗教教育，経済の中心であった訳である。

平和表わすパロの離宮

中庭から山の方を見あげると，円形の建物が見

える。タ・ゾンと呼ばれている昔の武器庫兼物見

の塔だった建物で，現在はパロの博物節になって
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いる。ゾンの左手を大きくまわって車道が博物館

まで続いている。

インドで歴史を研究していたというブータンの

中年女性が博物節の解説をしてくれた。博物館は

3階になっており，1階は主としてブータンの織

物や刀剣などであった。ブータンの織物は西陣織

に似た細かい柄を織り込んだ，しぶい模様のもの

が多く，日本人の趣味にあう。絹のものが上等で

あるか，木綿のしっかりした布も悪くない。染料

はブータンの山野に咲く草花からとるそうである。

2階は仏具，民具が多くあった。民具の中では

竹細工が有名で，少し平たい丸いかごや，酒を入

れる竹づつ，大きなかごなど，ブータンの風土に

あったものが多い。

博物館の入口には大きいマニ車がある。マニ車

とはラマ教特有の円筒型の筒で，その中には経文

を害いた紙片がつまっている。-上下を支え，ぐる

ぐるまわるようになっていて，ラマ教の信者は，

「オンマニパドメフム」というラマ教の呪文をと

なえながら，このマニ車をまわすのである。「オ

ンマニパドメフム」とは“蓮の花に栄光あれ”と

いう意味である。1回まわすとラマ教の経文1巻

を読んだことに相当するという。中には水車でま

古寺と古城

長い歴史を刻む壁の色

ブータンには沢山のゴンパがあるが，古くから

一番ブータン人に親しまれているのはこのキチュ

．ラカンの寺であろう。パロのゾンから7た"ほど

北に行った畑の真中にあるお寺である。

7世紀に建てられたといわれるこの寺は小ぢん

まりしているが，古い時代を感じさせるあせた壁

の色をしている。すぐ隣には少し新しいのも建て

られている。入口に白い大きいチョルテン(仏塔）

が立っており，老ラマ僧がそうじをしていた。

白い壁に沿って奥へ進むと扉があり，中に入れ

わすようになっているものもあるし，下から火を

たいてその樺の上昇気流でまわるようになったも

のもある。小さいのは，タバコのピースのカンく

らいのものから，大きいものは長さ3mもあるも

のまでいろいろある。

博物館のある丘のあたりには，ブータン官史の

邸宅が並んでおり，パロ谷を一望に見渡せるo

川の対岸にひときわ美しい建物がある。それは

現国王のパロの離宮である。木立に囲まれて静か

に立つ姿はブータンの美しさと平和を象徴するよ

うであった。

壁にあるのがマニ車，右奥白いのがチヨルテン

キチュ・ラカンの寺にて

るようになっている。入口にも老ラマ僧がおり，

マニ車をまわすための火をたいていた。前述の，

煙をマニ車の中へ導き入れその上昇気流でマニ

車が回転するようになっているものである。

壁画には釈尊の像

本堂は10m四方の小さいもので，中には釈尊の

像がまつられてある。その像の前の床上の丁度巡

礼者や僧呂がお祈りする場所に2つの深いくぼみ

ができていた。いつも同じところでひざまずいて

祈るので，そのときの足の指のあとが残ったもの

であるという。
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新しい鐘があり，澄んだ音をたてているが，こ

れは王妃のお母さん，すなわち皇太后がブータン

を古い昔に訪れ仏教を広めたパドマサンパヴァ

に捧げられたものである。パドマサンパヴァはブ

ータン人の人にはグル・リンポチェという名で知

られている仏教研究の中心地インドのナーランダ

から来た聖者である。ゴンパの中あるいはゾンの

中の壁画には釈尊の像がかかげられている。

ドゲ・ゾンの古城

キチュ・ラカンの寺よりさらに北へ進み，パロ

谷の端に近いところまで行くとドルックギャル・

ゾン（またはドケ・ゾンと呼ぶ）の廃虚がある。

その昔，17世紀頃チベット人がブータンに侵略し

てきたとき，ブータン人はこのお城を最後の根拠

地として戦い，死守したという。そのとき多くの

死傷者が出て，その血でパロの川が赤く染ったと

いわれている。

26年ほど前に火事があり，ゾンの大半は焼けて

しまった力､それでも当時をしのばせる城壁が残

っており，背の高い草が茂っていた。当時の亡霊

がさまよっているというブータン人の話も本当の

ような気がしてくる。このあたりはブータン人の

ピクニック地として利用されている、

シムトカ・ゾン

ブータンで一番古いゾンはティンプーにあるシ

ムトカ・ゾンで，シャプドゥン王の時代1617年に

建てられた。その直後少し破壊され1619年に再建

された。現在はｲ閂呂の学校として使われている。

他のゾンもこの時代に建てられたものが多いが，

再建されたり増築されたりしてしまい，建てられ

たときのまま残っている古いゾンは，このシムト

カ・ゾンのみである。

"神が住む”三角の雪山

ドゲ・ゾンの裏手にまわってみるとパロの谷の

奥に三角形の雪山が見える。チョモラーリ（7314

m)である。ブータンの最高峰は今のところ中央

部北にある約7550mのギャンケプンツムである。

今のところというのはブータンヒマラヤは未知の

ところが多く，さらに高い山がありそうだからで

ある。しかし，それよりもブータンの山としては

このチョモラーリがよく知られている。パロやイ

ンド・チベット間の主要道路から見えるので，古

くから住民に知られていたのである。

チョモラーリはChomolhariと綴るが,その意

味はChoは《<神"7moは女性を示す接尾語，

lhariは‘《神聖な山”であり，「女神の神聖な山」

という名前である。

このチョモラーリはブータン・ヒマラヤの中で

数少ない既登峰の一つであり，1937年にイギリス

人,F･スペンサー・チャツプマンが5月30日に

パサンというシェルパとともに登頂し，その後，

1970年4月23日，インド・ブータン合同隊によっ

て第二登された。ブータン人登頂者はチャツエと

いう軍人であるが，チョモラーリに神が住んでい

るという言い伝えを信じ，頂上のすぐ下で登頂を

やめたという。

しかし，インド人隊員は彼のとめるのもきかず

頂上を膝んでしまった。そのせいかどうか第二次

登頂をしようと最終キャンプを出発したインド隊

員2名とシェルパ1名は行方不明になってしまっ

たのである。

ブータンの山で登られたものは，1971年にイン

ド・ブータン合同隊が登頂した中部ブータン北辺

のカングリI峰(6919m),同Ⅱ峰(5898m)で

ある。リーダーはC・ヌギャルという軍人で隊員

は合計12名であった。1975年7月までに登頂され

たブータンの山は，これら3つの山だけであり，

7000m級の峰々がそそり立つブータン．ヒマラヤ

はまさに登山家の宝庫といえよう。

日本からもブータンの山へ遠征隊を出そうとい

う計圃はいくつかあるようで，私も12年ほど前か

ら夢としてあたため続けているのであるが，今の

ところ，ブータンの山々はインド軍人，ブータン

人などにしか許可は出ないようである。いつか，

あのブータンの山へ足跡を残すことができるだろ

うか……。あのチョモラーリの三角な峰の雪をこ

の手でさわってみたいものである。

そんなことを考えながら草原にねそべって，青

い抜けるようなブータンの空を見ていると，日本

の雑踏と喧燥は別世界の出来ごとのように思えて

くる。
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ヒマラヤの見える峠へ

ドチュ・ラ

ティンプーからドチュ・ラ（ラは峠の意）へむ

かう。谷をつめ，松の中のジグザグ道を車で蜜っ

て行く。1時間位すると尾根の北へまわり込み，

さらに進むと視界が開けてくる。

開花期には黄色，白，ピンクのしゃくなげの林

になるそうである。私のいったときは冬だったの

で，それらしゃくなげの花はなかったが，多くの

緑の木があった。

ドチュ・ラは標高約3000mある。マサカンより

東のいわゆる中部ブータン・ヒマラヤの展望台で

ある。

ちょっとした休憩所が作られている。早速にカ

メラを持ちHIして111を撮る。

左の屋根型のどっしりしたのが，チェンダカン

(Tsendekhang),中央のとんがったのがテリカ

ン(Terikhang),右のエベレストに似た形の山

がジェイカンプフ(Jeikhangphu),その右がカ

ンプーカン(Kangphukhang)山群であろう。

かなりの数のフィルムを使って山を撮りまくっ

たが，残念ながら雲が多く満足な出来にはならな

かった。

「あなたはどうしてそんなに沢山写真をとるの

ですか。すごい数ですね。」とアメリカ女性のエ

ﾐ虎の巣､の僧院

馬もあえぐ急な坂道

パロ滞在3日目の今日はタクサン寺へ行くこと

になった。「タクサン」とは「虎の巣」という意

味で，この寺はulの崖のふちに建っていて絡式も

高いラマイ曽院として知られている。

7時にケスト・ハウスを出発する。30分ほどか

かって車で8左"上流へむかうと川原に着く。ここ

ラインさんはびっくりしてみとれていた。

「僕の趣味は登111ですからね･･･…」「これを撮

りにブータンに来たようなものですよ。ああ，あ

のulへ登らせてくれたらなあ･･…．。1日200$で

もいいんだが.…･….｡」

とブータン人ガイドに聞こえよがしにいったら

苦笑していた。

他の人はあまり!｣lに興味がないようで，それに

寒かったので30分ほどで帰ることになった。

車の窓からこれらの山々をあかずに眺めていた。

ドンチョー峠

観光局にオープンされている地区にもう一つの

峠ドﾝﾁｮｰ･ﾗが入っている｡私たちは日程

の関係でここへは行けなかったが，ガイドの話に

よると，その峠へのコースは下記のように面白そ

うであった。

峠はティンプーの西にあり，古いお寺のあるフ

ァジョディンに着<｡ここには尼僧院がある。フ

ァジョディンからヤクの背に乗り，2日がかりで

ドンチョー・ラ（約3300m)に詩く。ここには美

しい水晶のような湖があり，牌などの動物もいる。

もちろん，多くのブータン・ヒマラヤの雪山が見

える。ティンプーからドンチョー・ラまで3～4
日はかかるそうである。

で車をおりて馬に乗りかえる｡私たちのために昨

日ティンプーからつれてきたのだという。この乗

馬用の馬は王家のもので大蔵大臣の管理下にある

立派な馬であった。なかなか強そうだ。

私たち一行のうちのスペイン系のアメリカ人大

男は，早速に一番大きい馬に乗った。昨夜ガイド

に「オレにはブータンで一番大きい馬をさがして

きてくれよ。何なら象でもいいんだが．…・・」とた

－51－



のんでいた人である。

馬方も二人ついて来た。木の橋を渡り，山へむ

かう。やがて松林の中に入る。入口に小さいゴン

パがあり，小川の水でマニ車が自動的にまわるよ

うになっており，そのたびにマニ車の上についた

ノッブが天井から下げてある鐘にあたってチン，

チンと鳴っていた。

林の中に入ってから道は急になる。ヒイラギや

松の木が多く日本の低山と同じようである。

30分ほどで尾根の上に出て大岩のところで休む。

正面のはるか上部に大きな岩壁をもった111がある。

よく見るとその中腹にお寺がある。タクサン僧院

である。岩壁にひっかかるように建っている。道

はさらに急になり馬もあえぎあえぎ登って行く。

鞍の下に汗をびっしょりかいている。やや平担に

なったところが馬の道の終点であり，ここから歩

くことになる。標高は1500mほどであり，川原か

ら約600m登ったことになる。馬は背中から腹の

あたりまで汗でぬれている。

けわしい岩壁に建つ

少し休んで山腹をまくように下りはじめる。深

い枝谷を渡った対岸にお寺はあるので－たん枝谷

の下まで下らなければならない。急な石段が続い

ている。足元からはすっぱりと切れて落ちており，

下を見ると目がくらみそうである○一歩一歩ふみ

しめて下って行く。

下りきったところは小さい滝の下になっており，

小さい橋の上にはしぶきが凍りついていた○滑ら

ないように渡って，その滝を左に見て再び対岸の

道を登る。50mほど登りかえすと，お寺の入口の

階段に若く・ここに聖水といわれる泉があった。

この水を飲むと100年は長生きできるといわれて

いる。私もいっぱい飲んだので寿命がのびたかも

知れない。御利益はともかくとして，ここまで登

ってきて飲む冷たい水の味は格別であった。最後

の20段ほどの急な階段を登りきると門がある。

扉を押して中へ入る。一息ついてそばを見ると

木製パイプの水通がある。一口すするとこれも冷

たくてうまい。

しばらく待っていたら他の人もふうふういって

登って来た。山奄りは初めてというアメリカの女

性は青い顔をしている。標高2895mもあるのだか

ら無理もない。それに馬は乗りなれないと不安定

で疲れるものである。

ラマ教の壁画も保存

ラマ僧に案内してもらって中を見学する。導師

リンポチェが空を飛ぶ虎に乗ってやってきて建て

たというこの寺は，現在'2人のラマ僧と1人の尼

僧が守っている。ここの堂守になるのはラマ僧で

も選ばれた人しかなれないそうであるo1本の木

をくりぬいた梯子で本堂に登ってみる。中はなか

なか広い。ラマ教の壁画も美しく保存されている。

本堂の外の廊下の上に大きな鐘が3つほどぶら下

っていた。鳴らしてみるとリーンというような長

い余韻のある美しい音がした。

お寺の先のもう一つのお堂のところまで行って

みた。その先はもう何もなかった。端から下を見

てみると垂直に300mほど切れ落ちていた。眼前

にはパロの谷上部が広がっている。農家が小さく

点在して箱庭のように見える。ここから見るとお

寺全体が岩壁にひっかかるように建ててあること

がよく分る。よくもこんなところに建てたもので

ある。ブータンには他にもulの上に建てられた僧

院は沢ⅡIあるカキこのタクサン僧院ほど急峻なと

ころに建てられたものはない。

先代の王がなくなられたとき皇太后はこの近く

にしばらくの間，住まわれ喪にふされたといわれ

る。タクサンイ筒院の左手上部のさらに高いところ

に数軒の小さいお寺があった。

アメリカ人落馬

一休みして下りはじめる。下りといっても途中

少し登りもあるし道も悪いので楽ではない。私は

ずっと先に歩いて下ったが，アメリカ人2人は馬

で下った。岩のところで間食を食べながら待って

いたら上の方でドサッという音がした。アメリカ

の大男が落馬したのである。すりむいた腕をさす

りながら下りてきた。「鞍のひもがきれたとき，

ちょうど曲り角だったし，馬がひざを曲げたので

落馬してしまったんだ。」と苦笑いしていた。

「象に乗っていたら下敷になってつぶれるとこ

ろだった私」といって笑った。
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ラ マ教

ラマ僧は約5000人

ブータンの国教は仏教であり国民の75筋が仏教

徒，残りはヒンドゥー教徒である。ブータンに仏

教（ラマ教）をもたらしたのはインドの導師グル

、リンポチェである。8世紀中頃のことである。

彼はドルクパ派といわれる大乗仏教の一派の高僧

であったが，現在のブータン仏教は大乗仏教と小

乗仏教の混合したものであるといわれている。

ブータンの各地にあるゴンパや家庭の仏壇には

釈尊の像と並んでこの導師リンポチェの像が安置

され，尊ばれている。ラマ教を深く信仰するブー

タン人の儀式や習慣はラマ教に関わるものが多い｡

民家の2階にも「チョカン」と呼ばれる祈りの場

があることも多い。

これらラマ教の僧はブータン内に約5000人位い

るといわれ下級の隅から博学な高僧まで様々であ

るが，住民はこれら聖職者を一様に尊敬していて，

彼らのために寄進は惜しみなく与えられる｡

ラマ僧は結婚式や葬式の運営をするだけでなく

病気の治療や星占いもおこない，民衆の生活と密

着している。

ゴンパにはアニ．ゴンパと呼ばれる尼僧のため

のものもある。尼僧は自らも禁欲生活をしている

が「チュジャ」と呼ばれる草の汁で顔を黒くし，

男性の関心を遠ざけている。

ラマ僧が多いのは一種の家族計画の名残りだと

もいわれている。ブータンはかつては，チベット

やラダック地方と同じように一妻多夫制であった

が1人の妻に3人までしか夫はもてず,そのため

4人目以上の男の子は，ラマ僧にされたというの

である。

ブータンには数多くのゴンパとともに数多い

「チョルテン」「ツアルカン」と呼ばれる仏塔，

そして「マニ．カラン」という，やや大きい塔が

あり，これらの多くは「タルチョー」という祈祷

旗をそのまわりや上に立てている。この旗に書か

れた祈りの文句「オンマニパドメフム」が風にあ

おられて遠く空の彼方へとんで行き悪魔を追い払

い，幸せをむかえると信じられている。

興味深いマスクダンス

宗教舞踊や宗教音楽もラマ教の祈りからきたも

のが多く，トランペット，シンバル，角笛，横笛

などに加えて力強い太鼓の音が単調であるが，重

厚な響きを加えている。中でも興味深いのはマス

クダンスといわれるお面をかむった群舞である。

動物や烏の面をかむった舞いや悪魔の面老かむつ

た激しい踊りなどカンカンとひびくシンバルの音

に合わせ，人形のように，くるくるとまわりなが

ら踊る。

ブータンの新年は「ロサール」といわれ西洋暦

の2月頃にあるが，このような新年のお祝いや，

秋の豊年祭りを初めとし多くの祭りでこれらマス

クダンスがおどられ，奉納される。

民俗舞踊もある。このために特別に学校に入っ

て訓練された若い女性もいる。舞踊を生活の栂と

している，いわゆるプロのダンサーではなく，仕

事は別にもっていて，何かの機会のときにダンスを

見せてくれるのである。ダンスチームの責任者は

‘《赤いショールの役人”又はく〈ダンスのマスター2，

「チャマイ・チィチャップ」と呼ばれている。8

人から10人くらいが日本の着物のようなブータン

服を着て，日本の民謡のような節まわしの歌をボ

ーイ､ノプラノのような声で合唱しながら，足を単

調に出したり引いたりしておどる。動作はひかえ

目であるがブータンの生活と民俗によく合った踊

りである。

1959年頃にチベットから難民としてブータンに

来た人たちによってヤク・ダンスなどチベットの

ダンスも伝えられよくおどられるようになった。

これらブータン民族舞踊のステップは，オリジ

ナルはチベットにあるせいか，ネパールのシェル

パ族など山地民族のダンスによく似ている。ブー

タンの民族舞踊を見ながら，かつて歩いたネパー

ル奥地での生活を想い出したりしたのだった。
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スポ－ツ

弓技

ブータンの国技としては弓技がある。90mほど

はなれて立ててある的にむかって弓ははなたれる

が，そのくらいの距離だと面線にはとばないので

空にむかってはなたれる。的にあたると見物人か

ら拍手がわき，女件などは黄色い声で歓声をあげ

る。弓技は庶民だけでなく国王も参加されるし，

政府の高官もHI場する。1974年の国が主雌した弓

技トーナメントは,0月20日ティンプーの弊察広場

で決勝戦がおこなわれたが，このときは大蔵大臣

レヨンポ．チョギャルのチームがチャンピオンと

なったと官報「クエンセル」にでていた。

弓技の他にスポーツで盛んなのは卓球，馬術,

サッカーなどである。新国王もサッカーや馬術の

首都テインフ。－

以前はパロが中心

つい先年まではプナカがブータンの首都だと思

われていた。今でもまだプナカを首都として表わ

している地図もあるくらいで，それほどブータン

のことはわかっていないともいえる。古い時代の

ブータンの中心はパロであったが，1832年の大火

で全焼してしまい，その後一時プナカに移ったこ

とがあるが，現在のプナカには古城が残っている

だけである。

自然と調和した市街

現在のブータンの首都はウォン・チュウの上流

にあるティンプーである。パロから車で2時間ほ

どのところにある。ブータンの国の中では西の方

に位置している。海抜約2400mのテインプーはタ

シチョー・ゾンと呼ばれる政府総合庁舎，王宮,

宮殿，兵舎，ホテル，中央郵便局，裁判所などの

選手である。1974年秋，横浜でおこなわれたアジ

ア卓球大会にはブータンからも選手が来日した｡

コルフ・コース

本当に近代スポーツが大衆のものになるのは，

まだまだであろうが友好的で忍耐強く朗らかなブ

ータン人ならその技術を向上させるのにそう長い

年月はかからないであろう。

ティンプーのゾンの裏に9ホールのゴルフコー

スがあるが，ゴルフ人口は非常に少なく王家の人

たちを中心に高級官史や上流社会の人たち，それ

にインド政府から派遣されている人たちなど，ご

く少数の人たちだけのものである。ブータンの人

たちが日本のゴルフ熱を知ったら，何というであ

ろうか。

ある文字どおりブータンの中心地である。「ラム」

というのがブータン語で道を意味するが，大通り

の「ラム」の両側にマーケット，映画館，銀行な

どがあり，いうなればブータン銀座である。タシ

チョー・ゾンは少し街をはなれたところにある。

ティンプーに首都が移されたのは数年前のこと

であるが，タシチョー・ゾン自体は約400年前の

建物である。ここを首都と決めたのはブータン近

代化の父ともいえるアフリカのナイロビで客死し

た故ジグミ・ドルジ・ワンチュック王であった。

このタシチョー・ゾンはラマ教の僧院が半分ほど

をしめており，現在でもラマ僧が沢山住んでいて

お祈りや儀式をおこなっている。このゾンは東京

の丸ビルの2倍ほどの面積があり，中央の大きい

階段を登って中へ入ると右側が政庁で左側が僧院

である。このゾンの中にほとんどの官庁が集まっ

ているが，最近は部局が贈えたのでゾンの近くに

平家建のオフィスが沢山できている。観光局もそ
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の平家のオフィスの一角にあった。

ブータン風デザイン

とれらブータンの建物のほとんどは官庁だけで

なく商店も，ホテルもガソリンスタンドまでブー

タン風にデザインされていて，あたりの風景と感

じのよい調和を保っている。このデザインをする

のはブータンのトップ・デザイナーのサング・テ

ンジンである。建物だけでなく着物から「タンカ」

という仏画のデザインまで彼の手になるものだと

いう。

議会は年に2回開催

タシチョー・ゾンと国王のお住いであるデチェ

ンチョリン王宮の間には，直通電話があり，毎日

何度も連絡がとれるとのことであった。1974年6

月に戴冠式を終えられた20歳という若いジグミ・

シンゲェ・ワンチュック新国王は5代目の王とし

て前国王のあとを継ぎ，1971年に始まった第3次

5カ年計両を着々と実現しておられる。フットボ

ールや馬術の選手でもあり，魚釣りも楽しまれる

新国王は，ブータン内を広く見て歩かれるそうで

ある。私も短い滞在期間中一度は魚釣りをされて

いるとき，もう一度は王宮内を散歩されている姿

を見かけたことがあるほど，気軽に歩かれるよう

である。新国王は「私が外国で学んだことはブー

タンにとってよい結果をもたらすと思っています。

食 生活

パラパラしたごはん

ケスト・ハウスは日本流にいえば迎賓館であり，

国のお客さんが泊るところである。ブータンには

ティンプーにあるホテル・ブータンを除いてはホ

テルらしいホテルはなく，私のような観光客も各

地でケスト。ハウスに7rlめてもらうことになる。

もっともプンツオリンにはインド式の安宿がある

が，南京虫におそわれることなしに眠るのは不可

能であろう。

ブータンの習慣と伝統には強い誇りを持っていま

すが，ブータンが進歩しようと思うなら近代化を

はからねばならないことも知っていますb」と語っ

ておられ，観光客にブータンを開放されたのもそ

の一つであると思われる。1974年12月18日からイ

ンドへの公式訪問でもインド首脳部と精力的に会

談され，これまでと同様インドの協力を要請され

た。

ブータンは君主制国家であり，1953年議会「ヅ

ォングド」がおかれ，議員数は国王によって指名

される40名ほどの政府代表，100名位の民間代表，

約10名の僧侶代表からなっている。議員の任期は

3年であり議会は少なくとも年211I春と秋に開催

される。内閣には大蔵，内務，通商，産業，通信，

開発の5閣僚があり，観光局は現在，大蔵省の中

にある。

弊察や軍隊もあり，それぞれインド警察訓練団

(IPTT)と，インド軍事顧問団(IMTRAT,),

］業関係の指導団(DANTAK)がティンプーに常

駐して協力している。

国際的には1962年コロンボプラン，1967年万国

郵便連合，1971年国連に正式加盟しているo1971

年にはニューデリーに在外交使節団を設置してい

る。インドとの貿易はカルカッタにあるブータン

貿易公団がおこなっており，インド以外の国とは

カルカッタのブータン通商代表部を通しておこな

われる。

このケスト・ハウスには専用のコックがいて西

洋料理，中国料理，ブータン料理をサービスして

くれる。アメリカ人などと同行していたこともあ

って，ほとんど西洋料理で油したが，一度だけテ

ィンプーのケスト・ハウスで，ブータン料琿を食

べてみた。次のようなメニューであった。（）内

はブータン名である。

白いごはん（トッカルポ），赤いいためごはん

（トマルポ），シチュー（パクシャ），マトン肉

の煮つけ（ロングシャ），じゃがいものスープ
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（ケワタチー），青菜と玉子の煮つけ（ゴンディ

チョル）。

ポテトのスープがひどく辛いのを除けば味はま

あまあであり，とくに青菜と玉子を煮たものが日

本のおしたしに似てうまかった。ごはんは日本の

ようにねばっこいものではなく，インドと同じよ

うにパラパラした感じのものである。これは米自

身の性質にもよるが炊き方にもある。ブータンで

は米が煮えてくると上にたまったおも湯をすてて

しまい,ねばり気をなくするからである。ブータ

ン人はチキンの肉を入れたおかゆも食べる。米も

日本と同じように何穂類もあるが，ブータンの安

い米が日本の味に似ており，最上級の「ボンレ」

というブータン中央高地でとれる米は，ブータン

人にとっては美味らしいか，日本人にはそれほど

でもない｡1k9200円くらいである。

肉はヤクやマトンの乾肉が使われることが多い。

保存がきぐからであろう。保存食としては天井裏

などを利用し野菜も乾燥させていたし，「シプ」

とよぶアルファー化した乾燥米も作られている。

チーズをキャラメルくらいに切って乾燥した「チ

ュゴー」または「チュプリ」も売っていた。乾燥

したヤクやマトンの肉も売っていた。

ブータン人の家にいくと「ドマ」または「ベテ

ル．ナット」と呼ばれる噛みタバコの一穗を伝統

的なあいさつとしてお客にすすめる。お茶もすす

められるが1杯目を飲み欲すと，必ず2杯目をす

すめるのがブータンでの習慣である。2杯目は友

情を受け入れるしるしのために飲みほすのが礼に

かなっている。とにかく訪ねた人には，それがた

とえ敵であっても一杯のお茶や「ドマ」をすすめ

るのである。

ブータンの川には鱒が沢山いるが，ブータン人

はあまり魚は食べないようである。殺生をきらう

せいかも知れない。

常食は米

ブータン人は1日3食が普通であるが，昼食は

ツァンパという大麦を煎って粉にした，日本の麦

こがしのようなものにチベット茶をかけ，練って

手で食べる。チベット茶は紅茶のようなものを間

めてある傳茶にバターと少量の塩を入れ，大きい

水鉄砲のようなものの中に入れてかきまわして作

るものである。チベット茶のことをブータンでは

「スウヂャ」と呼んでいる。

安くてうまい地酒

お祭りやピクニックのときに酒を飲む人も多く

きびに似た雑穀を醗酵させて作った「チャン」と

いう日本のどぶろくのような地酒が安くてうまい。

もう少し強い「アラ」という酒もある。こちらの

方はチャンのように白く濁っていないし情んでい

る。大きい竹の筒に入れて持ち歩いたり保存した

りしている。

玉子をチャンに入れてカンをつけたチャン・キ

ュキュ（キュキュとは煮たという意味）も悪くな

い。しょうがとニンニクを酢で味つけしたものを

つまみにしたりする。また，ブータンのラムはシ

ッキムのラムとともに有名である。XXXラム

（スリー・エックス）などがうまい。ブータン製

のブランディ，ウィスキー，ドライジンなどもあ

る。ケスト・ハウスで飲むとダブルで200円位で

ある。ダブルで80円ほどの安いウィスキーもあるく

こんなに禰類があるのだからブータン人は酒は好

きだと思うが，あまり飲んで騒いでいる様子はな

かった。バザールの中に一ぱい飲屋も何軒かあり，

明るいうちから一ぱいひっかけている人もあった

がみんな静かに飲んでいた。もっとも暗くなると

ほとんど店は閉めてしまう。

カーストのないブータン

インドのように何人もの召使いを使っている家

はかなり上流家庭でも少ないようで，食事の支度

は家事一般とともに奥さんの仕事であるが，一般

のブータン人は2～3種額のおかずとごはんです

ますので準備も割合簡単である。

ブータンには，インドのようないわゆるカース

ト制度はなく，貧富の差はあるカネ下層階級とい

うほどの人はなく，みんな一応の暮しをしている

ようであった。しかし，ほとんどの文化的なもの

をインドを通して輸入しているので物価は高く，

ガ､ノリンも1』200円近くしていた。インドでl

』約130円するのにくらべてひどく高かった。
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服装

ブータンの着物

ブータンの女性は長い着物のような服をきてい

る。これは「キラ」と呼ばれ，肩からひざくらい

の長さまである。そして肩のあたりで「コマ」と

呼ばれる銀製のブローチでとめている｡そして，

腰のところを「ケラ」という帯で結んでいる。女

性用の帯は男性用のものより幅が広い。

キラの上には羽織を着るように，カーディガン

やガウンを着ている。

首にはトルコ石や，さんごで作られた首かざり

をつけている。たいていは「ドルジ」と呼ばれる

金で飾られたトルコ石が2個入っている。高価な

ものは何十万円もするそうである。

着物などにする布は手でつむいだ糸を原始的な

織機で30C7"ほどの幅の反物に仕上げたもので,いず

動物や烏

ヤクは高所牛というべき4000m近い標高に住ん

でいる野性味の強い動物である。ブータン北方山

岳地帯にはこのヤクが多く，運搬用として使役さ

れている。ふさふさした毛の長いヤクはいかにも

ヒマラヤ的である。

山岳地帯には香料の原料として知られているじ

ゃこう鹿がいる。ブータンでもこの鹿の絶滅をお

それて捕獲と輸出を禁止している。

烏も多くいて，村を歩いているといたるところ

で烏の声が聞こえていた。同行のイギリス人は野

烏にくわしく，いつも望遠鏡で烏を追っていた。

彼の話だと，ブータン特有なものはいないそうで

ある。

南の方はアッサムに接しているので，野性動物

も大型になる。マナスというインド側の野性動物

れもなかなか色彩豊かである。従って一般の人の

着ている着物も比較的高価で15,000円から2万円

くらいする。いいものになると30万円くらいする

ものもめずらしくない。

ふところは物入れ

ブータンの男性は「コー」または「ボク」と呼

ばれる着物を着て，腰のところに帯をしている。

金持から貧乏人までほとんど同じ着物をきている

のが特徴的である。ふところにはかぎタバコの

「ドマ」，ナイフなどを入れて歩いている。そで

を大きく折りかえし，そこのところは中のシャツ

を出しているので，白い布になっている。そして，

底に皮をはった伝統的スタイルの皮靴をはいてい

る。しかし，若い人はナイロンのストッキングに

普通の靴をはいている人の方が多い。

園があり，私も訪れたことがあるが，その北辺の

川，マナス川がインドとブータンの国境になって

いて，ブータン側には《《金の猿”と呼ばれる黄金

色の毛のサルがいるので有名である。一角さい

（ライノー）やパイ､ノン’象も，夏にはインド側

からブータン側へ移動するので，これらの動物が

川を渡るシーンが見られるそうである。動物には

国境がないという訳である。

ブータンの犬もその道の愛好家にはチンの原穂

として知られている。犬を飼っている家も多い。

ゾンにも犬がいたりする。

ダムシ，アブ､ﾉ，ドチという3つの種類が多く，

ダムシは秋田犬に似ていて，村人が，山羊の番や

狩に使っている。ドチはチンににている。アブ､ノ

はスピッツのように毛が長い犬である。
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ブータンの特産品

土産物に喜ばれる切手

帰国の日も近づいたので土産物を買うことにし

た。軽くて日本の友人たちに喜ばれるのはブータ

ンの切手であろう。ブータンの切手は種類の多い

のと変ったデザインのものがあるので，切手を集

める人たちから貴重品扱いをされている。立体的

に見える切手，小さいレコードになって音の出る

切手，油絵の感じの切手，金属の円い切手,花の

匂いのする切手まである。中にはあまりいただけ

ないデザインのものもあるが，大体において美し

い色合いである。高価なものでは錦の切手があり，

大きさは7C7"四角もあり，どうやって使うのかと

思うくらいである。

プンツオリンの郵便局で古いものから新しいも

のまで沢Ⅱlの穂類の切手を特別の窓口で売ってい

る。ティンプーの郵便局にはあまり挿類はなかっ

た。もちろん定価通りで売っているが，日本のデ

パートなどでは5倍から10倍くらいの値段がつい

ていた。ブータンは切手で年間12万ドル（1,200

万円）ほどの外貨を稼いでいる（1970年）。他に

外貨を稼ぐものはないので切手によるドル収入は

ブータンにとってウェイトが大きい｡しかし,こ

れだけのドルでは王室の外交に使うためのドルが

やっとだということである。

ブータンとしても何か他に外貨を稼ぐ．ものをい

ろいろと考えてはいるようであるが，今のところ

土朧物程度以外には多くを期待できないというと

ころであろう。

1974年にオープンした観光で稼ぐ､､ドルは,年間

約30万ドルくらいしか期待できないが，それでも

当分の間，ブータンの「ドル箱」になるかも知れ

ない。

土産物即売所

ティンプーに政府の土産物即売所があり，いろ

んなものを売っていた。銀のタバコ入れ28,000円，

ブータンの絹の布20,000円～160,000円，タンカ

（仏画）28,000円～60,000円，マスクダンスの面

6,000円，竹のカゴ280円～600円,ブータンコイン

2コで40円などなどである。これらはインドにく

らべて比較的高い。物価が高いせいであろう。着

物にする木綿の布も800円～1,500円くらいであり，

ブータン人親子も買っていたので，ここだけ高い

ということでもなさそうであった。

ティンプーのマーケットでも布地は売っていた

が同じ位の値段であった。マーケットはインド製

の日用品がほとんどで土産になるものはほとんど

なかった。5mもある長い長もちを売っていたの

にはおどろいた。じゅうたんか何かを入れるので

あろう。

ブータンのコイン

ブータンではインド・ルピーも自由に使えるが

ブータン独自の貨幣制度をもっている。，ヌグル

トルム(Ngultrum)が100チェトルム(Chetrums)

であり’1ヌグルトルム，50，25，10，5，1チェト

ルムのコインがある。

’インド・ルピーが’ヌグルトルムである。ブ

ータン銀行やケスト・ハウスでドルやルピーから

ヌグルトルムに交換できる。

最初に鋳造されたチェトルムは銅であり，チェ

トルム・ガティハパァ(Chetrum･GhatikhagPa)

として知られているo1681年にその頃の隣国，コ

ーチビハールのガティルガ州の王，パダマ．ナラ

ヤンの協力で造られた。当時ブータンの第4代目

のデブラジャ（王侯）の王座への就任を祝って鋳

造されたものである。この2人の王は大変に親密

であったそうである。

このコインは一度しか鋳造されなかったので20

枇紀の始めにはもうほとんどなくなってしまった。

マトラム・コイン

もっと古いブータンのコインはマトラム(Matt-

rum)という名のもので,1907年に初代の世襲の

国王となったウケン・ワンチュックの即位を記念
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して鋳造された古いコインである。 ルトルム，25，50チェトルムが発行されている。

ブータンのコインはインドのコイン研究の一部

として研究されていて，コイン通の間でも，イン

ド，ブータン，チベットのコインは大変難しいも

のとされている。私もコインには少し興味をもち

はじめた稗度であってよく分らないが，若干の資

料でしらべてみただけでもインドを中心とするコ

インは，その歴史の複雑さとあいまって奥が深い

といえよう。

なお，ブータンのコインには西暦の他に，ブー

タン暦，地竜の年号（1928年），鉄虚の年号(1950

年）というように，チベット文字で十二支暦で示

されている。

現行コイン

前記の現在使用されている1ヌグルトルム，50

チェトルムなどのコインがあるカキその他に記念

貨，いわゆるプルーフとして1966年に3ルピー銀

貨が発行されている。このときに同時に1，2，

5チェトルムの金貨，1，2，5チェトルムのプ

ラチナ貨が発行されたようであるが，ヨーマン著

の「世界の現行コイン」でも問題のあるプルーフ

となっていて，コインと認められるかどうか疑問

がある。

また，1966年はジグミ・ワンチュックの即位40

周年なので上記の他に一般用として白銅の1ヌグ
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ブータン小史

不明部分の多い歴史

古い時代の中心はプナカであったカキプナカの

ソンは1832年の大火で焼けてしまった。現在のプ

ナカのゾンはその後，建てなおしたものである。

この大火のためブータンの歴史を知る貴重な記録

は大半なくなってしまったという。

さらにその後，1887年そして1897年には大きな

地震があり，若干残っていた記録もほとんどなく

なってしまったといわれている。パロの博物館に

も，ブータンの歴史を語る古文言の類はほとんど

ない。

そのためブータンの歴史は不明なところが多く，

研究者としては，かえって興味深いところとなっ

ている。

古い時代

8世紀頃のブータンは沢山の独立国から成り立

っていた。一番力のあったのがシンドウ．ラジヤ

で仏教を背景に活躍した。また，インドの高佃，

パドマ．サンバヴァがブータンにやってきて布教

をしたのもこの頃であった。パドマ．サンバヴァ

とはく《蓮の花の生れ”という意味であり，ブータ

ン人は聖人として尊敬していた。

800年代はチベットとブータンは再三争ってチ

ベットに占領されたり，またとりかえしたりした。

そして'200年頃まではブータンをまとめる者のい

ない,いわゆる分裂状態が続いた。しかし，ラマ

教の勢力は強く，この頃に多くの僧院か建立され

た。

1557年には赤帽派の強力なラマ僧，ドゥジョン

･ドルジがチベットからやってきて，ダルマラジ

ヤを名乗り，彼の系列の僧は，その後の4世紀の

間，ラマ教界に君臨した。大きな寺院も建てられ

た。3代目のダルマ・ラジャのとき，政権をデブ

･ラジャという僧侶にゆずった。デブ．ラジャは

当時8つの郡の「ペンロップ」と呼ばれた郡長か

らなる評議会で選出することになった。

ブータン戦争

一方，1772年には英国は東インド会社による勢

力をベンガル地方にもっていた。たまたま，この

地方の王国であったクーチ・ビハール王国がブー

タンからの攻撃を受け，そのときイギリスは助け

を求められ，一軍をこの地方へ送り込んだ。

1774年にはジョージ・ボーグルが使節団をひき

いてブータンに行き，条約が成立した｡1775年か

らはハミルトンが，ボーグルの後任としてブータ

ンとの渉外をおこなった。

1783年にはサミュエル・ターナ大尉のひきいる

商業使節団が行ったりして，イギリスはブータン

とあたらずさわらずの外交をおこなっていた。

1972年頃にはネパールとチベットとの戦争があ

ったりしたので，その頃ブータンは約50年間鎖国

していた。

しかし，1837年にR･R･ペンバートン大尉の

大型使節団がブータンを訪問し，英国側から一方

的に年貢を要求したりした。

これをきっかけとしてイギリスはアッサム方面

からブータンへ手をのばそうとしたのである。そ

の結果，1864年11月～1865年11月のブータン戦争

が始まったのであった。

このときの指揮官が後にエベレストに遠征した

ことのあるブルース将軍であった。戦争は講和条

約を結ぶということでキリがついたのだが，その

頃からブータンは鎖国をしてしまった。

1885年以降はトンサ郡のウゲン・ワンチュック

がブータンの実力者となり，もう一つの大きな郡

パロ郡のペンロップをおさえて国政を牛耳ってい

た。

1900年頃にはデブ・ラジャは僧侶としての仕事

に力を入れはじめ，政治から興味を失ってしまっ

た。1907年にはウゲン・ワンチュックが最初の世

襲の王侯となった。

1904年のヤングハズバンド大佐の英国軍がチベ

ットを侵略したが，このことかブータンとイギリ
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スの間を好転させるきっかけとなった。1937年にはF･スペンサー・チャップマンが力

この頃，1905年ジョン・クラウド・ホワイトルカッタのC・E･クロフォードと3人のシェル

はエドワードⅡ世の命令を受けブータンを旅した。パとともに，パロ・チュウの源流に入りチョモラ

1907年にも彼はブータンに多くの土産物をもって－リに登頂した。

入国した。ウケン・ワンチュックに近づくためで

インド独立のあとあった。

そして，1920年にはイギリスはついにブータン1947年インドは独立し，イギリスがインドを去

との国交に調印した。翌年にはブータン王はニュっていった。このとき，インドとブータンは条約

一デリーに出てイギリスのジョージV世に逢い友を新しく作り，1949年8月8日，ダージリンで調

好を深めた。印した。現在もこの条約が生きており，外交に関

とのことはブータンをチベットから守り，ブーしてインドの勧告，指導を受けること，インドが

タン人の独立をすすめるための英断であったと思助成金をブータンへ渡すことなどが明記されてい

われる。この英知の王，ウゲン・ワンチュックはろ。

1926年に惜しまれながら↑廿を去った。ジグミ・ドルジ・ワンチュック王は1951年にア

そのあとジグミ．ワンチュックが後を継いだ。シ・ケサン・ラと結婚し1952年10月に正式に王位

24才のときであった。彼はアシ・チョデンとアシを継承した。ケサン王妃はシッキム王の兄弟の､ノ

・ペマ．デッチェンの2人の姉妹を妻にもったが，ナム・トブギェ・ドルジというマハラジヤの娘で

アシ・チョデンに1人の息子ができ，ジグミ・ドあり，当時のカリンポンのブータン代表であった

ルジ・ワンチュックと名付けられた。1972年アブジグミ・パルデン・ドルジの妹でもあった。

リカのナイロビで客死した先代の王である。ジク“ミ・ドルジはシッキムの英国政治代表の補

佐という職もおこなっていた。非常に人望があつ
再三の鎖国

<，ブータンの首相と呼ばれていた。しかし，

1926年ころからブータンはまた鎖国し，ほんの1964年5月1日，彼はプンツオリンで暗殺された

僅かの外国人しか入国できなかった。そのうちののである。

1人は1921年のロナルドシ

ブと先王屋の人ケ
ェイリド||で，彼は当時，ベン
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てラサヘむかった。
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ータンに植物学者ベイリー

が入り，青いケシの花を発

見している。シェリフとル

ッドロウという植物学者も
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1936年と彼らはブータンを

広く歩いた。彼は1938年に

はチベットのツァンポー川

を探険したティラーと一緒

に東部ブータンに入ってい

る。
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世界で一番若い国王

ジグミ・ドルジ・ワンチュック王の死去のあと

は，18才の新国王ジグミ・シンケェ。ワンチュッ

クがあとをついだ。1974年6月2日新国王の戴冠

式も盛大におこなわれた。

世界で一番若い国王はフットボールや馬術の選

手でもあり，少年時代をダージリンとブータンで

過し，イギリスにも留学していた近代青年である。

この新国王は第5代目の王であるが，約1000万人

のブータン人の期待と尊敬に充分にこたえられる

人であろう。

ブータンはどのヒマラヤの王国もたどった，戦

いと侵略と崩壊，そして，再建と創造の厳しい道

を歩んできた。これからも大国インドと中国には

さまれて，ヒマラヤの桃源境をこのまま守り続け

ることは安易なこととはいえまい。

国連へ加盟

との頃はブータンは政情不安であった。1965年

にはパロのキチュ・ラカン寺でジグミ・ドルジ・

ワンチュック王暗殺未遂事件がおこったりした。

しかし，国王はこのような危機を乗り越え着々と

ブータンを立派にしていった｡1962年コロンボ・

プラン，1967年万国郵便連合正式加盟国，1969年

に議会を開催，1971年5月にはニューデリーに在

外交使節団を設置，1971年9月には国連へ加盟と

国内，国外ともに目ざましい進展ぶりを示した。

パロからティンプーヘのハイウェーを完成させた

のも彼であった。

ジグミ・ドルジ・ワンチュック王がその在位20

年間でブータンをたてなおしたといわれるゆえん

である。

この秀いでた王は1972年に死去した。

胡
聿将来の展

第3次は3億ルピー（約120億円）を越している。

これらの予算のうち約兇弱はインドの援助によ

るものである。1958年に故ネール・インド首相が

ブータンを訪問し，ブータンへの援助を申し入れ

たときは「ヒモがつく恐れがある」として断わっ

たのである斌1961年には上記のように多大な援

助をインドからあおぐことになった。

ブータンのこのような親インドの態度は，急変

ともいわれるものであるが，このきっかけは1959

年の中国のチベット併合によると見られている。

中国からの脅威がブータンをして親インド路線を

とらしめたのであろう。インドとしてもネパール

が中国へ近づいていく傾向などもあってブータン

とのつなぎをしっかりしておきたかったのであろ

う。

新国王も「インド，バングラディシュ以外の国

と外交関係を持つ考えはない」といってる。1974

年12月17日から1週間ほどの新国王のインド公式

訪問も，インド，ブータン間の友好と協力を目的

としたもので，「インドとブータンは手をとりあ

ボンデ農場

ブータンの経済は農業と牧畜に基礎をおいてい

る。コロンボ・プランで日本から派遣され，ブー

タンの農業近代化に10年あまりも協力しておられ

た西岡夫妻の努力の結果が，パロの近くのボンデ

実験農場を中心に成果をあげつつある。農地約10

ヘクタール，自動耕うん機十数台があり，20人近

くのブータン人実習生もいる。ブータン政府も農

業予算の5冊近くをこの農場に組み入れている。

この農場への期待が大きいことが分る。それにし

ても山国であり，耕地面積は小さいので限度があ

る｡

近代化への道歩む

ブータンの開発計画は1961年から飴まった。こ

れまでに第1次，第2次の5カ年計画を終了し’

1971年から第3次の5カ年計画に入っているo毎

計画ごとに規模は大きくなり，第1次・’億ルピ

ー（約40億円），第2次・2億ルピー（約80億円）
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って一緒にゴールへ」などとインドの各紙が報道

していた。

とにかく各分野でインドが協力をしている。例

えは森林事業に関してはインドのウッター・プラ

ディシュ州にあるデラドンの森林研究所で研修を

したブータン人が活動している。しかしこれとて

も，ヒマラヤのジャイアンツにはばまれる。鉱物

もいろいろと埋蔵していると報告されているが，

輸送に金がかかりそうである。

ウォン・チュウの両河の合流点の16左"下流に建

設され，完成後は336メガワットの発電量になり，

一挙にブータンの電力資源が増えることになる。

ブータンには現在これらの電力を消費するだけ

の工場はなく，ごく小さいカンヅメエ場や，マッ

チ軸工場があるくらいなので，余剰電力はバング

ラディシュやインドへ売る計画だそうである。

ブータンの近代化と発展をささえるのには教育

は不可欠であるが，現在，ティンプーにカレッジ

があり，その他プンツオリンとティンプーに技術

学校がある。先生のための学校も1968年に開かれ

ているし，ティンプーとカングルンにあるパブリ

ック・スクールと呼ばれる全寮制の高等学校は，

全国から優秀な生徒を集め，ブータンの将来を背

負う人材を養成している。小学校以上は全国に，

120校（1971年）ほどある。ブータンの近代化に

は困難なことが多いが，現にゾンと政庁が調和し

て存在しているように，何世紀にもわたって形成

された複雑なブータンはその独特な個性を失わな

いで新しいブータンに変身していくであろう。

期待される電力資源

希望のもてるのは水力の利用であろう。現在は

ティンプーに300冊，パロに400剛，ウオンデイ

ホドンに500KWの小規模の水力発電所があるが，

すでに次の計画としてティンプーのギドコムにさ

らに大きい発電所を建設中であり，チュカにはイ

ンドの援助でさらに大規模なダムができる計画で

ある。1974年3月23日，現王妃の妹D･W･ワン

チュックとインドの潅慨・電力大臣K･C・バン

トの間で正式に調印されたものでティ・チュウと

、
「
公
明
新
聞
」
昭
和
印
年
５
月
一

一
２
日
よ
り
、
回
連
載
し
た
も
の
一

一
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
、

パ
ロ
に
新
し
く
で
き
た
水
力
発
電
所
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はじめに

サンダー・ドラゴンの国，ブータンは数百年の

間，文明社会から隔絶されていた。いまではこの

山岳王国への接近は容易になり，この国を訪れた

人たちは，昔そのままの伝統的な活動をし，宗教

がまだ多くのことを支配しているブータン人の生

活をかいま見ることができる。以下にH･P･

Mamaにいかにブータンがゆっくりと20世紀を

自分のものにしたか，そして，卓越した支配をお

こなった故ジグミ・ドルジ・ワンチュックにどれ

だけ感謝しているかを述べてもらうことにしよう。

インドの協力

東ヒマラヤ山脈の麓でこじんまりとたたずんで

いるのがドルック・ユル王国，サンダー・ドラゴ

ン（雷と竜）の国であり，外の世界の動きに関係

なく時間が数千年もそのままであったようなおと

ぎの国でもある。ドラゴンはついに目覚め，ブー

タンとして知られるドルック・ユルはやっと20世

紀を味わおうとしているのである。

ブータンの開発のおくれは第1に一世紀にもわ

たる外部枇界からの隔絶であり，それは体験的，

感覚的にだけでなく技術的にも隔絶されていたの

であった。

インドの援助を受けるようになった1961年まで

は，ブータンには外交機関や電気がなかった。近

代的な薬，舗装された道路郵便制度，新聞そし

て工場もなく，通貨制度はあったが，商売の多く

は物々交換によっていた。教育は寺小屋式のもの

に限られていた。しかし，教育の必要を感じてい

た人は少なくなかった。1958年のパンジット・ネ

ールの訪問は，このようなインドの高官の訪問は

初めてであったが……，遠歩，ミュール（小馬）

やヤクの背で5日間おこなわれた。最初のジープ

は花環牧草を荷物として運ぶ新しいものと思われ

ていた。国内では何千人ものブータン人はまだ外

H.P.ママ

の世界につながってはいなかったのである。

このことがあってから突然にブータンとインド

は《《他のものに対して両国の自由を安全に守り，

したがって外部からは何人も害をあたえない”と

いう相互保障条約に調印したのだった。それは明

らかにブータンがチベットのような結末になるの

を助けるためだけでなくインドのふところに中国

の､《竜”が入ってくるのを防ぐためでもあった。

インドと中国の軍隊は長い間無駄な対立を4,000

mの高原に横たわっている国境に沿って続けてい

るからである。相互協力はこの亜大陸にあるイン

ドとブータンの2つの国に対して都合のよいこと

であった。

ブータンの歴史は，主に初期の外国人訪問者に

よって知られていたo1752年ワーレン．ヘスティ

ングはブータン王国への使節として，サミュエル

．ターナ将軍のお伴として，サミュエル．ダビス

を選んだ。彼の6カ月の滞在中にブータンが当時

どのようになっていたかをよく表わす水彩のスケ

ッチを画いた。

外界との早くからの接触はかなりあり，1959年

以前にはチベットとも全面的に貿易をし，その後

は長い間はっきりしない戦争が続いていた。この

ような初期の外界との接触はブータンの文化伝

統，生活γときどきこの国を破壊した自然の災厄

の結果,取り返しのつかないくらい失なった多くの

歴史書物などのうちほんの僅かのものを知らせる

ことになった。昔の記録によるとブータンは強い

中央集権化に欠け，いつも内乱で引き裂かれてい

た。ブータンは，お互の国内部族との戦いよりも

もっとどう猛な侵入者といたるところで戦わねば

ならないということで国家の独立はそのままにさ

れていたのだった。

ゾン

ゾンと呼ばれる，いまでも残っているお城のう

ちでもっとも印象深いものは，今はパロの博物館
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となっているタ・ゾンである。それは石と粘土と

木の円形構造になっており,1mほどの厚さの

壁からなっている9階建の巨大な建物である。敵

を見つけ，狙撃するための小さい穴，入口のとこ

ろで油断した攻撃者をするどくつっ立っている刃

のある台の上に投げつけるようにした特殊仕掛の

戸扉，最初の妨害物で生き残った者を防ぐために

ゲリラ風に設計された曲った廊下がついている。

この建物は今は新しく装いをこらしブータンの

芸術，宗教，文化，生活などの保存所となってい

る。そばには武器庫が見られる。弓と毒矢，長い

銃身のライフル（長いものは5mもある)｡円錘

形で上部が平なワラの帽子，戦争のとき軍隊がも

ち歩いた旗竿，古い大砲（これらのうちにはイギ

リスが贈ったものもある），沢山の刀，あいくち,

その他殺りくに使われたナイフなどが並べられ

ている。

王制

この暗黒の危機のときにブータンはチベットの

僧，シャブドルン・ナガワン・ナムギャルを救世

主としてむかえた。彼は1616年にチベットからブ

ータンへやってきたのだったが，当時，若冠23才

であった。この聡明で力強い男は容赦のない戦

を，それからの35年もの間続け，ブータンの歴史

始まって初めて国を統一したのである。巨大なバ

イタリティの持主であった彼は，また有能な行政

者であり，宗教家であり，生産のすすめ役でもあ

った。今も残っている寺院のほとんどは，彼の時

代に建てられたものである。

彼の行政者としての立場を整理したのち，ナム

ギャルは精神的なことに心を集中し，すべての僧

呂に対する現出の力をおよぼし，後には最初のデ

ブ・ジンポンまたはデブ・ラジャといわれる支配

者になるブータンのダルマ・ラジャまたはシャブ

ドルンとなった。彼の時代に，この調整がうまく

いったのですべての権力はまもなくデブ・ラジャ

に集中されることになった。ラマの生まれ変りと

して出現したダルマ．ラジャは，だんだんに形だ

けの長の座に落ちていった。デブ・ラジャの地位

は世襲ではなかったので空位になるときまって血

の争の未にその席はうめられたのであった。命名

はもっとも力のあるペンロープ（知事）によって

なされるが，彼が事務所にとどまっていようと考

える限り，デブ・ラジャは無能なあやつり人形と

してペンローープの手の中にあったのである。

無政府状態にあともどりするのをさけるために，

二重の君主制を廃し，トンサのペンロープ，サー

ウゲェン・ワンチュックがドルック・ギャルポと

いうタイトルで国王となった。その結果，こ

の古い王国は世界中でもっとも新しい君主国とな

った。当然王のライバルであるパロのペンロープ

は彼の王様の対抗者としてたてることを考え，決

して和解しなかった。主都が後にはプナカから王

の昔からの要塞の地であるティンプーに移ってい

ったというようなことは単に偶然ではなかったの

である。それによって主都からパロヘの距離を二

等分することになったのである。

ペンロープの制度が廃止されるようになるまで

は生れ変ったラマであるシャブトルンを無視する

ことは容易ではなかった。偶然の一致ではあった

だろうが，彼らの誰れも事務を充分にとるほど長

くは生きなかったのである。

この二代の為政者は，絶対君主であり，すべて

の権力を自分の手ににぎり，高官には信頼できる

自分の親族の者のみを指名したのである。故ジグ

ミ・ドルジ・ワンチュックは，もっともすばらし

い視点に立って世を治めた。貧乏人をもっとも冷

酷に自分の食い物にしている農奴制の開放，司法

と行政の分離，そして，ブータンに最初の議会政

治のきざしをもたらしたのである。そのころの時

代の情況のもとではこれらのことを実行するのは

非常に勇気のいることであった。

彼はそのようにして選んだ絶対君主制として，

無期限に政治を続けることができた。新しい糾織

のもとで，彼はお膳立したツオンドウと呼ばれる

国の議会の意志で君主制度の生き残っている人た

ちとをからみ合せた。議会はその鞘の投票や王族

の他の一員を任命することによって，王を退去さ

せることができるだけでなく，3年毎の信任投票

を得なければならない。議会の決定には批判をす

ることもできないし，異議を申し立てることもで

きない。ジグミ。ドルジ・ワンチュックは長い間

とのようなことで地位を得ていた。もっとも重要

－65－



な国会は1953年におこなわれたもので，そのとき

は民衆によって，間接に選挙された約100人の代

表者と寺院から指命された10人の僧呂，小数の国

王の指名した人が出席した。

ブータンの宗教

政府への宗教の侵入は国の必然的な宗教上の背

景を注意深く保つことをよりよく認めることがで

きる。宗教はブータンの進んでいく方向に対して

別に考えることはできないことである。

パロで私は小鬼のようで不敬でほとんど住む家

をもたない，貧しい子供を見た。尼さんのた

めの寺も別にあり，他のものとは離れて立ってい

る。

国の宗教である仏教は8世紀にインドの僧，グ

ル・パドマ・サンバワによってブータンに導入さ

れた。ほとんどの人はマハヤナ徒と呼ばれる赤帽

派またはドルック・カルグ派に属している。宗教

の寛容は仏教徒にとって個人に属する信仰の問題

であり，規制すべきものではない。南ブータンに

移り住んでいるネパール人は，自由にヒンズー教

を実践している。

寺院は広くブータン国内に分布しており，それ

らのうちのいくつかは1000年も前に建てられたも

のである。パロのキルチュ・ラ・カンやブムタン

のシャンペル・ラカンは640年に建てられたもの

である。パロ・タクサン（トラのすみか）の原型

は大分前になくなったが，今あるものは古いラン

ペル。シンギァ寺を1684年に修繕して建てたもの

である。どのゾン（ゾンはお城を意味する言葉だ

が，今は政府の出先機関を指す）にも沢山の礼拝

堂がある。またゾンには，昔のブータンの文化や

宗教を保存する古い教文などのある図書館がある。

ブータンのネパール人

約1,100万人のブータンの人口は.主としてシャ

チョップと呼ばれるこの国の土着人，一世紀の間

ブータン全域に入り込んできたチベット人，今世

紀になって移住してきて，今では人口の40妬にも

なっているネパール人からなり立っている。政府

は開拓者の権利を平等になるように調和をとって

きたので，それ以鍵国内移住者は増えていない。

ネパール人の速い増加は，シッキム全域や隣接し

たインドの一部に広がり，ブータン人ものみつぐ

してしまった。

外国からの労働者は，すべて当時の欠乏という

観点から働くことを許可されていたが，必要がな

くなれば離れて行くことになるであろう。そのと

きまでに彼らは自分の故郷では考えられないほど

の多くの収入を得ブータン国民としての権利を

行使したのであった。ブータンの非常に少ない人

口から考えると，これらネパール人が彼らの母国

の小数派となることの心配は少なからぬものがあ

った。

非常に限られた資源なので，ブータンは現在の

インドからの14億4千万ルピーの援助なしでは，

とうてい開発はおぼつかないのである。その援助

は道路の建設，輸送と通信システムの開発，水力

発電所の建設，農業の立てなおし，健康管理と教

育，インドの行政官の派遣とブータン人の研修に

およんでいる。

学校はインドの活動的な協力のもとにブータン

各地に設立されている。英語が研修の中だちとな

っており，英語の普及は外部の者にとってはまさ

に驚きである。ブータン学生の教育は教科言から

歯みがきまで全く無料である。それにもかかわら

ず教育よりは家庭的な農業を好む傾向があるので，

学校への入学希望者はそんなに殺到しない。ほと

んどの役所ではブータン人を雇っているが，前に

述べたように彼らのうちには，充分な教育も経験

もない者がいる。この状態はより多くの学生を育

て，経験を積ませることで改良されるであろう。

すべてのことは一夜ではできないものである。

1971年9月21日，ブータンは国連に加盟したが，

それは援助を受けるためであって，政治的野心の

ためではなかった。しかし，ブータンは国際的事

件に充分かかわりあう意志をもっているのである。

国連はブータンの最近の5カ年計画に対して500

万ドルの融資を決めた。ブータンの援助への要望

はどの分野においても強かったので，インドは，

その希望に対して一際目立った役目をするように

強いられたのだった。インドの官吏たちはブータ

ンの人たちの義務の逐行と感受性をあまり刺激し

ないように微妙なバランスを考えながら非常にい
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い仕事をしてきている。しかし，一方では13の方

言があるために，多言語国家のもついろんな問題

に直面している。

ブータンの建物

ブータンの家は普通何階建かになっていて一番

上の階に人が住み，下の方の階には家畜がいたり，

家財をしまってあったりする。大きな窓が両側に

あって換気は良好になるように造られている。貧

乏な人たちは小さいドアのない石とドロでできた

箱のような家に住んでいる。屋根は板でふいてあ

り大きい石がのせてある。ガラス窓はごく最近に

なって使われるようになった。多くの近代的な建

物は木のハリや床そして，きれいに飾られた窓や

扉がついている。伝統的な建物には一本もクギを

使わないでハリとハリを組合せている。いろんな

魅力的なブータンの建物の中で特にいいものはテ

ィンプーのタシチョー・ゾン（幸運のゾン）であ

る。この伝統的ブータンの傑作は1961年に企画さ

れてその次の年に完成された｡2,500万ルピー（約

10億円）かかりブータン国自身の手でその金が集

められた。人々はそれを“白い象の人気者”と呼

んでいて，国家の支出に対しては不釣合ではある

が人々のほこりになっている。

官庁としてタシチョー・ゾンには王様といろい

ろな大臣が住んでいる。その広大な庭園は，よく

育ったバラの木でいっぱいであり，今では造るこ

とのできないような沢山の鐘が吊り下げられてい

る。ここには精巧を極めた絵や彫刻が共にすっき

りした木の床や家具と一緒に飾ってある。飾りつ

けられた祭壇の上には仏像が夜も昼もパター・ラ

ンプのほのかなあかりで照らされている。聖なる

水やいろいろな供物が小さい金属製の皿にのせて

そなえてある。面白い習慣として，日没以後は女

性はゾンの中にいてはいけないことになっている。

この唯一の例外はインドラ・ガンジー女史であっ

た、

落着いた自然

訪れた人は誰れでも今日まで永く残されてきた

ブータンの遺産の壮厳な美しさに打たれるにはお

れない。文明開化のひびきはきざしを見せたばか

りであり国土の弧はまだ森林におおわれている。

ブータン王国は海抜0mから雪に覆われたヒマラ

ヤまでの地域をもち，その各々の地域では特長の

ある花や植物が見られる。

しかし，パロでは自然がそのままで保たれてい

るような破壊されない土地の落着いた美しさが感

じられるのである。大きな谷で気持よく休息でき

るように，そこはどちら側も松の木が青々と生え

ている丘で囲まれている。みどりの草原にはそよ

風が吹き抜けている。蝶々はぴかぴかと華麗なふ

るまいでとびかい，赤いくちばしのカラスやカッ

コーが上手な永遠に続くようなシンホニーをかな

でている。さらさらと流れている小川はパロ川に

そそぎ込み，澄み切った青空は自然のもっともゴ

ージャスなおとぎの国にぴったりな天蓋を形づく

っている。私たちが長い間求めていたヒマラヤの

桃源境がそこにあったのだった。

ほんの数軒の家や農家が滑らかに波うっている

丘や谷をさえぎっているだけである。この谷の約

5,000人の住人たちが安らかな田園生活を彼らの先

祖が，そして数えきれないほどのそれ以前からの

人たちが過してきたと同じように続けているので

あった。しかし，変革の風はパロを容赦なしにお

そい，やがてある日，自然のトリデの一つがわが

ままな技術の猛襲にやむを得ずおとされることに

なるのであろう。そうなったとき人間は人間の最

後の避難所の一つを失なうととになるのである。

〈「インド英字新聞,TimeSoflndia」

1972年9月10日号より。沖允人訳〉
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灯
。

の
○
⑦
司
恥
ｐ
Ｏ
Ｃ
口
○
日

。
『
①
【
“
ロ
○
で
ロ
○
円

『
、
の
司
軸
ロ
○
℃
ロ
○
円

寺
、
⑦
引
叩
甸
哩
型
。
ｏ
Ｈ
ｎ
Ｕ

、
の
、
司
恥
厄
似
い
。
。
［
厄
○

の
ｍ
ｍ
Ｈ

印
ロ
コ
ロ
⑯
Ｈ
①
二
口

Ｃ
Ｏ
の
同

①
Ｎ
①
Ｈ
”
何
凹
型
。
○
Ｈ
呵
○

守
副
の
『
“
ロ
Ｈ
Ｏ
山
ｘ
○

、
ｍ
の
計

、
、
①
Ｈ
、

、
○
の
司
叩
耐

叩
呵
狸
狸
ｐ
Ｏ
司
甸
。

r,＝

昌
甸
的
、
餌
唱
○
濁
料
型
⑩
Ｈ
国
餌

（
『
＠
①
【
“
応
狸
狸
。
○
Ｈ
甸
○
電
灯
湯
Ｃ
心
Ｑ
ｏ
皇
望
コ
ヨ
・
日
‐
醤
』
・
ｐ
ｐ
①
、
①
Ｈ
凸

喝
Ｐ
切
吋
四
ｍ
①
『
勺
。
狸
の
口
吋
拭
Ｃ
ｐ
Ｈ
Ｌ
狸
ｐ
Ｒ
Ｈ
Ｑ
①
“
）
岨
Ｑ
応
冨

Ｃ
口
甸
ｘ
Ｈ
Ｃ
ｐ
①
Ｑ
Ｑ
ｍ
ｐ
⑯
昌
磐
『
芦
ロ
呵
型
。
二
四
口
Ｏ
狸
Ｈ
Ｏ
ｑ
①
“

い
①
９
月
Ｓ
ｃ
口
呵
ロ
甸
狸
ロ
ー
国

奄
日
伺
】
茎
「
山
口
Ｈ
ｐ
Ｏ
制
但
呵
糾
○
『
Ｑ
ｘ
国
①
二
ｐ
ｐ
Ｏ
型
Ｈ
Ｏ
Ｑ
①
函

ｍ
Ｑ
。
Ｈ
⑯
日
呵
閏
唱
○
湯
料
型
、
刊
函
歸
円
厄
国

ｏ
ｍ
Ｈ
Ｏ
戸
刷

』
吋
高
Ｃ
口
Ｈ
ｐ
Ｈ
①
昌
倶
Ｈ
Ｏ
屋
山
○
湯
Ｈ
ｐ
ｍ
「
四
○
Ｈ
“
切
甸
ロ
閉
口
①
昌
臼

（
狸
Ｈ
Ｏ
Ｑ
①
函
守
伊
一
Ｇ
に
、
へ
い
、
ｉ
ト
さ
『
内
の
［
）
口
呵
型
。
昌
国
Ｃ
ｐ
ｍ

同
ロ
日
ロ
昌
○
旨
『
望
望
月
、
』
“
Ｈ
ｏ
Ｑ
Ｈ
①
ロ
ロ
厄
二
日
①
昌
糾
四
○
℃
ロ
呵
円

寺
『
・
Ｈ
ｏ
ｂ
』
、
の
「
Ｈ
料
ロ
。
○
○
ひ
ｐ
Ｈ
Ｈ
づ
○
口
唇
。
「
①
塵

ロ
ロ
厄
厄
Ｈ
も
口
Ｈ
Ｏ
型
ひ
ｐ
Ｈ
呵
狸
呵
引
①
“
、
Ｃ
⑰
口
吋
の
勺
口
、

、
い
ロ
①
日
①
ひ
⑯
ひ
口
国
」
、
①
『
狸
吋
①
Ｈ
日
山
○
ロ
○
判
狸
。
①
『
目
○
○
餌

型
口
①
、
①
Ｈ
Ａ
Ｃ
ロ
⑯
狸
、
吋
凸
Ｌ
判
①
Ｑ
Ｈ
自

○
計
。
『
○
狸

、
ひ
ロ
月
掛
、
吋
国
ロ
①
Ｈ
Ｈ
吋
匡
四
○
①
Ｅ
Ｈ
目
①
異
磐
切
①
「
Ｈ
狸
ロ
ゴ
○
○

○
富
い
の
里
哩
ロ
①
①
雰
狸
①
ｐ
Ｃ
①
狸
、
封
切
ｐ
ｐ
ｍ
①
戸
呵
函
昌
。
Ｈ
昌
芦

的
口
○
月
型
灯
［
の
幽
明
○
門
Ｈ
ｐ
的
Ｈ
国
餌
恥
型
①
ｐ
Ｈ
目
Ｃ
口
吋
厄
封
Ｃ
ｐ
Ｈ

宿
く
国
〔
す
ト
ｏ
６
ｏ
弓
四
○
の
計
と
噛
心
照
奴
尚
寺
Ｊ
や
、
・
Ａ
型
口
「
Ｈ
ｑ
①
餌
）

（
の
○
の
Ｈ
１
ト
ｍ
ｍ
Ｈ
）
Ｈ
①
Ｈ
い
ｐ
Ｏ
Ｈ
自
狸
田
吋
国
－
畠
ｐ
Ｈ
Ｏ
ｚ
の
異
い

ロ
○
ｍ
料
呵
①
脚
①
口
○
湯
“
口
①
夢
日
』
ロ
⑯
い
づ
畠
山
ロ
ロ
厄
日
Ｈ
当
望
Ｈ
の

（
い
鶴
？
ゞ
胃
ｒ
守
抵
電
入
院
・
・
↓
便
陰
壷
へ
言
ご
《
价
侭
へ
八
・
卜
《
小
、
’
幾
Ｋ
）

凸
、
△
■

ロ
○
封
切
り
伺
冨
①
塁
哩
二
型
付
夢
口
吋
狸
。
二
四
二
ｍ
ｐ
Ｏ
Ｈ
Ｓ

（
、
、
①
Ｈ
口
○
制
狸
Ｈ
も
①
Ｑ
ｘ
国
、
、
矧
緯
、
型
切
Ｈ
「
山
砥
ｍ
Ｃ
Ｏ
ｏ

①
毎
担
哨
Ｏ
、
①
口
Ｏ
Ｈ
昌
巴
坐
些
や
趣
）
Ｈ
①
い
い
わ
①
Ｈ
①
も
ロ
Ｏ
閂
昌
Ｂ

（
＠
Ｎ
ｍ
Ｈ
Ｉ
守
刷
卜
司
・
町
Ｈ
ロ
ロ
Ｈ
■
ｍ
Ｒ
ｐ
Ｒ
Ｈ
山

唱
Ｏ
Ｈ
①
同
型
ロ
Ｏ
Ｈ
角
口
料
の
里
、
甸
国
①
昌
曰
』
狸
口
Ｈ
Ｈ
Ｑ
①
餌
）

呵
拭
ロ
ロ
Ｈ
二
ｍ
『
狸
Ｈ
Ｈ
ｍ
唱
○
円
①
Ｈ
狸
口
Ｏ
Ｈ
国
ｐ
Ｈ
①
狸
、
回
国
①
昌
目

。
Ｃ
①
・
ロ
。
。
』
口
○
ぬ
星
。
狸
“
餌
・
【
肉

・
餌
。
。
』
Ｈ
Ｈ
の
四
・
○
圃

・
円
・
函
一
応
Ｈ
ロ
Ｈ
呵
国
・
守
刷

・
○
・
国
』
湯
厄
“
。
ｍ
刷

但
Ｏ
Ｈ
Ｈ
応
国
邑
濁
⑯
二
ｍ
Ｃ
『
心
口
Ｏ
塵
・
句
刷

づ
灯
①
Ｈ
Ｈ
Ｏ
国

嬰
料
の
ｐ
Ｏ
函
亀
口
○
型
料
①
Ｑ
口
①
四
・
山
司

①
厄
。
⑯
Ｈ
ｏ
ｐ
○
二
句
』
の
哩
同
昌
匡
・
の
Ｈ

①
む
づ
呵
計
○
口
○
二
句
弓
の
狸
「
昌
匡
・
卜
司

厄
Ｈ
Ｃ
ｐ
Ｈ
山
Ｏ
湯
①
Ｐ
Ｈ
ｐ
の
．
守
司

厄
Ｈ
Ｃ
ｐ
呵
回
。

‐
［
Ｈ
ロ
餌
』
①
①
〔
Ｈ
①
口
呵
四
・
四
Ｎ

ｍ
Ｈ
ｏ
ｐ
厄
料
自

●

』
Ｃ
口
甸
ロ
山
口
回
ひ
ロ
ゴ
Ｏ
湯
・
の
門

・
餌
・
国
』
狸
『
応
の
。
＠
Ｈ

餌
學
Ｈ
①
⑩
山
口
灯
①
・
＠
Ｎ
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姉
呵
号
料
。
○
『
厄
。
（
Ｈ
Ｃ
員
Ｈ
国
）
』
口
呵
司
耐
菖
口
呵
の
⑯
Ｈ
“
⑪
ｑ
⑯
Ｈ
ひ
ｐ
ｍ
ｍ
ｐ
Ｈ
二
○
灯
Ｈ
四

Ｎ
守
①
Ｈ
叩

（
○
ｍ
⑦
司
恥
料
①
畠
①
国
二
○
○
○
○
）
、
厄
昌
Ｈ
型
Ｈ
Ｈ
①
Ｈ
甸
昌
Ｈ
Ｑ
ｓ
Ｏ
Ｏ
閏

料
①
呉
①
画
昌
○
○
○
○
亀
日
○
閂
唱
①
狸
吋
『
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
Ｂ
）
Ｈ
呵
邑
①
国
昌
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
唱
○
湯
料
理
、
Ｈ
困
函

ｏ
ｍ
Ｈ
Ｏ
シ
、
』
、
ひ
口
『
い
ぬ
厄
出
口
①
Ｈ
厄
匡
①
Ｈ
ｇ
一
口
Ｏ
困

司
寺
の
Ｈ
伽
口
○
石
口
○
円
狸
昌
ひ
Ｈ
“
①
昌
型
四
○
①
山
村
円
①
昌
狸
山
○
ｍ
①
Ｈ
Ｈ
Ｃ
巳
①
冨

○
寸
函
『
”

（
ぬ
い
婿
灘
軸
幸
‐
他
誤
卜
、
。
Ｈ
）
厄
湯
呵
Ｈ
ｍ
Ｅ
Ｈ
四
○
“
口
濁
。
①
ｐ
Ｈ
①
国

、
、
。
Ｈ
帥
口
○
℃
口
○
円
濁
型
Ｈ
ｏ
濁
司
○
国
の
二
目
へ
灯
、
呵
昌
目

○
℃
の
計

１

師
胸
ロ
Ｑ
閂
呵
局
昌
、
○
国
、
ひ
ロ
月
磐
、
応
由
口
①
Ｈ
心
屋
山
Ｏ
閉
。
「
○
Ｈ
山
口
ｐ
Ｈ
①
Ｈ
○
国
①
昌
日

ｐ
ｍ
「
Ｈ
ロ
ｂ
山
○
口
Ｏ
Ｈ
ｍ
ｍ
Ｈ
日
Ｅ
ｏ
ｏ

Ｈ
吋
口
○
月
型
厄
口
料
の
型
口
Ｈ
の
二
“
Ｏ
型
磐
Ｈ
Ｏ
ｑ
①
“
餌
如
ｏ
Ｒ
Ｈ
Ｑ
。
Ｑ
①
餌

○
℃
、
肖
叩
吋
戸
①
ロ
①
①
、
』
①
司
凸
○
①
凸
①
、
①
ｐ
Ｈ
里
。
①
二
ｐ
Ｃ
ｐ
心
但
①
Ｑ
『
白

濁
消
口
い
ロ
①
○
二
似
口
①
①
似
①
口
「
ｚ

①
い
ふ
司
如
濁
吋
Ｑ
Ｅ
Ｏ
ｍ
①
■
ｐ
口
Ｈ
Ｈ
の
伺
磐
ロ
○
円
向
い
、
甸
国
’
二
“
Ｈ
○
画
①
異
目

の
、
の
門
（
匡
止
州
ト
ポ
）
、
］
ロ
①
日
。
。
○
口

師
嶽
昌
［
①
口
夢
①
屋
ロ
ロ
厄
、
型
ｘ
①
自
軸
厄
伺
Ｃ
ｐ
Ｈ
唱
○
湯
。
『
『
○
口
ｐ
ひ
①
Ｈ
○
四

卜
、
。
『
伽
口
○
℃
口
○
円
い
①
旦
引
自
○
似
狸
Ｈ
Ｏ
Ｑ
ｍ
ｍ
ｍ
凸
○
乞

司
応
○
句
“
『
［
○
四
耐
忌
む
口
Ｈ
口
呵
四
○

卜
叩
の
［
岬
ｐ
Ｏ
Ｃ
ｐ
Ｏ
目
の
ロ
○
伺
い
○
①
門
司
○
○
①
“
坐
切
。
“
○
日
の
昌
倶
ロ
『
『
①
芦
①
句
①
二
目

＠
ｍ
⑥
【
ロ
①
異
Ｏ
Ｈ
Ｈ
“
二
。
『
二
○
⑩
①
①
Ｈ
①
Ｈ
二
月
ｐ
Ｈ
⑲
。
日
⑩
Ｈ

”
口
①
二
○
ロ
コ
ョ
ｌ
珂
日
価
円
Ｃ
ロ
ロ
ロ
○
四
傲
担
①
ｐ
Ｈ
目
ロ
①
口
○
月
ひ
『
［
①
“
①
Ｈ
口

『
●

四
ｍ
の
計
ひ
口
づ
Ｈ
①
Ｈ
山
①
国

師
ロ
の
二
。
ロ
コ
ョ
口
①
嘩
○
Ｈ
ひ
Ｈ
①
で
畠
。
□
四
二
○
ｍ
『
Ｈ
①
Ｑ
円
型
、
灯
Ｑ

ｂ
Ｑ

（
ｍ
ｍ
Ｇ
Ｈ
口
①
■
。
。
嵩
・
岨
ｐ
Ｈ
⑰
Ｐ
ロ
ゴ
○
三
①
閂
⑯

Ｌ
○

ｍ
い
①
門
阻
む
Ｏ
①
①
里
型
①
Ｈ
①
昌
匡
坐
畦
娠
典
）
ロ
①
狸
異
ｏ
ｍ
Ｈ
ｏ
唱
料
①
ロ
ロ

”
磐
料
⑰
ひ
“
狸
。
］
、
『
①
Ｑ
①
Ｈ
灯
昌
ｂ
Ｒ
①
Ｈ
口
・
ロ
ロ
『
、
Ｈ
①
拶
］
わ
①
①
ｍ
Ｈ
①
四
○
匡

丙
閂
口
“
ロ
①
○

○
ｍ
の
Ｈ
”
口
○
℃
口
○
円
塁
型
、
司
湯
Ｈ
Ｈ
Ｃ
国
①
二
ｐ
口
拭
い
の
Ｑ
『
Ｂ
も
口
呵
耐
ｐ
Ｈ
二
○

由
寸
の
『
”

司
司
①
『
』
湯
①
ｐ
Ｈ
ロ
○
句
餌
《
日
呵
、
、
函
ｌ
狸
①
ｐ
Ｈ
曰
Ｉ
応
ｐ
Ｈ
員
。

Ｎ
『
句
肖

Ｎ
拶
科
彦
○
望
戸
Ｏ
匡
喝
濁
望
、
①
Ｑ
①
ｚ
・
寺
、

ｐ
①
Ｑ
同
Ｂ
ｐ
Ｏ
①
①
狸
磐
『
日
日
○
○

濁
料
Ｈ
づ
び
ｐ
Ｈ
『
⑪
ひ
①
円
。
［
寸

『￥
○

円
狸

塁（U

（5．FI

・・HH

ヨロ①
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℃も①
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・
で
①
。
ｚ
・
の
』
口
①
ｍ
ｏ
Ｈ
ｍ

呵
牌
で
口
呵
昌
○

い
⑯
閂
厄
の
』
『
⑪
里
、
○
二
四
・
○
ｍ

函
。
①
』
ひ
『
①
計
①
。
①
Ｎ

Ｈ
①
。
ロ
①
。
ｍ
・
角
』
口
ｍ
Ｅ
Ｑ
ｍ
塁
○
・
ｍ
Ｎ

Ｈ
①
○
口
①
Ｑ
ｍ
・
角
唱
口
呵
巳
凸
呵
冨
Ｕ
・
卜
刷

。
ｂ
・
国
』
Ｃ
Ｈ
ｐ
Ｏ
ｏ
・
卜
、

型
口
冒
司
①
出
』
口
灯
冒
山
哨
○
四
・
ｃ
ｍ

對
・
医
』
Ｎ
嬰
口
①
彦
１
，
口
厄
し
国
。
ｍ
、

巳
⑯
函
』
二
ｍ
呵
呈
呵
閂
印
・
刷
守

日
ミ
ニ
○
の
型
①
四
・
ｍ
ｍ

雪
・
国
』
蜀
計
矧
呵
国
・
劇
、
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、
④
①
Ｈ
”
耐

⑦
＠
の
‐
［
”
制
昌
Ｈ
①
口

叩
Ｈ
■
Ｈ
①
口

卜
④
①
Ｈ
“

口
①
シ
応
出

①
①
①
門

“
口
○
い
ひ
口
刊
ｘ
①
円
丙
昌
。
⑯
Ｈ
ｍ
Ｏ
の
ｏ
Ｈ
ｍ
Ｈ
。
］
『
⑰
○
℃
口
応
Ｈ
ｍ
ｏ
『
、
湯
二
四
忽
《
口
灯
嬰
ロ
異
国

（
○
卜
の
Ｈ
“
口
①
二
○
ロ
ゴ
圏
』
ひ
ロ
ゴ
型
岳
。
。
①
Ｈ
周
回
料
①
ロ
①
ひ
①
芦
ロ
①
山
。
“
ぬ

”
堅
〃
一
戚
・
長
．
①
閂
。
“
呵
料
①
い
『
円
口
呵
型
①
且
『
白
山
○
ｍ
【
①
寡
①
ｂ
『
①
、
ｎ
国

卜
四
①
弓
”
臆
埋
）
Ｈ
づ
料
吋
料
①
狸
Ｈ
自
糾
①
二
。
、
Ｈ
い
の
ｐ
Ｈ
型
ｐ
Ｈ
餌
ロ
①
Ｈ
Ｈ
①
角

ト
マ
①
Ｈ
の
０
口
Ｈ
ｍ

も
口
呵
『
呵
ひ
⑪
ｚ
Ｃ
口
厄
日
斜
里
里
『
の
、
口
厄
ｐ
ロ
ー
国
』
『
応
ｑ
①
乞
篁
型
①
口
伺
巴

坐
、
①
型
⑪
料
、
呵
湯
吋
司
呵
冒
『
出
①
呉
似
山
Ｏ
閉
Ｈ
Ｏ
“
い
「
国
司
灯
。
Ｈ
“
『
計
○
口

■

四
℃
の
『
“
い

（
、
①
『
ひ
ロ
ゴ
同
ロ
ロ
灯
、
Ｈ
①
付
。
⑯
Ｈ
①
口
①
①
雰
料
①
Ｑ
①
い
⑯
“
ｍ

ｐ
ｍ
湯
呵
司
呵
日
『
出
恥
旨
伺
当
望
「
の
”
】
ル
理
）
口
①
ひ
ロ
ゴ
星
ｏ
ｍ
Ｑ
Ｃ
ロ
ゴ

、
＠
①
Ｈ
叩
二
○
月
Ｈ
口
国
口
閂
①
兵
。
、
型
①
Ｈ
四
口
①
二
○
ｍ
封
房
Ｎ
狸
吋
呵
型
、
呵
凋
⑯
門
灯
日
「
四
ｍ
日
刊
望
当
伺
ｍ

Ｅ
Ｈ
望
契
付
、
Ｃ
口
厄
ロ
呵
似
ロ
昌
国

●

四
℃
⑦
Ｈ
”
Ｏ

寺
④
①
［
口
呵
型
。
二
四
℃
ロ
厄
日
『
】
契
伺
、

”
ロ
Ｏ
ｐ
ｍ
目
Ｈ
二
ｍ
厄
匡
二
ｐ
『
彦
司
呵
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溌シッキム王国の終焉
〃露勿勿鯵鯵鯵勿鯵鯵鯵劣謬謬鯵鯵鯵〃鯵〃診〃鯵鯵劣認鯵診認鯵露潔鯵鯵鯵舞露鯵涕鯵…〃鯵鯵〃〃鯵鯵鯵露診’

ヒマラヤ山地の住民たち

ヒマラヤの小さな王国，シッキムがなくなった。

去る50年4月14日に行われたシッキムの国民投票

で「王制の廃止ならびにインドとの併合」の是非

を問い，その紡果59.631票対1496票という圧倒的

多数で王制の廃止とインドの22番目の州として併

合されることが決まったという。昨年の9月4日

にシッキムをインドの準州とすることを，シッキ

ムのドルジ首相はかなりの反対を押しきって決め

たばかりであった。準州が決まったあとも実権を

剥奪（はくだつ）されたナムギャル・シッキム王

は，この決定に再三反対の意を強く表明した。そ

して，ネパールなど隣接国もインドのやり方を内

政干渉だと激しく抗議した。ネパールではインド

大使館の経営する図耆館の一部をこわしたり，ト

リスル発電所建設の指導にきていたインド人技師

をつるし上げるというような不穏な動きもあった。

中国も「インドの領土拡張主義のあらわれだ」と

非難している。そのようなごたごたがあってまだ

半年しかたっていない，4月17日にはガンジー・

インド首相は，シッキムを正式にインドの州とす

るための憲法改正案を出す話し合いを野党と始め，

その5日あとの4月23日には，この改正案を圧倒

的多数で決定した。おどろくほどのスピードぶり

である。

揺れ動くヒマラヤの国

1974年，私はインドに滞在中,機会を見てシッ

キムを訪れた。あの緑におおわれたおとぎの国の

ような景色，人なつこい素朴な人々の住む150年

沖允人

あまりも続いたヒマラヤの王国が消え去ってしま

った。いったい何がそうさせたのであろうか。

ネパールとブータンにはさまれて横たわる人口

25万人ほど，面積2,800左"2の小さなシッキムの首

部はガントックである。カルカッタからバグドグラ

というインド北部の小さい飛行場に飛び，そこか

ら車にゆられて|||道を登り，やっとの思いでダー

ジリンに着く。そこでさらに車を乗りついでヒマ

ラヤ支脈の一つを越え，いったんティスタ川まで

下り,もう一度蟹りかえしてガントックに着く。ダー

ジリンから98伽ほどの道のりがある。カルカッタ

からどんなに急いでも3日はかかる辺境である。

また，シッキムに入国するには物理的な距離だけ

でなく，政治的な距離ともいえる，入域許可取得

までの煩雑（はんざつ）な手統き，それに要所要

所にあるチェック・ポストと呼ばれる検問所での

厳重な検査がある。ダージリンのような繍光地で

さえもインドのビザだけでは不十分で，期限を限

られた入域許可が必要となる。いわんやシッキム

はさらにその奥である。

昔からスパイの街

ガントックとダージリンの中間にあるカリンポン

は昔からスパイの町として知られている。中国や

ブータンなどから陸路でやってくるのに都合がよ

く，気候も温和，地形も複雑で，いろんな秘密の

会合をするのに好都合だったのであろう。あるい

は他国人をうさんくさそうに見ないカリンポンの

人たちの気風に加えて，古くからイギリス人など

の入り込んでいた国際的ともいえるふん囲気のせ

いかも知れない。今でもカリンポンにはそのころ

－77－



の教会や学校が残っている。シッキムとチベット

の国境にはいくつもの，比較的容易に越えられる

峠がある。今でもこれらの峠は軍事的に重要で，

東部中印国境の粉争がおこるたびにシッキム．チ

ベットの国境は火を噴くのである。1967年に中国

とインドが戦ったガントックの東方にあるナツ・

ラ（ラは峠の意）も，昔からの隊商路の一つであ

った。

カリンポンの街

カリンポンは標高1250mにある絵のような街で

インド平原に比較して夏でも平均20℃位と涼しく,

冬も零下に下ることはない。

人口は1961年当時25,000人であったので,現在

は30,000人たらずであろうか。

ダージリンの方からむかうとティスタ川を渡り，

じく､､ざぐに登っていき，やっとの思いでカリンポ

ンの街が見え出す。ダージリンとカリンポンの間

にはバスが走っていて3時間ほどかかる。距離は

40虎"ほどである。ダージリンを経ないでシリグリ

に直接出るコースもあり，道は悪いが距離は67虎〃

と近い。しかし，3時間はかかる。合乗りジープ

が走っている。

カリンポンの観光地としては次のようなところ

がある。自動車（タクシーがある）をチャーター

すれば半日ほどでまわれる。

oDr・グラハムの家

Dr･ジョーン･アンダー､ﾉﾝ･グラハムが1900

年に6人の弧児のために創立した学校がグラハム

の家と呼ばれ，今でも残っている。現在は約700

人の生徒が学んでいる。学校はカリンポンの一番

高い「デロ」という丘の広大な敷地に建っており,

あたりは緑の木と花でうまっている。

ここでは生徒たちはいくつかの寄宿舎にハウス

・マザーと呼ばれるおばさんや先生と一緒に住ん

でいる。学校は自分のところで牧場,パン屋など

をもっている。毎年5月には5月祭を開き，5月

の女王を選んだりしてカリンポンの名物祭りにな

っている。

Dr・グラハムは彼の一生をこの学校の建設にさ

さげ1942年に死んだ。

・タルパ・チョァリン寺

グラハムの学校へ行く途中の右手，1937年頃に

開けたトリパイの丘の斜面にあり，現在のダライ

ラマの指揮下にある寺で，ラマ教の黄帽派に属す

る。古ぼけた門を入るとマニ車の並ぶ本堂，その

左手に僧房がある。大きいタルチョーの旗が風に

たなびいている。1692年頃に建てられた古いもの

である。

内部はそんなに広くないが，仏像や壁画が沢山

ある。すぐそばには中国風のリング寺がある。

・カリンポン手工業品製作所

タクシーやバス・スタンドの近くにあるこの建

物の中には10人ほどの女性城チベット風の織物

か壁掛けなどを製作して売っている。デザインの

オリジナルはブータンやチベットのものである。

・スイス酪農場

カリンポンの街からティスタ川の方へ4左〃もど

ったペドンというところにあるこの酪農場は，

「SwissWelfareDairy」と呼ばれている。ずっ

と以前にスイス人の宣教師，アンドリュース・ブ

ッティが最初にチーズ作りを指導したのが，ここ

の始まりだという。

中に入ってみるとスイス風の服を着た女性が，

チーズと砂糖で固めたあめ「ロリィポップ」を作

っていた。甘くてちょっとミルクの味がしてうま

かった。

ヨーグルトもあり，一杯30円ほどで，砂糖をか

けて食べたが，これも美味であった。

ここのチーズはインド内だけでなく外国へも輸

出されている。

･ドルピン･ダﾗ

軍隊の基地の中の道を通ってⅡ|へ登って行くと

ちょっとしたピークに出る。コンクリートで作ら

れたラマ寺，ザン・ドグ・パルリ・フオブラン

(ZangDogPalriFoBrang)という長い名前

の寺がある。寺はまだ完成しておらず，内部には

ほとんど何もないが，この寺の屋上に上ることが

でき，そこからの眺めがよい。

カリンポン全市を眼下に，ティスタ川，リーン

川が眺められ，晴れた日ならカンチュンジュンガ

山群，シッキムの一部そして，タクダーやタイ

ガーなどの丘も見える。
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寺のまわりは軍隊が沢山駐留しているので写真

撮影は厳禁となっている。

この寺の屋上でのんびりと風景を眺めていると

インド北辺部の国境争いのことなど別の世界のよ

うな気がする。若いインド人の奥さんが子供を2

人つれてきて，お堂のまわりをぐるぐるまわって

は祈りをささげていた。小さい裸足の足がチョコ

チョコと動いて可愛かった。

・ガウリプール・ハウス

ノーベル賞文学者，タゴールもカリンポンを愛

し，数度ここに滞在したことがある。そのときの

家がこのガウリプール・ハウスで，ドルピン。ダ

ラヘの途中にある。

彼はここで有名なジャンマディンという詩をつ

くった。1940年9月28日がこのハウスに泊った最

後の日であった。

今はこのハウスは技術学校になっている。

・カリンポン・マーケット

「ハット」とも呼ばれるマーケットはチベット

人難民も店を出していて，野菜屋，士産物屋とい
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ろんな店があって歩くだけでも楽しい。そして，

この階にやってくる人々は「グンニュウ」を着た

ネパール人，「バクー」を着たチベット人，シッ

キム人，「ケーラ」を着たブータン人，「ガダ」

を着たレプチャ人，ミニスカートのベンガル女性

といるとりどりで，まさに人臓のルツボといって

よい。(GUnew,Bakhu,Gada,Keera)

毎週水曜日と土曜日に開かれるオールドバザー

ルでは10々",20h〃も遠くの村から野菜，卵，魚

などをかついで売りに来る農家か山村の人の市が

立ち，まるでお祭りのように賑やかである。

。近くのピクニック地

ブータン寺のあるリシイスムの森(Rissisum)

がカリンポンから20向"，標高2100mほどのところ

にある。32左"行ったところにはラバの森(Lava)

があり，近くにはジェレパラやリチェラ(Jele-

pla,Richela)の峠があって，ハイキングによい。

標高は2300m位である。また,50虎"ほどのところ

にあるロライ・ゴーンの森(LolayGaom)は標

高は1500mほどと低いが，ここからの日の出はダ

ージリンのタイガー・ヒルにおとらないといわれ

ている。

これらピクニック地にはタ÷ツク・バンガローが

あり，宿泊ができる。

・カリンポンの哺油

LuxuryTouristLodge

山の手にあるデラックスな宿で1人2食つきで

50RPほどで高いが，なかなか立派な造りである。

町の中にもShangrilaTourisi'Lodgeと

いうのがあって一泊8RPほど（宿泊のみ）である。

シャングリ“ラ（桃源境）とまではいかないが，

きれいな宿である。

ホテルはいいものはないが>Himalayan

Hotel,GomphuHotelなどカリンポンらしい

名前の安ホテルがある。Gomphuには中華料理の

レストランもあってなかなかいい味である。いず

れも市の中心に近いところにある。

Dharmasalasという無料の巡礼宿もある。不

潔であるカキそれを気にしなければインドの木賃

宿を経験するのに一油するのも悪くない。ダルマ

サラとはヒンズー教の信者のための柄であり，イ

ンド各地にあるが，信者以外でも7｢1めてくれる。

電気代など1人1RP<らいとられることもある。

レプチャの国であったカリンボン

レプチャ人は自分たちのことをロン(Rong)

と呼んでいる。カリンポンは昔はシッキムの一部

であった。しかし，ガントックあたりとは密林で

隔絶されていたので独立するようになった。そし

て，レプチャ人独特の言葉も持つようになった。

レプチャはモンゴロイド系の民族であり，日本人

に非常に似ている。

カリンポンもいくつかの戦の波に洗われている。

1706年にはテイスタ川の東から入って来たブータ

ン人との戦があり，その結果ブータンの統治が，

1865年まで続いた。1865年にイギリスがこの地区

を治めるようになり，カリンポンはイギリスの支

配下となった。この頃に建てられたくドン寺など

はブータン風の造りになっている。

1970年代から50年ほどは，カリンポンはインド

とチベットの通商の地として栄えた。毎日毎日，

チベットから荷を運ぶミュールの音が聞こえてい

たという。

今llt紀の始めにはネパールからダージリンを通

ってネパール人が移住してきて，カリンポンの丘

を畠にしはじめ農業を磯んにした。現在ではネパ

ール人も多く住んでいてかなりの勢力をもってい

る。レプチャ人はだんだんその後進性の故にすみ

の方へ追いやられつつある。

このようにカリンポンは色々な人々のフロンテ

ィアとして求められ変化し，発達してきたとい

えよう。その故にカリンポンはニックネームとし

て“最後のフロンティア''(LastFrontier)と

呼ばれている。

へ戸

T唱噌判T

KINGDOMOFSIKKIM

チベット文字で<《シッキム王国”と書いてある
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間も行くとチベット学研究所がある。多くのチベ

ット学者のメッカともいえるところで，数万冊の

蔵書があり，何十人もの学僧がいて，なかには外

国人の長期留学者もいる。

ガントック

ダージリンとガントック(20RP),カリンポ

ンとガントック(121IP),シリグリとガントッ

ク(14RP)の間にはそれぞれ定期バスが走って

いる。ダージリンからガントックまで98帥である

が登り下りが多いので4～5時間かかる。

ガントックではジープやランドローバーをハイ

ヤーして観光することができる。

宿油のできるところは,NorkhilHotel,

Gref,nHotel,ParadiseHotel,Denjong

Hntel,K3,'chenViewHntelなどかある。

Norkhilを除いては，あまりよいホテルではない

が，一応ベットはある。

御光地としてはPcidenThondup手工業所,王

宮の近くの仏教の寺(Tsukla,-Khang),鹿のい

る公園，チベット学研究所などである。

少しガントックから出たところでは，6た"ほど

行ったところにあるTashiViewPointというカ

ンチェンジュンガの展望台，16肋ほど遠くにある

RockGarden,さらに9左"ほど遠くのRM,ntek

MonasterVがある。

また，シッキムはシャクナゲやヒマラヤ五葉松，

ミカンなど花と植物の宝庫でもある。

ガントックは山の斜面にできた，ほとんど平た

んなところのない標高1768mの町である。どこへ

行くのにも急な坂道を登り下りしなければならな

い。家の裏々を抜ける近道は迷路のように通じ，

カスバを思わせる。そんな道を市の中心から1時

レプチャ人の結婚式

昔からのシッキム人はレプチャ族で，顔つきは

もちろん，いくつかの叩語も日本語とよく似たも

のもあり，シッキムの人たちと話しているとレプ

チャ族は《《日本人の起源”だという説もうなづけ

る。例えば1，2，3はチク，二一，サン･…．．と

いったりする。シッキムの人たちは信心深く，ラ

マ教を信仰している。

ガントックの町を歩いていると，にぎやかな音

楽が聞こえている家があった。何事だろうと立ち

止まってのぞいていると，その家の主人に招じら

れた。中に入ってみると，家の中はきれいに飾ら

れており，ごちそうが並んでいる。結婚式だとい

う。「遠来の人，ようこそ」というわけでお客さ

んにされてしまった。カレーライスなどのほかに

カリントウ，野菜いためなどが山のように盛られ，

別室にはシッキム製のラム酒が用意してある。な

かなか味もかおりもよい。インドでもシッキム・

ラムは高級品扱いである。

I

シッキムのおどり

結蛎式やお祭りにはダンスがつきものである。
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ダンスはおどりそのものの楽しみの他に，民族の

伝統も感じさせてくれる。

動物や悪魔の面，絹のきらびやかな衣裳，チベ

ット風な靴などをつけるのは祭のときのマスク・

ダンスと呼ばれるものである。これらはラマ教の

ゴンパに奉納されるものが多く，宗教儀式の一つ

ともなっている。かなり重い衣裳や面をつけ，激

しくおどるので，シッキムのダンスはすべて男性

によっている。

ダンスのうち年間で大きなものは2つある。

一つは“戦士のおどり，，と呼ばれるもので，カ

ンチェンジュンガの雪の峰々に捧げられる。シッ

キムの人にとって雪をいだいたカンチェンジュン

ガは神様なのである。シッキムの第3代の王，チ

ョダール・ナムギャル時代に始まり250年以上も

続いている。戦争を表わすしくゞさ，ひらひらする

コートは戦いの激しさを示し，雪ひょうの面をか

むったおどり手もおどる。

もう一つの機会はシッキムの新年である。シッ

キムの新年はロ､ノーング(I｣ossoong)と呼ばれ，

西洋暦の2月ごろである。有名なく《黒い帽子のお

どり”が悪魔と善人の争いを示し，善人が悪魔を

倒しておどりが終る。〈《骸骨のおどり”'《鹿のお

どり,’も興味深い。

リンブー・チュヤブルン(Limbooqlyabrung)

という民族ダンスは，穀物の収獲を祝うものであ

る。開いた掌にロ－，ノクをもっておどるタマン・

ナッチ(TamangNatdl)やマルニ(Maruni)の

おどりも面白い。

レプチャ族のおどりはにぎやかで楽しい。歌を

歌いながらステップを踏み，夕方から朝までおど

ることもある。私たちが訪れた結婚式のときもそ

うであった。

シッキムのおどりは伝統的な美しさとともに，

めく．bくるシーズンを教えてくれるものとしてな

くてはならない風物詩となっている。

この家の主人はレプチャ族でシッキムの国会議

員をしているという。それとなくシッキムの政情

を聞いてみた。

不満もらす少数派

「最近はネパール系人の動きが強く，工作員が

もく、り込み，学生をあおっているようで，何かお

こりそうですb」という。「シッキムは,もともと

レプチャの国なんですよ。伝統的様式を守り，み

んなと仲よく楽しくくらすのがレプチャの流儀な

んです。インドやネパールとはちょっと違うんで

すb」と，酒のせいもあってか少数派といわれるレ

プチャ族の不満をもらしていた。シッキム国民の

25筋ほどのレプチャ族の人たちは,レプチャ族出

身であるナムギャル王をいただきながらも,交易

を通じて経済力にすぐれた親インド的ネパール系

人に押され気味であったのだろう。今回のシッキ

ムのインドへの併合は，中印国境の要ともいえる

シッキムを，どうしても自分のものとしておきた

いインドカネネパール系とレプチャ系の対立をう

まく利用したという見方もできる。

篭
難.蒲

蕊鰺
蕊
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…驫灘

<左〉現シッキム国王

正式の名はチョギャル

・パルデン・トンダッ

プ・ナムギャルという。

1923年5月22日ガント

ックに生れた。

<右〉現シッキム王妃

アメリカ生れで旧姓は

ホープ・クーキという。

（シッキム発行のパンフ
レットより転載）

…諏面鐸鍔
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西シッキムヘ

加常，外国人は3日間，ガントックだけしか滞

在が許可されないのだか，私は山が見たいからと

頼んで特別にもう2日延長してもらい，さらにガ

ントックから西の方への旅行許可も得た。

シッキムはⅡl好きにとってはまさに桃源境であ

る。かつてカンチェンジュンガを一周したヒマラ

ヤニストのフレッシュフィルドが「これ以上高貴

な山は想像することかできない」といったという

シニオルチュをはじめ，未踏の鋭峰の連なるネパ

ールとシッキム国境の山々への接近路として知ら

れているからである。インドかシッキムの外交権

をにぎり，外国蜜山家や旅行者をしめH1してから

30年あまりがすぎている。西部のペマヤンツェの丘

に登れば，これらの山を見ることができるのであ

る。トラックの荷台に乗り，山を越え，谷を渡っ

て移動した西シッキムヘの旅はつらいものであっ

たが，途中の茶屋で一ぱいのお茶を飲みながら村

人たちとの心あたたまる交流，そして山また山と

続く奥深い風景は，シッキムミカンの糖分の多い

味とともに，忘れられない思い出となっている。

昨年6月に新国王の戴冠（たいかん）式をあげ

たブータン，この2月に同じく戴冠式を需大にお

こなって新しい国づくりを始めたネパール。この

2つのヒマラヤの王国にはさまれたシッキムが，

時を経ずして王制に終わりをつげるということは

何と皮肉なことであろうか。

ゴンパ

シッキムには67のゴンパがある。あの小さい国

に67もあるのだから，いたるところにゴンパがあ

るといった感じである。

一恭有名なのがシッキム圃王に直結している西

シッキムのペマヤンッェのゴンパである。

ガントックの近くのナッラの峠へ行く途中にあ

るエンチェン寺’18た"ほどへだたったルムテック

の農村の中にある古いルムテック寺や，新しいキ

ャラワ･カルマパの寺も大きい。

V・H-コエロ（三田幸夫．内山正熊訳）の，

「シッキムとブータン」によると，有名なシッキ

ムのゴンパは次のようなもので茂)る。

シッキムの僧院

所在地シッキム語による語意建設年代

サンガ・チヨリン奥義を伝授する地1697

隠遁・隠れ家ドゥブディ1701

ペミオンチ崇高な蓮1705

タシデイン縁起の良い地1716

ジルノン熱烈な信仰に燃る隠遁者1716

リンチェンポン宝石の丘1730

ララン山羊の遊ぶ所1730

メーリレプチャ人の村1740

ルムテク神は立去りぬ1740

ポドンマナルの雑1740

ツン．タン宝石の女王の牧場1788

カ．コッド・パーリ神々の住み賜う場所

タン．モチェン大平原1788

トウルン山芋の谷間1789

ナム．ツェ天界1836

エンチエイ高く静かな所1840

ペンゾンある蘭の名称1840

カトック兆し1840

ドリン落雷1840

ヤンガン幸せの峰1841

ラブランラマの家1844

ポンポ．スガンボンの丘1850

ルン．ツェ自らを創造した峰1850

セネク峰の上のくぼみ1850

リンゴン僧院の丘1852

リンテムレプチャの村1855

ツア・ンケ草が刈られた場所

ラチェン大きな峠1858

ギャタン荘大なる平原1860

パギャル崇高でいきん出ている事1862

ノブリン西方の地1875

パビュク野生の竹の茂る1875

シンタム預けられた木1884

（朝日新聞昭和50年4月23日夕刊文化欄に発

表したものに補筆したものである。）
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1.マラトラ

シッキムは独立していたか

シッキムはその脈史において，今だかつて独立

国であった事実はない。

インドとは分れた存在であっても，決して独立

した存在ではなかった。そのシッキムの地位は，

ヒマラヤul脈に沿った力の平均したいで，時々う

つり変ってきた。その移り変わりのなかで最近の

インドの保謬国から共和国の準州への変化は，中

国のチベット占仙と，その後の情勢のjif股によっ

て動かされた社会的権力の究祢のものである。

シッキムの地位の変化については，2つの重要

な耶実がある。ひとつは，インドとの迎合はシッ

キム議会の圧倒的多数の承認を得て決定されたと

いうことである。もうひとつは，シッキムとの連

合により，インドはこのうえなく重要な戦略上の

利祐を守ることができるということである。

合併を主張

インド独立初期の頃，大多数のインド人にとっ

て，いうまでもなく外国人も，地図の_卜でシッキ

ムを指し示すことはむずかしかったにちがいない。

たとえ，インド亜大陸束北部のちっぽけな地域

（112帥×65虎〃）に気づいていたとしても

そこがどのような所であるかまでを知っている人

はほとんどいなかった。人々はシッキムを，当時

インド国内に点在していた560余の藩王国のひと

つぐらいに思っていた。

当時のシッキム国王（現在の国王の父）を彼の

思うままにさせておいたなら，手におえない程の

反対を唱える少数の土侯国王を除いて，他の大多

数の旧王のように，シッキムをインドと合併させ

ていただろう。シッキムの人々はといえば，合併

は彼らの望んでいたものであることには何の疑い

もなかった。

シッキムの人々は，彼らの主張を訴えるため，

デリーに幾たびか代表団を派遇し，精力的にイン

ドとの合併を主張しつづけた。そして，それは，

1973年4ノlにガントックでのデモという形であら

われてきた。

筆者は，デリー中央駅からそう速くない，今に

も倒れそうなオールド・デリー・ホテルを，当時

シッキム旧民会議派の輔敬すべき政治家だったタ

シ・ツェリンに会うために訪れたことを思いだし

た。

そのホテルを訪れた砿者は，インド政府が，か

くも無気力で不公平なのかと悲しい思いにかられ

たものだった。

「なぜ，シッキムI_{《腿は他のすべてのインド人

が享受している独立のよろこびと忠恕の享受を否

定されなければならないのだろう｡」タシ・ツェリ

ンはこう研ったのだった。

未来への構想の欠如

インドとシッキム双方にとっての悲劇とは，イ

ンドを独立に導き，ニューデリーの巾央政府を指

導している人々が，ツェリンの「シッキム国民と

インド|到乢をl,1等に扱えという要求に答えるのを

おこたることは，インドにとって将来高価な代償

を支払わなければならなくなるだろう｡」という弊

告的な言葉に耳をかさなかったことである。

もちろん，ジャワハルラール・ネルーと，彼に

シッキムを他の藩王国と幾分異なった扱いにする

ことをすすめた人たちには，それなりの考えがあ

ったことは言うまでもない。

ネルーとシッキム|副壬は，最初にシッキムと英

額インドの間に存ｲ|;していた関係を継続させるた

めの，即ち，インドが英のシッキムに対する宗主

権を受けつぐという内容の，現状維持協定を洲印

した。そのあとに，新しい条約の交渉にはいり，

それは1950ｲ下12月5日に調印された。その1950年

の条約によってシッキムはインドの保護国となっ
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たわけだ。

決して独立していなかった

われわれが，シッキム問題についてのどのよう

な議論をするにしても，まず認識しておかなけれ

ばならないことがある。それは，シッキムはその

朧史において，国際関係においてなんらかの働き

をしたことが全くなかったという基本的な事実で

ある。

僻かに，シッキムはインドとは境界線を隔てて，

別な《《領土'，を持ってはいる。しかし，その《《領

土”も，単にナガ族やミゾ族がそれぞれの住む土

地を持っているのと同じ意味あいにおいてでしか

ない。

分離地域というものは，決して独立国といっし

ょにできないし，すべきでもない。

シッキムの地位は，ネパールやブータンとは決

して|11じものではなかった。シッキムの地位はヒ

マラヤ山脈をめぐる力関係次第で移り変ってきた。

シッキムをめぐる基本的事実は，北京で最近の

シッキムでの情勢の進展に反対し，1968年の､ノビ

エトによるチェコスロバキア侵入にたとえようと

している毛沢東主義者たちにあてはめてもよい。

しかし，他の人々，とりわけ殊勝ぶったたわご

とを並べたて，シッキムは併合されたと声高にさ

けびたてているインドの批評家たちは，その愚か

さを知るべきである。

歴史は語る

シッキムが，今だかつて独立していなかったこ

とを説明するのに，この地域がネパールに支配さ

れていたときや，ブータンとシッキムが浅瀬だっ

た数十億年もの昔までさかのぼる必要はない。

現在に至るまでの脈史を語るのは,1311t紀にア

ッサムからのレプチ.ｬ族の移住打が，シッキムに

たどりついた噸からで十分である。ブーティアと

チベットの一部族がシッキムに住みつくようにな

ったのは，それよりも後のことになる。

いずれにしても，シッキムは1641年にギャルポ

と呼ばれる仏教徒の王に統治される政治的存在と

して認められるまで，歴史にはあらわれてこなか

った。

チベットは，18世紀初期にブータンがシッキム

に侵入するときまで，シッキムをチベットの一属

国として扱いつづけた。シッキムに侵入したブー

タン人の大軍はシッキムの人々の圃士を奪い，町

や村を襲ったばかりでなく，人々を奴隷として連

れ去った。

その後，ネパールがブータン人を駆逐し，シッ

キムの土地を支配するようになった。

もし，インドにおいて英国勢力の拾頭がなかっ

たら，シッキムがネパールとブータンに分割され

ていたかもしれないということは，実際にありえ

たことだったのだ。

歴史的事実として，シッキムを独立国として，

伺逮の一加盟国にしようなどという妄想を抱く人

々は，このことをよく考えてみたほうがよい。

英国の‘援助”

おもしろいことに，ワーテルローの戦いでウェ

リントン将車がナポレオンに打ち勝った年である

1815年は，シッキムとその近隣の諸国にとっても

重大な意味合いを持ったｲliになった。

その年，英田の賑隊がシッキムに，援助をI1的

とし介入し，グルカ族を馴逐したのだった。

その2年後，ネパールとシッキム旧境に関する

条約が締結された。

ネパール勢力を駆逐してくれたことに対する返

礼の恩I味やら，期々強大化していく英勢力への敏

感な認識もあってか，シッキム王宰は1835年に，

ウィリアム・ベンティンクリMI'にダージリン丘陵を

割譲した。

このことを知ったチベットの支配者たちは，大

変怒り，シッキムのギャルポに，神叩な都，ラサ

ヘの立ち入りを8年ものあいだ禁じたのだった。

シッキム王宰と，英田勢ﾉJとのいさかいや，シ

ッキム'｢典'；吏が，蒋名な英｢KI人旅行者を不当に扱っ

たことなどがあいまって，シッキムは英国に，そ

の当時の竹部であったタムランを含めた大WJIな介

入を認めることを余儀無くされた。

そして，ついに1861年の条約により，シッキム
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における英国勢力の優越は完全に承認されること

となった。

1889年，ジャワハルラール・ネルーの誕生した

との年，最初のインド帝国の派遣政治代表である，

ジョン．クロード．ホワイトがガントックに着任

した。彼は効果的に行政を担当し，シッキムの支

配者に統治権を再委託した。このシッキムの英国

支配は，インドの独立する時までつづくことにな

る。

英国の支配におかれた50年以上の間に，2つの

たいへん重要な川来事がおこった。

齢初のものは，シッキムとチベットとの国境線

が，議論の余地もなく，ガントックとラサの合意

ではなしに，中国とインド帝国の両政府の合意の

結果として確定されてしまったことである。これ

は1890年のことだが，どんなに誰弁をろうそうと

も，中国がインドにおける英国の優越を認めた事

実は変え難い。

このことは，1960年4月29日の夜のこと，周恩

来が中印国境をめぐるネルーとの交渉に完全に失

敗したとき，「中国は，インドのシッキムとの特

別な関係を十分理解する｡」と話しあったことで説

明できるかもしれない。

もうひとつの決定的な出来事は，ヒンズー教を

帽仰するネパール人のシッキムヘの大規模な移民

である。この移民は，人口統計学上の不同と人種

上の不均衡状態をまねき，それにより生じた事態

は，この国のむずかしさにより一届の輪をかける

こととなった。

シッキムにいるネパール系住民は，シッキム総

人｢1の多くて4分の3で，約25万人になる。この

数は，ボンベイ市におけるユダヤ人の数，デリー

の労働者，シュードラの数とだいたい1I1じになる。

こうしてみると，シッキムの現在の支配者が属

しているチベット系のレプチャ・ブーテイア族は

少数派なわけだが，いまだにシッキムを支配して

いるのだ。

振り返ってみると，ネルーと彼の軍隊がインド

独立後3年のあいだに，シッキムで犯した誤ちは

実にNEFAからラダックにいたる中印国境の北

東辺境区全休で犯した誤ちの中で最大のものであ

る。

いみじくもフサーヴェパリ・ラダクリシュナン

博士が“瞬信と怠悩”と呼んだ，ネルーの一汕の

政策の輪郭はすでに衆知の通りである。

インド外務省の目というものは，中国がインド

の抗議にもかかわらず1950年にチベットを｢h額し

たあとでさえ，開かれてはいなかった。

皮肉にも，インド国内でシッキムの準州化に反

対し，耳ざわりな叫び声をあげている人々や，チ

ベットをめぐって中国と開戦することを主張する

人々も含めて，ニューデリーは中国のチベット占

領を受け入れざるを得なかった。

しかし，巾印境界問題を解決するのに絶好の機

会は，1954年にチベットをめぐる中印条約カネま

さに持ちあがってきたばかりの境界問題を抜きに

して結ばれたことにより失なわれてしまった。

中国が，インド敵士であるラダックとNEFA

とバラホティを侵酩し，チベットの習慣を鮮視し，

ダライラマの脱出をみたあとでさえ，インド戦略

と防衛についての中国の政策の重要さは理解され

なかった。

もしネルーが，シッキムを他の地方と併合する

よりは，保護国として維持し，中国宗主権のもと

でチベット自治の継統と中国政府の好意を買おう

と思っていたのなら，彼のその幻想はとうの昔に

打ち砕かれていただろう。

しかしながら，ネルーと彼の顧問たちは，当時

のマハラジクマール，現在のチョギャルの国際舞

台に蓋場したいという野望に手をかすことによっ

て，インドの重要な利益を犠牲にし，同時に，彼

に抑圧されているシッキムの多くの人々と敵対す

るような愚かな政策にI帥執した。

失なわれた希望

このような，近視眼的な行動は，中国の脅威の

真の大きさが理解されていなかった時だったから

こそ，認められたのかもしれない。

ミス・ホープ・クーキとの結蛎があったのは，

1963年のことだった。彼女がその後，シツキムを

アジアのスイスとして演出しようとした動きは..．

･･･そのような試みは，以前カシミールにおいて失

敗に帰している欺臓なのだが……その結婚のもつ
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意味合いを証明することとなった｡1973年4月，

シッキムでの事態が抜き差しならなくなったとき

彼女が突如として，ニューヨークへ向けて出発し

たのはまさにそれを表わしている。

1965年に，シッキムのマハラジヤは，王の意味

であるチョギャルを名乗ることを許され，川時に

彼の妻であるアメリカ人はギャルモとなった。

チョギャルとギャルモ，それにチョギャルの魅

力的な姉妹たちは，シッキムの国歌と国旗の制定，

国述への加盟という望みを全面に押しだしてくる

ようになった。

これらの途方もない，危険な要求の数々が，な

ぜ公式に受けいれられなかったのか，ということ

は，ちょっとしたミステリーである。

当時，チョギャルは，ネルーとつかのまのシャ

ストリ首相時代の過渡期の間に，ニューデリーか

ら彼の望んでいるものを符ることかできるも同然

だったのである。

外見から判断すれば，チョギャルを甘やかすよ

うな政策は－それはI11時にシッキム国民にとっ

ては，非常な苦しみとなるわけだが－中国の脅

威に対抗するため，チョギャルの好意を得ておく

ことが必要であるという口実のもと正当化されて

しまった。

しかしながら，ニューデリーにおいて，チョギ

ャルと彼の姉妹たちによって行なわれた数々の交

渉は，結局は明らかにされるであろう。

自由な選挙，しかし……

シッキムの抑圧された人々が立ち上り，まさに

チョギャルに死刑執行前の骸悔のときを与えよう

としていたとき,インド軍が彼の生命と，王の座

を守ったということは，1973年4月，彼自らのイ

ンド軍招請によるものだということは忘れてはな

らない。

チョギャルが，1人1票の原則に基づく選挙の

実施に合意したのはそのときのことである。

この国の，眼大の敵でさえ，その選挙が自由に

公正に行なわれたことは否定しはしなかった。そ

の選挙は，その時点までは，シッキムにおいて行

なわれた唯一の擬装を解いた選挙だったのだ。

チョギャルは，彼の属する少数派民族のために，

その領土において自由選挙を許さなかった。

正当に選挙されたシツキム議会の議員32人中31

人の賛成を得られたシッキムの地位の変更に反対

を唱える評論家というものは，いったいどれほど

の人なのだろう。

シッキム国民に望まれ，インドの議会で可決さ

れた，シッキムの地位の変更に反対してなされた

議論の巾で，最も空虚なものは，シッキムの独立

した存在というものは，ニューデリーの議会に2

人のシッキム選出の下院議員を送り洲し，インド

人官吏がシッキムに割り当てられた開発計画資金

力も実際開発のために使われているかどうかを確

かめることによって，終わりを告げてしまうとい

うものである。

この意見に対しては，ナガランドはインド連邦

の1つの州であるからといって，その個有の実体

というものは消滅しているわけではない，という

ことをあげておこう。

インドの様々な隣国について，スリ・ランカや

ビルマも，シッキムにおいてなされたことに対し

て，批判の声をあげていなかった。

シッキム問題について，インドを批判する声明

を出したネパールの場合は，彼らの初期の行動を

あまりにも償いすぎたとはいえ，特別な場合であ

る。

パキスタンですら，シッキムをアメリカから武

器を求める論拠に利用したにすぎない。

実に，インドとパキスタンは，シッキム問題が

一段落したあとに，旅行と電気通信に関する協定

に調印している。

インドの安全の危機

今まで述べてきた事実は，シッキム問題に関し

て最も孟要な，核心をもたらしてくれた。

シッキムは，インドの安全と生存にとって，最

も重要な存在なのである。

チベットのラサをとりまく核心部とインド平野

を結ぶ最短距離上に位箭し，「|-'国に対する防衛の

実に喉<びの大動脈にあたるわけだ。そのなかで

チュンビ溪谷が，意味ありげに，短剣の形でシリ
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グリののどもとにつき立てられている。

ナツ．ラの見晴らしの良い高みの管理権の掌握

というものは，ベンガルの北部と同様，インド北

東部全体の安全にとって実に，心臓部にもあたい

するものだ。

なるほど，1950年条約のもとに，インドはナツ

・ラはじめシッキムの他の地域に軍隊を駐留させ

る椛利を持ってはいる。だ力､もしこの軍隊が,

シッキム内の民族双方の衝突による内部騒擾とか，

独裁的な支配者による多数への抑圧や，その野望

のため，本来の力を発揮できなくなったら,その

11i隊の駐制権というもののよいところとは’いつ

シプキムの花

たいどのようなものなのだろう。

これらすべての，インドの最高の国益に反対す

る勢力は，ニューデリー中央の好意ある援助のも

とで1973年におこなわれた。チョギャルとシッキ

ムの人々との交渉の結果，結ばれた協定のあとも

その反対の力を弱めようともしないし，大きくさ

えなっている。

正当に選ばれた議員によって，満場一致で採択

された憲法への，サインの拒絶は，非常にくだら

ないことである。

<｢ThelllustratedⅥbeklVoflndia｣1974年

10月13日号 藤井毅訳〉
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はじめに

「平和と幸福の国」という意味の名，シッキム

王国はその名前とはうらはらに中国とインドの国

境戦争の大きな拠点の一つである。1965年9月の

印パ戦争のとき，インド軍が国境線を越えて中国

地内に陣地をつくったということがきっかけで，

かなりの衝突があったし，そのすぐあとの1967年

9月には，シッキムとチベットの国境ナヅ・ラの

峠で激しい砲撃戦をおこない，日本の新聞にも，

1た〃も離れていない距離に中国軍とインド軍がに

らみ合っている写真などが載ったりして，あわや

大戦争に発展するかと思わせたりした。

その後，大きな動きはないが，それは決してシ

ッキム・チベット間の平和状態を物語るものでは

なく，他の地区，インドとバングラディシュやパ

キスタンとの争い，中国の国際的な動きというよ

うなことがあってシッキム°チベット間まで手が

まわらないということであるようだ。

このような状態にあるシッキムヘの入域は前々

からむつかしく，1970年まではほとんど旅行者は

入域が認められていなかった。しかし，その後，

ときどき許可を川すようになり，かと思うとまた

禁止したりという状態が続いている。1974年も4

月頃は禁止になっていたが，9月にはごく少数が

許可になったようで，その後少しずつ入域する人

が出ているようである。

日本人の場合は，日本にあるインド大使館がそ

の窓口であるが，ここを通していてはなかなか許

可が出ないのが濟通のようで，一番1l1い方法はニ

ューデリーの外務省北方A,)(NorthDivision)

に直接申請することのようである。8週間以前に

申請することとなっているが，4～6カ月位はか

かるようである。

私もその方法で1973年12月22日，待望のシッキ

ム入域の許可を入手した。ただし，「1974年1月

中に滞在を終えること，ガントックに3日間のみ」

沖允人

というきびしい条件であった｡その後，シッキム

がインドの準州になったため申請方法は変らない

が，許可を発行するところがニューデリーでなく，

ダージリンの地方事務所のようなDuptyComiss-

ionのシッキム許可局に変った。従ってシッキム

に入る前にダージリンに行かねばならない。シッ

キムが75年4月末にインドの州に正式になってか

らは，入域がかえってむつかしくなったようであ

る。

ルート

シッキムヘ入るには2つのルートがあるo1つ

はカルカッタからインド田内航空(IAC)でバグ

ドグラ空港に飛び，そこからダージリンを経てガ

ントックヘむかうものと，バグドグラからシリグ

リという大きい駅のある街へ出て，そこから1I"

ガントックヘ行くルートである。前者の場合，バ

ク．ドク．ラ空港から一気にガントックヘ行くのは1

日では無理でダージリンで1泊してからというこ

とになる。その場合ダージリンに滞在するのには

シッキム入域許可証とは別のダージリン地区滞在

許可証を入手する必要がある。これは空港の政府

坂の多いダージリンの街
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の出先機関で2週間の滞在期間のものならすぐ発

行してもらえる。また，各国のインド大使館や，

インド国内の公安局(SeCurityControl)(=

ューデリーやカルカッタにある）で発行してもら

える。シリグリの駅にも出先機関があるが係員の

いないことが多い。

ダージリンまでは90た"，車なら3時間30分，汽

車ならのんびりと走るので6時間かかる。山腹を

じぐざぐに登り，あるときはヘァピンカーブ，あ

るときは1回転して登っていくという実に変化の

ある山道である。

ダージリンから少しあとにもどって東へ折れ，

かなりの急勾配の道を下りティスタ川に着く。こ

こにインドのチェック・ポストがある。許可証を

見せ，台帳に記名する。ティスタ川にかかる橋を

渡る。1965年頃あったコンクリートの糯は大洪水

で流され，その少し上流に大きい吊橋が新しく掛

けられている。このあたりから軍隊が沢山見られ

るようになる。

ティスタ川の左岸についた，ところどころ崩れ

た道を車がうなり声をあげながら登って行くとラ

ンプー(RONGPHU)の橋に着く。橋の手前にシ

ッキムの出入域管理事務所があり，ここで入域カ

ードに記入し，入城手続をする。外国に入るのと

同じである。ここから橋を渡ると「シッキムヘよ

うこそ」の大きい看板がでている。やっとシッキ

ムに入ったという気持でいつぱいになるところだ。

シリグリから直接に入るルートとしてはカルカ

ッタからシリグリ駅へ汽車でくるなり，またバク、

ドグラから車でシリグリ駅に来るなりしてそこが

出発点となる。シリグリからティスタ川に沿って

北上すると約3時間でティスタ川の橋に着き，前

記のコースに合流することになる。シッキムの入

域路としてインド政府はこのコースをすすめてい

るようである。

カリンボン

また，途中からカリンポンに行ってみようとい

う人はカリンポン滞在の許可が別に必要である。

これはダージリンの外国人登録事務所(Foreigner

RegistrationOffice)で発行してもらえる。と

にかくどこへ行くのにも「SpecialPermit」が

必要でめんどうなことである。この地区がRestri-

ctedArea(制限地区）また,ProtectedArea

（保護地区）になっているのだから無理もない。

しかし，めんどうな手続をしても行ってみる価値

のあるところばかりである。カリンポンにもダラ

イラマに属するタルパ・チヨリン寺，カンチェン

ジュンガやティスタ川の絶好の展望台であるドウ

ルピン・ダラ，またチベット人のマーケットなど

興味深い。宿泊はヒマラヤン・ホテルやツーリス

ト・バンガロー（3食つきで1,500円位）があり快

適に過せる。

シッキムヘ入る

ランプーの街で警察に出頭して入域報告をし，

ガントックヘむかう。アンナプルナ・ホテルとい

うようなホテル（といっても木賃宿だが･･…）やバ

ザールのあるかなり大きなシンタムの街をすぎ，

ティスタ川の支流ロロ・チュウに沿って北東へす

すむ。やがてﾉllを離れジグザグに蓋りはじめる。

かなり大き<I｣I腹をまわりながら登りつづける。

やがて街の灯が見えはじめる。ガントックであ

る。

ダージリンから約90h"，ランポーから約50左"，

NationalHighwayを走った訳である｡私はバス

でダージリンからカリンポン，そしてガントック

ヘと乗りついだので大変安く行くことができた。

---,,1,-,'･'11,'1',:.I緯j,‘-'

カリンポンのラマ寺
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例えばカリンポン・ガントック間は1人15RPほ

どである。ジープをチャーターすると最近はガ､ノ

リンの値上りが激しいので余計高く，ダージリン

からティスタ川まで80RPもとる。ただ，長距離

バスは早朝に出発する便しかないので前日に席を

予約する必要がある。バスといっても15人くらい

しか乗れないマイクロバスなのですぐ満員になる。

屋根の上か荷物台に乗るつもりなら席がなくても

何とかなる。警察は何ともいわないし，バスの運

ちゃんも気前よく乗せてくれる。ただし，運賃は

座席の場合とほとんど同じで，しかもジグザグの

山道なので命がけである。タクシーやジープもそ

う台数がある訳ではないので早目に予約しておく

必要がある。

シッキムの首都ガントックは丘稜地帯に段々畠

のように広がった街で，人口は約25,000人でシッ

キムのあらゆるものの中心である。商業，政治，

教育，交通などなど何でもガントックが起点にな

っている。そのガントックの中心部はバザールの

あるちょっとした台地であり，そこにホテルも3

軒ほどあり，いろんな店もある。私はそのうちの

一つ，チベット風レストランを兼ねるグリーン・

ホテルに泊った。1ベット5RP(約170円）という

安さである。トイレは共同，バスはなし，シャワ

ーはバケツの水をかぶるものが共同で一つあると

いったところである。他のホテルも大同小異であ

る。日本のドャ街そっくりである。

チベット・レストランでラーメン風のヌードル

や，やきめしのようなプライド・ライスなる何と

かのどを通るものを，何とか水でながし込んで腹

の虫をおさえる。なにしろ朝，カリンポンを出て

から途中ビスケットとみかんを少し食っただけな

のでひどく空腹であった。しかし，とても満腹す

るまで食える味ではない。インド製の匂いのきつ

いビールで何とかごまかし，ベットにもぐり込む。

シラミのいそうなフトンは気になったが，疲れで

すぐに寝込んでしまった。

人種のルツボ

朝はホテルのすぐ前の大通りが5時頃から賑や

かになるので早く目がさめる。窓からまだ暗い外

を見るともう店が開いている。外気は5℃位で街

を行く人の吐く息が白い。見ていると荷物を積ん

ﾅごトラックがかなり到着し，そのトラックからお

ろした荷をポーターが運んでいる。開いている店

はこれらの人の朝食用の食い物やタバコなどを売

っているようである。

もやは少しづつなくなり，朝の明るさがだんだ

んひろがってくるにつれて街はにぎやかになる。

やがて大通りは人でうまってしまう。

シッキム人といってもレプチャ族，チベット族，

またインド人，ネパール人，ブータン人といると

りどりで，それらは民族衣裳など着ていてなかな

か楽しい。ラマ僧もいれば着かざったサリーの女

性も歩いているといった具合である。だんだん山

腹の上のほうまで，もやがあがっていくと，まる

でオトギの国のように次々と王宮や民族が現われ

てくる。緑の木が多く，お寺もカラフルで，くね

くねとした登り坂など実に牧歌的なたたずまいで

ある。

チベット学研究所

ガントックでの一番の見どころはチベット学研

究所である。正式の名をNAMGYALINSTIT-

UTEOFTIRETOLOGYという。シッキムで

一番外交的手腕をもって活躍したといわれる，

ChogyalPaldenThondupNamgyol(1923～）

が1958年に建てたもので，世界のチベット学者が

癖二季 蕊…
丘の上のチベット学研究所

職
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一度は訪れるところである。大きなチベット風の

お寺の1階と2階にギッシリと本が積まれており，

きれいに整理された書庫の間でチベット僧が勉強

している。1人の僧はチベット文字で書かれた詩

を筆写していた。マイクロフィルムにとる装置な

ども完備している。

また，チベット人子女にチベット特有の芸術的

かおり高いじゅうたんや竹細工を指導しているセ

ンターもある。生徒たちが作ったものの即売所も

ある。

その他の観光的興味のあるところでは，王宮や

王宮の近くのラマ寺，鹿のいる公園といった緑の

木々と美しい芝生の中のシッキムの美しさをたた

える数々の名所がある。ゆっくり見物すればたっ

ぷり3日はかかるであろう。そう考えたので早速

滞在期間の延長を申請することにした。

丘の中腹にあるPoliticalofficeをたずねた。

チベット服を着た事務官が応待してくれる。「理

由は何です力も」とていねいに聞かれる。とにかく

シッキムをもう少しよく見たい，とくにここから

のカンチェンジュンガが見たいなどといろいろ話

をして2日間の延長を認めてもらった。旅行者と

しては最大2日間しか認められないとのことであ

った。ついでに旅行してよい範閉を聞いてみたと

ころ「ガントック以北，北東は全然駄目。しかし

西シッキムから南シッキムにかけてはよろしい｡」

という返事だった。2日間の延長も含めてあと3

日間しかないのだからあまり遠くへは行けない。

Dentamもよいとのことであった。

早速ホテルへ帰って車の便などをしらべること

にした。ホテルの息子に聞いてみるとギャルジン

(GYALZING)までバスがあるという。この息

子はシッキムの卓球のチャンピオンであり，また

絵もうまい。絵はデリーの国際少年絵画iコンクー

ルに入賞しているくらいである。夜はいろいろと

シッキムの話を聞く。今，ネパール人の動きが活

発で，デモがあるなどという。1月から3月まで

学校は冬休みとのことであった。

シッキム人の結婚式

町をブラついているときれいに花を家中にかざ

った家があった。のそいてみると庭にテントがは

ってありご馳走が並べてある。聞いてみると結婚

式だという。外から写真をとっていたら「どうぞ

中へ入って下さLも」とさそわれた。遠慮している

と「これはシッキムのしきたりなのです。私たち

はレプチャ族で仏教徒です。日本人も同じ仏教徒

ですから遠慮はいりません。どうぞどうぞb」とし

きりにすすめられた。ついに断わり切れなくて入

って行くと座らされたところが仏間であった。見

ると花嫁・花婿が右側に，その反対側に2人のラ

マ僧がすわり，正面には両家の親戚の人が5～6

人座っている。すごく沢山のおくり物が仏前にそ

なえてある。

ときどきラマ僧は鈴やカネをならしお経を読む。

すべてとの僧の合図で式が運ぶのだそうだ。次か

ら次へと近所の人がきて，おくり物やお祝の金を

おいて行く。そのたびに白いガータという布をも

ってきて花嫁，花婿の首にかける。

花婿さんはペンパ・ダドルさん，花嫁はザグマ

・ツェリンさんというなかなかのシッキム美人で

ある。2人とも25～27才位。平均22才で結婚する

シッキム人にしてはおそいほうである。この家は

国会議員さんの家で相当な金持である。

応接間に移動し，シッキム・ラムやシッキム果

酒をたっぷりといただく。なかなかいける味であ

る。

やがて会食が終了しダンスが始まった。シッキ

ペマヤンツェの町角
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ムダンスで，皆んなが輪になって歌いながらおど

る。ネパールのシェルパダンスそっくりのステッ

プもある。お祝の白い粉をふりかけられて皆んな

はキャーキャーいってさわいでいる。小さい子供

もおどっている。朝の3時頃まで続くそうである。

私も2人の前途を祝ってささやかなおくり物を

し，夜ふけて,もうまっ暗のガントックの街をふら

ふらとホテルへ帰って行った。

ギャルジンヘ

8時にパスが出るという。シッキム国営バスの

事務所へ行く。今日は直通はでないという。ジョ

ルダン(Jyorthan)でのりかえることになる。

9人乗りのマイクロバスである。一度シンタム

(Singtam)まで下り,そこからティスタ川を渡っ

て右岸に移る。すごい山道である。タルク(Tarku)

からさらにジグザグに登り,1,000mほど登るとダ

ムタン(Damthang)である。タ．ムタンからギャ

ルジンへの道はまだ完成していなく，ここからま

たグレイト・ランギット川まで大下りである。

ナムチ(Namchi)の街で警察に届け出をすませ，

どんどん下ってナヤバザール(Nayabazar)近く

ジョルタンヘ着いたのは15時をまわっていた。茶

店もあり，かなりの町である。

ここでさらに小さいバスを掴まえランギット川

右岸の道をさかのぼって行く。はるか下に川が見

え，転落したらひとたまりもない。しかし，幸に

夕ぐれがせまってきて川はだんだん見えなくなり，

ついには真暗となってしまった。こうなれば運ち

ゃんまかせでゆられて行くより仕方がない。途中

はほとんど村はない。山間部へ入って行くようだ。

ちょっとした茶応のあるリクシップ(Likship)

で一休みしてから，またまたすごい登りになり，

大きくジグザグを切りながら1時間も登るとギャ

ルジンの街があった。街といっても30軒ほどの集

まりである、

ギャルジン周辺

ととにはもちろんホテルはない。茶店のオヤジ

に交渉して3つベットらしい台のある物置を3RP

（約100円）で貸りることにした。一応ベットが

ある。しかし，いかにもシラミなどがいそうであ

る。店の人は親切で何かと世話をやいてくれる。

写真をとってやると大喜びである。子供が可愛い。

ギャルジンからもう少し奥へ行くとペマヤンツ

ェというところがあってラマ寺があるという。シ

ッキムで一番古いお寺だという。約8た"ほどあり，

しかも登りである。滞在期間のことを考えると車

でないと行ってこられそうにない。バスは13時に

出るという。

四方八方さがしまわってやっと道路の舗装用の

コールタールを運んでお寺の方へ行くトラックが

あったのでそれに乗せてもらうことにした。ギャ

ルジンからすぐ上部には軍の宿舎が点々とあって

緊張させられた。

ベマャンッェのゴンパ

ペマヤンッェのお寺はガントックのお寺より立

派であった。最上階の3階には5mもある五重塔

が部屋の中にあり，極彩色にぬられている。地獄

極楽を表わす人形や仏や動物が実に細かく作って

ある。室内の壁画もすばらしい。しかし，残念な

ことに兵隊がついてまわって写真をとらせないよ

うにする。お寺の庭に兵隊が5～6人テントを張

って泊っているのだからしかたがない。外側から

も内側も撮影禁止ということであった。

ギャルジンからの道はさらに20た"ほどラトン川

へむかってのび近い将来はカンチェンジュンガの

山麓までのびるという。また，デンタムヘ通じる

道もあり，こちらは車が通れる。

トラックに乗って

12時前にギャルジンへ帰ったが驚いたことには

今日のバスは出発しないという。訳を聞くと簡単

で，11時までに上り便が'三つてこないからだとい

う。あきれた話だ。もっとも電話1本ある訳では

ないから仕方がない。便乗できるトラックを捜す

ことにした。運よく，ジョルタンヘ下る米を積ん

だトラックがすぐに出るという。あわてて荷物を

まとめて荷台にとび乗る。運転席にはすでに3人
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も乗り込んでいた。

なにしろ，米が満載してあるその上に廃ってい

るのだから不安定この上ない。ひどくゆれる。し

かも道におおいかぶさっている木の葉でときどき

パシッとやられる。必死でひもにつかまっていく。

これで3時間の旅はまことにつらい。

しばらくゆられていくうちに要領がわかりさほ

ど不安定ではなくなった。ゆれるのに抵抗しなけれ

ば余分な力もいらない訳である。荷物になったつ

もりでいればいいのだ。みかんを食ったりしなが

らシッキムの空や林をながめる。実に美しい空と

みどりの多い林だ。その林の中腹のおどろくべき

高いところに道が走っており家がたっている。

下って行くにつれて，乗せてくれという人がふ

えてくる。定員はもちろんオーバーだが，荷台の

はしにつかまって乗るのだからオドロキである。

温泉が川原にわいているところがあり，そこでさ

らに数人が乗り込んで来た。一番おどろいたのは

運転席に乗っている小ブトリの悪人風の男はポリ

スだという。ジョルダンまで仕事に行くという。

ポリスが乗っていてこの有様だから仕方がない。

もっともそのポリスが一番悪人のような顔をして

いた。

Reshiの村で5分休んだ｡荷台から見ていると

運転手がおりて行ってシッキム・ラムをストレー

トのダブルでグイと飲んでいた。いったいどうな

っているんだろうか。気のせいか，それからはス

ピードを鋼したようだった。ともかく何とかジヨ

ルタンヘ着いた。トラック代は9RPだった。バス

と同じ位だ。

インドへ帰るにはティスタのチェックポストを

通らなければいけない。それには，メリ行

のバスを掴まえることだ。方々で聞いてやっとの

こと満員のバスに乗り込む。グレート・ランギッ

|､川を下って行く。道幅は広いがひどく悪い道で，

石がゴロゴロし，土砂崩れか激しい。モンスーン

のときは多分通れないだろう。運転手も石にハン

ドルをとられるので必死で頑張っている。なかな

か苦み走ったいい顔をしていた。

このあたりは舗装してないので，すごい砂ぼこ

りである。すぐそばにグレート・ランギット川の

濁った水が流れている。

再びダージリンヘ

川に沿ってジグザグに走る。わずか20た"くらい

なのに2時間もかかってメリの手前の橋のところ

に着く。この橋のむこうがインドであり，そこで

入域手続をすませなければならないという◎その

前にシッキム出国のスタンプをもらわなければな

らない。ひょっとするともう一度ランプーまで行

かねばならないのではないだろうか…...と不安に

なる。そんなことをしていたら滞在期間が切れて

しまう。何とか今日中にティスタ川を渡ってしま

いたい。

バスの車掌にたのんでさがしてもらう。メリの

街の外れにシッキムの出国事務所があった。農家

の1階をかりていた。一応カンバンは小さいのが

あったが，とても外国人にはわからない．

係員はいたが，何しろ外国人がこのオフィスへ

きたのは初めてだという○台帳がないのだ。私も

手伝って新しい台帳に線をひいてもらい，外国人

第1号の記帳をすませた。

さて，もう一つの不安がある。インドのチェッ

クポストでここでの出国，入国は駄目だといった

ら，シッキムとインドの中間で立往生ということ

になってしまう。まあ,どうにかなるさ’とたかを

くくってグレイトランギット川へかかったつり橋

を渡る。橋を渡ったところはインドである。早速

チェックポストをたずねる。茶店の2階に先程の

シッキムよりは少しましなのがあった｡正式の入

城手続はティスタのチェックポストでやってくれ

という。今夜中に行ってくれないと困るという○

でもバスもタクシーもないじゃないかというとト

ラックに便乗しろという。

シッキムのバス運転手がついてきてくれていた

ので「ここでトラックが掴まるか」と聞くと何と

かしてやるという。とにかく腹が空いたのでお茶

とブリというセンベイのあげたようなものを食う｡

しばらくするとトラックが店の前にとまった。

すぐに掛合ったところ乗せてやるというO有難い。

5RPでいいという。お金はいくらでも払う気持だ。

真暗な中を30分も走るとティスタの橋に着き，

ティスタ川を渡るとチェックポストがあった。こ

こは24時間あいている。早速手続をすませる。

－94－



「お前のダージリン滞在期間の期限が明日だから

それまでにダージリンを出て<m｡」という。そう

いわれればそうだ。1週間のダージリン滞在許可

だから明日がその最終日だ。だからシッキムやカ

リンポンに行く場合，ダージリン地区の滞在期間

内に行ってこないといけないしくみになっている。

まあ，今日中にダージリンに着けば明日中には

シリグリかバグドグラヘ出られるのは確実だ。

折よく1台駐車していたジープと交渉が成立し

80RPでダージリンヘむかって出発した。3時間

近く走り10時近くになってやっとダージリンの灯

が見えた。なつかしい想いがした。

宿〃Iしたホテルは湯が5分ほど出てすぐとまっ

てしまったがそれでも満足してく’っすり寝た。6

時頃寒くて目が覚めて外に出てみたらカンチェン

ジュンガが見えた。いつかあの山へ接近してみた

いものだと思いながらガスが上ってきて見えなく

なるまで見ていた。シッキムの旅の幕切れであっ

た。

第1日目（1月8日）

カルカッタ→ヒコーキ→バグドグラ→ﾜブﾝ→

ダージリン泊

第2日目（1月9日）

ダージリン見物

第3日目（1月10日）

ダージリン→バス→カリンポン泊

第4日目（1月11日）

カリンポン市内見学後→バス→ガントック泊

第5日目（1月12日）

ガントック見物

第6日目（1月13日）

ガントック→バス→ギャルジン泊

第7日目（1月14日）

ギャルジン→トラック→メリ→トラック→ティ

スタ→タクシー→ダージリン泊

第8日目（1月15日）

ダージリン→バス→シリグリ着→アッサムへ

蕊驚議熱f、蕊錘:,。…､~穏頚▽？

’

Ｌ
ｋ
・
響
醒
一
一
《

ず
心
舟
鶴
壌

蝋

ダージリンからのカンチェンジュンガ山群遠望（佐々木撮影）
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43．ダージリン行SLToytrain42．シリグリ駅前Siliguri
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45－回転する鉄道Loop44ダージリンの街Darjeeling

淘
綴
職 巌

蕊蕊溌
露海灘輯

…

､鋲

燕
難
樫
Ｉ

海b

譲聴

器
虫勝

~‘癖識篭認驚，

燕
4'『

掛藩罰

46ヒマラヤ登山学校HimalayanMountaineeringlnstitute47.HMIのグレワル校長と沖OkiandHMIPrinciple,M｢Grewal
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49ガントツクにあるシッキム王宮の－部SikkimPalace
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50.ガントックの街（右下がバザール)Gangtok

51手工業研究所PaldenThondupCottagelndustriesInstitute
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52．バザールとジープのタクシーGangtokBazar

54地方路線のバスLocaIBus

56インド系の少女AIndian-Sikkimese

53鹿の公園DeerPark

55入り組んだ近道AshortcutinGangtok

57．アッサム系の少女AAssamese-Sikkimese



’シッキム人の結婚式~
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58．結婚式のパーティMarriageparty

ミ
式 シッキム・ラムSikkimRam

しょうぶの葉で粟をくるみ，ラムを入れ，その
上からお湯をそそいで飲む。

61

＊

盤

全
我

蹄

堅吐

…

59花嫁・花婿Abrideandabridegroom
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62．バーテイのごちそうDinnerparty60．結婚式のお客さんGuestsofWedding



64灯明とマニ車Alighto什eredandManiwheel

63チベット学研究所NamgyallnstituteofTibetology65写教するラマ僧CopyingtheBuddhistscriptures

66．チベット学研究所図書の－部（奥はマイクロ・コピー室)Tibetanliteratures
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68．カリンボンの街WholeviewofKalimpong
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67グラハムの学校Dr.Graham'sSchool
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69人種のルツボ（バザールにて)KalimpongBazar

霜溌一，

聯鐵：、鴬:ff:･":,;:"

鼬

鑑竪､灘＃ :轆薙.;〈

71．ラマ寺ZangDogPalriFo-BangMonastery70古い教会Oldchurch
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72NEFAの山とブラマプトラ川（舟の人は魚をとっている)BrahmaputraRiverandNEFA'sMountains

73果しなく広がるブラマプトラ川（サデイヤ近くで)TheboundlessBrahmaputraRiver
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カ
ル
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ッ
タ
を
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れ
る
と
、
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
に
は
ガ
ウ
ハ
テ

ィ
の
近
く
に
一
つ
だ
け
橋
が
か
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
橋
に
も
、
噂
に
よ
る
と
爆
薬
が
仕
掛
け
て
あ
り
、
何
か
の
場

合
は
一
瞬
に
吹
き
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

橋
が
な
い
の
は
国
防
上
・
財
政
上
の
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
あ

ま
り
に
も
川
幅
が
広
い
こ
と
や
、
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
水
量
が
莫

大
な
た
め
な
ど
で
あ
る
。
八
月
頃
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
最
中
は
、

ア
ッ
サ
ム
は
〃
海
〃
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
東
部
か
ら
、
も
の
す
ご
い
水
を
イ
ン
ド
平
原
に
運
ん

で
く
る
か
ら
で
あ
る
。

乾
期
に
な
る
と
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
も
お
だ
や
か
に
な
り
、
う
ね

う
ね
と
流
れ
る
何
本
も
の
流
れ
を
縫
う
よ
う
に
し
て
フ
ェ
リ
ー

ボ
ー
ト
が
運
航
し
て
い
る
。
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74渡し場Aferryterminal

舟は1日1便出るが時間ははっきり

しないただ待つより仕方がない

ゆ

75．これぞインドのフェリーボート

Thisisarealferryboat!

人も自転車もタクシーも乗る
物売りもいる

76アッサム人の一家Assamesefamily

親子でダル・スープ（豆の汁),ジャガ
イモ，カレーを食べていた。
この一家もブラマプトラ川を渡るフェ

リーボートで対岸のサディヤの村へ帰

っていった。インド人ではあるが，ア

ッサムの人たちはどことなく日本人に

似ている。

このあたりには第二次大戦中にビルマ

方面で日本軍と戦ったり，日本軍を助
けたりした人もいる。ブラマプトラ川

はあの頃と少しも変わらぬ流れであろ

うが，住む人たちは少しづつ文明の毒
でおかされているようである。
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77．アッサムの民家Assamesehouse 78象に乗って野性動物園へElephanttour

蟻

、、畠_壇

79 角さいの親子RhinosatKaziranga 80果物Tropicalfruits

皇

81．ブラマプトラ川の魚FishesinBrahmaputraR 82竹細工Bambooware



83ディブルガール中心部Dibrugarhtown

84．シーロンの丘からアツムの大平原を見る

（ブータンやNEFAの山々も遠くにかす

んで見えている)TopoftheSillonghill
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ッ
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ム
の
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で
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行
場
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る
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な
街
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ブ
ル
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ー
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あ
る
。
飛
行
場
の
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は
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ン
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と
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、
こ
の
街
は
い
ろ
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な
意

味
で
ア
ッ
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ム
の
東
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ど
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ド
東
北
部
の
重
要
な
ポ
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ン
ト
と
な
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。

行
政
や
文
化
の
中
心
地
と
い
う
意
味
で
は
シ
ー

ロ
ン
が
第
一
で
あ
ろ
う
が
、
ア
ッ
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ム
の
街
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し
い
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る
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と
気
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る
さ
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も
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い
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
デ
ィ
ブ
ル
ガ
ー
ル

で
あ
ろ
う
。
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85．シーロンのホテル

PineWoodHotelinSillong

市内の小高い丘の上にあるこのホテルは

イギリス時代の名残りのある感じのいい

ホテルである（左永田，右藤井）
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86チョルテン（サンダクプー近くにて） 87ポーター，菊地佐々木

88ファルート近くよりのカンチェンジュンガ山群（左ジヤヌー，中央カンチ，右シニオルチュー）
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蕊シッキム・アッサムの旅
鯵鯵鯵勿勿謬勿診鯵謬鯵勿鯵劣劣鯵勿謬鯵劣勿鯵劣鯵勿鯵劣勿勿〃〃""罐"鯵"劣鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵謬診涕鯵

藤井毅

はじめに

1973年の蟇から1974年の1月末にかけて，ごく短い期間でしたが，シッキムとインドのアッサム方面

を旅することができました。なにしろ，限られた日数の内にかなりの獅離を移動しなければならない旅

でしたので，ひとところに2日も滞在すればいい方でした。毎日，車で移動していたといった感じです。

そのため，目にとまった限られた現象の中からごく表面的にシッキムやアッサムを語ることしかでき

ませんが，今まで他の人の手を経て，言いかえてみれば，一度他の人によって選択された情報でしか知

ることのできなかった，シッキム，アッサムに自分で触れることができたのは大きな収穫だと思ってい

ます。

短い旅の経験から一つだけ言えることは，ともかく実際出かけて行ってその土地の空気を吸わなけれ

ばだめだ，ということです。いくら多くの本を読んだとしても，結局それは頭の中の想像の産物にしか

ならないということです。私自身の反省の意味も込めて，そう思います。

<表l>行動の概昨

経 路鋤移年月日|曜日｜天気

金
月
火

８
１
１
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

２
↓
１
↓
１

１

３
４
７
７

大阪～デリー～カトマンス

}淵雪巽猟…，｡"｡"…行儀"儲……＊
カトマンズ～カルカッタ

ｶﾙｶｯﾀ市内滞在。ｱｯｻﾑ・パｰﾐｯﾄ取得など｡

ｶﾙｶｯﾀｰパグドグﾗｰタｰジﾘﾝ

午前中ダージリン市内～午後カリンポンヘ

午前中カリンポン市内～午後シッキムのガントックヘ、シ

終日ガントック市内滞在ツ

ガントックージョルタンーギ.ヤジン（西シッキムヘ移動）キ

ギャジンーペマヤンツェーギヤジンージョルタンーメリーティスターダージリン/ﾑ

午前中ダージリン～午後シリグリ

シリグリーゴウハティーシロン

シ ロン市内滞在、

シロンーカジランガ
ア

カジランガージョルハット
ツ

ジョルハットーディブルガール
サ

ディブルガールーサイコワガットーサディヤーディブルガール
ム

ディブルガールーティンスキアーマルケリータ方面～ディブルガール

ディブルガールーチャブアーカルカッタ／

カルカッタ市内滞在

|カルカッタ～大阪・帰国

土
日
月
火
水
木
金
土
日
〃
火
水
木
余
土
日
月
火
水
木

●
◎
○
○
○

○
○
○
。
◎
唖
唾
◎
唾
唾
◎
○
○
唾
○
○
．
○
○

。
●
。
●
●
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旅のアウトライン

表Iなど合わせて見ていただければわかると思

うが，ほんとうに駆け足の旅だった。また運悪く

日本出発の前からIAC(IndianAirlines)が

ロックアウトされてしまっていてインド国内便I

ACの飛行機が全く飛んでいない状態だった。

との事態が予定を狂わすのに大きく影料したの

は言うまでもない。そのため，カトマンズにはい

ったのはよかったけれど，今度はそこから出られ

なくなってしまって往生した。幸い，このロック

アウトもアッサムにまわる頃には，部分的に解除

されていたので，後半は割と順調に予定を消化す

ることができた。しかし，最初の予定からいくと，

かなり慌しいものになってしまった。

カルカッタで準備を鑿え，飛行機でバグドグラ

ヘと飛び，ダージリン，カリンポンを訪ね，その

あと，シッキムのガントック，ギャジンをまわり

鉄道，車を乗り次ぎシロン，カジランガ，ジョル

ハット，ディブルガールとアッサムを訪れた。

最初，シッキムを訪れることができるかどうか

危ぶまれていたのだが，幸いデリーで許可証を取

得することができた。ガントックには何人もの旅

行者がいて，－主に欧米からの人だが－これ

が今まで入国至難といわれたシッキムかと，少々

驚いた。また，まったく予想外に西シッキムのギ

ヤジンという町を訪れることを許されて，タ、一ジ

リンを基点として、ガントック，ギャジンと，ち

上うどシッキムの南部をひとまわりすることがで

きた。

アッサムに関しては，できるだけ東に行こうじ

ゃないか，少なくとも私はそう思っていた。

これも，帰りの飛行機しだいで，せいぜいジョ

ルハットぐらいまでかなと思われたのだが，運良

く，ディブルガールよりの飛行機の席を碓保でき

たので，サディヤまで訪れることができた。でき

るだけ東に行くという目的は，これに限れば一応

果されたようだ。サディヤ周辺からは，チベット，

ビルマ国境ぞいの雪をいだいた山々が実によくの

ぞまれた。

しかし，何しろ連日，車で,100キロ，200キロと

移動ばかりしていたので，一カ所に落ち着いてじ

つくりと味わうということができなかったのは残

念だった。車で幹線道路を走るだけで，周辺の土

地を訪れることさえできなかったのだから．．…｡。

総じて，アッサムという所はその周辺の土地と

あわせて，非常に興味深い地域のように感じられ

た。今はシッキムよりもアッサムを含むインドの

北東部によりひかれるものを感じる。

インド北東部事情

NEFAからアルナチヤル・プラディシユヘ。

今まで,NEFA(NorthEastFrontierAgency)

と呼ばれていた地域（図参照）の公式名称が変り，

アルナチャル・プラデッシュ(ArunachalPradesh)

となった｡1972年の夏頃からそうなったらしい。

このArunachalというのは｢太陽の昇る土地」

を意味するそうである。

NEFA時代には，シロンにそのヘッドオフィス

がおかれていたようだが，それは変らないようだ。

また，依然として中央政府の直轆地域とのことだ。

名前がNEFAからアルナチャル・プラデッシュ

に変って，実際，その行政形態がどこまで，どの

ように変ったか，中国との関係はどうなったか，

残念ながら，そこまでは情報を集められなかった。

ただ，アルナチャル・プラデッシュについて書

かれた本などの資料を手に入れることができたし

IduMishmi(イドウ・ミシュミ族）の人と，ほ

んとうに片言ながら話すことができたので，後ほ

どシそれらについてまとめてふれてみたい。

なお，バーゾロミューのワールド・トラベル・

マップの「INDIANSURCONTINENT」

（1973年版）には，すでにArunachalPradesh

の名称が用いられている。

以下，この記録では,NEFAという呼称を用い

ずに，アルナチャル・プラデッシュとすることに

する。

インドのツーリスト・マップというものをみて

みると，シッキム，アッサムにそれぞれ

《(ProtectedArea'',<(RestrictedArea''

と書き込まれているのに気が付く。

実際，入域の際，発行してもらった許可証を見

ると，シッキムが「UnderParagra,ph30fthe
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Foreigners(ProtectedAreas)Order,1958」

アッサム，ダージリンのが「UnderParagraphs

3&40ftheForeignPrs(RestrictedAreas)

Order,1963」となっている。

《<RestrictedArea''が「制限区域」，《《Prot-

ected''が「保護区域」とでも訳されるのだろう

が，ちなみにその地図でRestrictedAreaとし

て指定されているのを列挙してみるとアッサム，

トリプラ，西ベンガル州北部，アンダマン・ニコ

バル諸島，ウッタル。プラデッシュの一部といっ

たぐあいである。

一方,ProtectedAreaとしては，シッキム，

ブータン，メガラヤ，ナガランド，マニプール，

UPの一部，ヒマチャル・プラデッシュの国境ぞ

いがそれぞれ指定されている。

この両者の指定はいったいどのような内容を持

ち，どのように違い，私たちが行こうとする際ど

のような手続きをすればよいのか，はっきりとは

わからない。ただ,RestrictedAreaよりは，

ProtectedAreaと指定された方が確実に行きに

くいようだ。行ってみたい所はみんな<<Protected

Area''となっているみたいだが……。

ただ,ResirictedとかProtectedといったも

のがついているからといって，決して「秘境」だ

とか「未開」だということにはならないと思う。

各種許可証の取得方法と関連事情

今回訪れたタゞ－ジリンにしるカリンポン，シッ

キム，アッサムなど，すべて許可証なしには入れ

ない地域ばかりである。

チェックポストがあったり，軍隊が駐留してい

たりして，いやがうえにも‘《国境”というものを

感じさせる。

カメラの扱いなど，充分気をつけたいと思う。

自分ではそんなつもりがなくてやった事が，意外

な問題へと発展することがある。

所詮，通りすぎて行くものでしかないわれわれ

旅行者が，現地で政治，宗教の問題などを軽々し

く口にすべきではないが，これから自分の訪れよ

うとする地域が，いったい今，どんな政治情勢下

にあり，どのような問題をかかえているかという

ととく．らいは，事前に調べて頭の中に入れておく

べきだと思う。

たとえば，シッキムからアッサムにかけては中

印国境粉争の問題等。

たとえ，シッキムやアルナチャル・プラディシ

ュの山を登ることが究極的な目的だとしても，ト

ラブルをおこさないためにも，この地区の人間に

より近くせまるためにも。

アッサム入域許可証

東京のインド大使館を通じても取得できる。大

使館では，日数を1週間に限り入域許可証を発行

できるそうで，延長はカルカッタのアッサムハウ

ス，またはシロンのアッサム州政府の扣当機関で

できるようだ。ただ，これはあくまでも建て前で

あって，なかなかこの通りにはうまくいかないそ

うである。インドに着いてから，申請した方が手

つとりばやいのではないかと思う。

私たちの場合，日本でも申請する一方，インド

に着いてから，カルカッタにあるアッサム州の出

先機関である「アッサム・ハウス」8.Russel

street,16,Calcutta,INDIAで実際の許可

証を取得した。特に，その日のうちに発行してく

れた。

このアッサム・ハウスというのは，アッサム州

の観光案内所を兼ねていて，いろいろな資料をく

れるのでもらっておくといいと思う。同じ構内に

はアッサム州の産物を売っている店もある。

‘盤溌噌蕊一

ダージリ

永田（左），
ン登ⅡI学校の入口で
藤井（中），沖（右）

雷J--L-q寺

4￥:I』I翻浮
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「一応，アッサム州の場合，旅行者に開放され

ているのは，シロン，カジランガ，マナスの3箇

所のみで合計21日間以内の滞在が許されている。

しかし，事情は流動的である。これらの地域に行

くためにジョルハットの空港に下りることもでき

るが，ここの滞在はトランジットとしてのみで1，

2日間しか許されない。上記の3つの地域へ行く

のも許可証が必要だが，それはアッサム・ハウス

で1，2日で作製できる。その他の地域へ行くの

には，インド政府の許可が必要。」

以上が，平均的なアッサム入域事情だが，東に

行けてもせいぜいカジランガのみというかなりき

びしいものだ。それに，最近インドからとどいた

手紙によると，アッサム奥地は近々入城禁止にな

るそうである。

何しろ，いったいどのような手続きで，どこま

ではいることができるかというのは，アッサムに

限らず入城制限区域では常に変っているので，は

っきり，こうだとは言い切れないが，以上のよう

なものを平均的なものと見ていただければいいと

思う。

私たちの場合，ディブルガールまで行けたとい

うのは，本当に幸運だったと思う。

ただ，アッサムはそんなこととは関係なく，ブ

ラマプトラ河をはじめとして，果てしなく，大き

く開けていた。

シッキム入国について

シッキムヘの入国許可の取得に関しては，沖が

すべてをアレンジしたので，その間のくわしい事

情がわからないので，私の知り得た範開で書くこ

とにする。

申請先は，デリーにあるMinistryofExternal

Affairs(NorthernDivision)で，許可証も同

じくここで発行してくれる。申請は正式にはイン

ド大使館を通して行なう。

私たちの得た許可証は，ガントックのみ3日間

の滞在を許可する，というものだった。

しかし，たった3日間じゃ何も見れないし，ど

こにも行けないと思い，あるいは，という気持ち

で，ガントックのOfficeofthePolitical

OffiCerinSIKKIMという所を訪れてみた。

「2日間程延長してほしい」と申し出ると，まっ

たく簡単に，許可証の裏面にタイプを打って延長

を認めてくれた。おまけに，ギャジンを訪れても

いいと言われるし，まったく予想外のことだった，

なお，シッキムに入ると最初の町がRomgphuと

いう所だが，ここでは警察所に出向いて,Arrival

Checkをうけて，許可証の裏面と，パスポートの

ビザ欄にスタンプをもらう。

シッキムからインドへ出る時も同様に，チェッ

クポストに出向いて,OutCheckを受けスタン

プをもらう。

シッキムは73年の4月に，ガントックで民主化

要求のデモがあったとかでインド軍が介入してか

ら政情不安が伝えられて，一時外国人には閉され

ていた。それが，私たちが訪れる頃，再びオープ

ンされたらしい。最近，東京のある旅行代理店か

らもらってきたパッケージ・ツアーのパンフレッ

トにはガントックを訪れるのを日稗に組み込んだ

ものもあった。

シッキムは－ブータンだって，1廿界巾どこで

もそうだろうが－秘境だとか，閉された国だと

か，そう思い込まない方がいいと思う。もちろん

事情はその時に変化するだろうが･･･．.…・0

ダージリンの許可証のとり方

私たちの場合，カルカッタからバグドグラヘ飛

行機で飛んで，バグドグラ牢港の建物の中にある，

SubDiviSionalOffiCeの出張所みたいな所

(BagdograCheckPost)で許可証を発行し

てもらった。

その場で申請証，パスポートを提出するとすぐ

作ってくれる。何やらいろいろ台帳みたいのに書

き込んだり，ハンコを押したりで20分程かかった

が，そんなにめんどうなものではない。

カルカッタやデリーの公安局や在日インド大使

館でも，この許可証は取得できるそうだか，バグ

ドグラで直接取得した方がいいみたいだった。

ただ，事情が変っていることもありうるので，

事前にインド観光局あたりで確認された方がいい

と思う。
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，東jと評桐念図ｲソド

なお，ダージリンのホテルに宿泊する際，許可

証の提示を求められることがある。
テイスタ・チェック・ボスト

ダージリンからカリンポンを訪れるとき，ティ

スタ川の橋の所にあるチェック・ポストを油るが

ここで通過とともに入城のチェックをうける。許

可証の裏にチェック済のサインをくれる。と同時

に台帷に記入される。カリンポンから帰るときも

同じようにチェックをうける。

また，シッキムのガントックを訪れるにしろ，

このティスタのチェック・ポストというのは要み

たいな存在で，必ずここを通らなければならない。

入るにしる出るにしろ，ここでバスや車を降りて

オフィスに出向いた方かいいと思う。

カリンポンの入域許可について

はっきり言って，カリンポンのみを訪れるとい

うのは，旅行者にとってあまりにも単調でおもし

ろくないと思う。少なくとも，ダージリンと合わ

せて訪れることになると思う。

私たちの場合，まずダージリンの許可証を取得

して，ダージリンを訪れてから，ダージリンの町

の中にある外国人蛮録事務所みたいなところで，

《《PermittedtovisitKalimpOng''と上書

きをしてもらった。ただそれだけで，別の許可証

を発行してもらうというような覗はなかった。
外国人登録について

何でもないようで，意外と複雑な感じのするの
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がこのシステムだと思う。日本にいる外国人も，

実際これと似たような，あるいはもっとめんどう

な目にあっているのだろうが……。

ホテルに宿泊した際は，ホテルのフロントが代

行してくれるそうだが，ホテル以外の個人の家，

あるいはテントをはって泊ったりした場合は，自

分から警察等に出向いた方がよいようだ。

私たちも，アッサムで少々手間どったのだが，

車で移動ばかりしていると，特にわけがわからな

くなっている。

ある日突然，「お前の許可証には，登録済のハ

ンコがない」などと言われるとびっくりしてしま

う。実際，それで登録に行ってみると，きたない

色の変った紙に，パスポートの詳細と，許可証の

記載事項を写して，ハンコをポンと押しておしま

いといったぐあいだ。

このシステムは，正式にどうなっているのか，

どのような注意をして，どうすればよいのか，は

っきりしたことを大使館にでも聞いてみようかと

思っている。

とにかく，アッサムなどの許可証を必要とする

地域にはいって，ホテル以外の所に泊ったら，人

にたずねたりして，ぬかりのないようにしたいと

思う。

<表I>利用した交通機関

移動

方法
年月日 移動地点名 距離 費用(RP)種 別 所要時間

約93〃〃車

〃50〃

〃80〃

〃

〃

〃

35？〃

25？〃

5〃

〃35〃

〃80〃

〃450鉄道

〃100車

〃330〃

90〃

150〃

バク､ドグラ空港～タ．－ジリン

ダージリンーカリンポン

カリンポンーガントック

ガントックージョルタン

ジョルタンーギャジン

ギャジンーペマヤンツェーギ.ヤジン

ギャジンージョルタン

ジョルタンーメリ

メリーティスタ

ティスターダージリン

ダージリンーシリグリ駅

シリク､リ駅～ゴウハティ駅

ゴウハティーシロン

シロンーカジランガ

カジランガージョルハット

ジョルハットーディブルガール

ディブルガールーサイコウガッ・ト

サイコウガットーディブルガール

サイコウガットーサディヤ

サディヤーサイコワガット

ディブルガール周辺

ディブルガールーチャイブ

定期バス

定期バス

定期バス

〃

･小型

・ジープ

・中型

約3．時間

3

５２
９
８
５
８

８
１
９
６
８
０
９
２
５
０
６
５
９
０
０
５

１
１

１

１

８
５
１
５
２
２

３
１
１

人
台
人
台
人
台

１
″
″
″
″
１
１
″
１
″
１
″
″
１
″
〃

８
９
０
２
１
１

１４７

4

６
３〃

13 トラック便乗

〃

定期バス・中型

トラック便乗

ジープチャーター

定期バス・中型

一等・寝・急行

州営バス・一等

ツーリスト・タクシ

ーチャーター

タクシーチャーター

〃

2

Ｊ１

５
５

２
。
．
．
．
．
５
．
５
．
４
２

３
２
０
２
３
４
３
８
２
３
２
２
０
０

１

４
５
１
１

17

８
９
０

１
１
２

|〃120〃901〃 〃

船 定期フェリーボート 1人0．45

21 車

〃30〃

０
５

４１台
人
１
１

タクシーチャーター

IACのパス
叩、

色色
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シシキム′、

を押したものをくれる。それをもって発車時刻ま
カリンポン

でにバスの方にいけばいいわけだ。

1月10日（木）

午前中，タクシーを借りきって市内を廻ってみ

た。まったく，静かで落ち着いた感じのする町だ。ランプー
あいにく，空は曇っていて，展望には恵まれなかカリンポンの町を2時すぎに出たシッキム国営

ったが，カルカッタの雑蹄から飛んできた身には交通のバスは，ティスタ川ぞいの道を，ガントッ

まるで別世界のような印象を与える。クヘと向っている。

朝のうち，町全体が雲におおわれて，そのあいこの溪谷ぞいの道はまったく舗装されていない。

まから，はるか下の方にティスタ川の流れが望ま石がごろごろしていて，いたるところ崩壊してい

れたりして，何ともいえない。る。そんな所を走るのだから，あまり乗り心地が

町の中心部にはバス・スタンドがあり，シッキ良いとは言えない。雨が降っていないのだろうが，

ム国営交通(SikkimNationalizednansport)土が乾ききっていて土煙がもうもうとあがる。（

の事務所もこの近くにある。ガントック行のバススの中も，ホコリの侵入を防ぎきれず，まつ白で

に乗るためには，ここにある事務所に出向いて，ある。

料金を払い席をとってもらう。引き替えにメモ用紙カリンポンを出てから2時間程たったところに

みたいなものに，座席番号と「代済」のスタンプ搬断機があって，机が持ち出されていて，たくさ

食事｜判定 備考種別所在地 病〃1所名 費用年月日

仏教のお寺の宿
泊所

料金冬期割引

カルカッタBuddhistTemple

ダージリンウインタメイア･ﾎﾃﾙ

ｶﾘﾝポﾝ悪茄ｸﾘﾗ．ツーリスト
ガントックグリーン・ホテル

ギヤジン茶IIiの裏部屋

タ．－ジリンニュー・エルジン・ホテル

シロンパインウッド・ホテル

カジランカヅーリスト・バンカﾛｰ

ﾝｮﾙﾊ,ト霊ｻﾑ農業大学ケストハ
可争

74．1．6

“
心
○

必
蝉
印
ひ
“

◎
○
○
△
◎
○
○
○

Ｌ
侭
Ｒ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

，
．
１
Ｊ
．
Ⅱ
リ
Ⅱ
り

り
８
５
８
，
，
，
，
Ｄ

Ⅲ
Ｒ
Ｄ
Ｄ
隅
円
Ｒ

４
４

０
８
６
５
３
５
０
９
６
５

５
ド
ド
－
３
７
１
２

人
、
や
心
室
人
人
人
人
人
人

１
ト
ド
１
１
１
１
１
１
１

高級

西ベンガ
ル州営

一般

8

食覗もとれる

食事もとれるレ

ストラン付ホテ
ルの類はない。

９

10

1，

1乙

中 級

高級

洋式

洋式

洋式

13

アッサム州営

インド式もあり
アッサム州営

大学構内にある

15

17

18

デｨプﾙヵーﾙ'4,ﾝ騨糊第謬努舎19

｢費用」に示された金額は一泊のもの。噸位はルピー。〈表Ⅲ〉宿泊所など

「食覗」の欄『1,=TeaB=BreaktastL=LurlchD=Dinn(Pr

「判定」の欄は施設・食事・サービスの順で受けた感じを。○△で示す。

アッサム農業大学とチヤウルコワ・クラブ及びRuddhistT(､mpleは営業体ではない。
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んの警官が集まっている。バスの助手が1人降り

て，机の方に行っただけで，バスは止ることなく

進んでいってしまう。急造の小屋の並びをくぐり

ぬけて，まわりとは，今まで走ってきた道とはま

ったくかけはなれた感じのする，りっぱな作りの

橋を渡っていく。そして，バスは，ちょっと開け

た所に出て，ガ､ノリンスタンドの前に止った。

ふと’そばにある看板に目をやると，ランプー

(Romgphu),シッキムという文字が目に入る。

そのとなりには《《ウェルカム・シッキム，，などと

いうのもある。どうやら，もうここはシッキムら

しい。

ランプー・ポリス・ステーションで，許可証を

提示して，パスポートともどもチェックをうける。

ここで，どうやらさっきの橋の手前にあったの

が，インド側のチェック・ポストらしいというこ

とがわかる。知らないうちに，国境を越えてしま

ったらしい。いわば，インドを密出国（？）してし

まったわけだ。たいへんだとばかり，再び橋莚と

ことと渡ってインドへもどっていく。

さき稗バスに乗ったまま通り過ぎてしまったチ

ェック・ポストに着き，そこで，インドの出国カ

ードを書かされる。それに，もう’枚別のカード

を渡されシッキムを出るときにチェック・ポス

トに提出するように言われる。

保護国とかいっても，やはり外国扱いなのかも

しれない。

突然，シッキムヘ入ったという感じで，ランプ

ーに着いたわけだが，ウイスキーやラムやジンの

宣伝看板がやたら目につく。あとでわかったこと

だが，このランプーというのはシッキムの酒蔵と

いった感じのところで，シッキムウイスキー，シ

ッキムラム等を生産しているそうだ。ガントック

で，その酒を買い求めてみたが，最高級のウイス

キーが1本16.5Rs,ラム酒が確か16Rsだった。

インドからシッキムにかけて，建て物などに判

然とした違いがあるわけでもない。

別に，「とうとう，シッキムに来た」といった

ような，大袈裟な感激はなかった。

「そうか……，ここがシッキムか」そんな感じ

だった。

ランプーのバザールで小休止した。

ガントックでの第1夜

ランプーからナショナル・ハイウェイで，また

2時間ほど走ってガントックに着く。

もうすっかり日が暮れてしまって，そんな中で

ガントックの街の明りが，ものすごくあたたかい

ものに感じられる。

カリンポンからガントック。ちょうど隣町のよ

うなものだろう。まったくうらやましい。そんな

所へ，私たち日本人が，秘境だとかなんとか言っ

て，出かけていくのだから，いい気なものだ。

なる程，「近くて便利」という。オフィサーの

言葉通りに，めざす《‘ク､リーン。ホテル”は，バ

ススタンドから30秒ぐらいの所にあった。1階は

レストランとちょっとした店で，2階が客室にな

っているol室に3つベットがあって,15Rsな

にがしだそうだ。

ホテルの前の通りは，2～30m幅の広い通りで，

きれいに舗装されている。

幅の広い通り，しっとりとした空気，上の方で

ポッン，ポッンと光っている家の|ﾘlり，閉められ

た店の戸に，何というのだろうか，チベット風の

模様が描かれたりしていて，一種独特の雰閉気を

醸しだしている。

日本を出る前，ガントックは寒いぞ，寒いぞ，

雪があるぞ，と聞いていたが，思った程ではなく

よっぽどダージリンの方が寒かった。まだ雪には

出合っていない。聞いたところによると，2月頃

になると，このガントックにも雪が降るそうであ

る。

ガントック滞在

1月11日（金）

ホテルの男の子にいろいろと話を聞いてみたの

だが，弟の方は，児童絵画の国際コンクールに入

賞したことがあるといって，絵や賞状を見せてく

れた。兄の方は卓球のシッキム・チャンピオンシ

ップを持っているそうだ。

町にヤマハのギターがあったり，ナショナルの

製品があったりして，日本もこんな形でシッキム

に影を落としているようだ。
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シッキム内では，インドルピーが流通していて，

切手もインドのものが使える。言葉の面では，ネ

パール語が最も話されている。

まず，チベット学研究所を訪れてみた。ここの

正式名は,NamgallnstituteofTibebology

である。赤い扉で，柱や壁はあの例の模様と彩色

で形どられていて，その方面の知識がなく“例の”

とか《《チベット風の”とかいう言葉でごまかして

しまって申し訳ないが，まさしくチベット学研究

所にふさわしいという感じだ。

1階には，いろいろな展示物がある。古い仏像

や，経文を刻んだもの，仏具など，まったくチベ

ットや仏教に関する知識がないのがくやまれる。

素人目にみても，すばらしいという感じのするも

のがたくさんあるのに……。

中では，仏画を印刷した絵葉書や，本などを売

っているコーナーもある。

入口の正面，中央に1体の仏像があり，その両

側には各国から贈られた耆籍が棚いつぱいにつま

っている。中に，ブータン国王や，日本から贈ら

れた本も何冊か見うけられた。

2階には，チベット仏教の経文がいっぱいつま

った棚があり，1人のお坊さんが経文を写してい

た。

いまさらながら，チベットの歴史の重さを感じ

た。

その研究所の近くにチョルテンがある。ちょう

ど坂の上にあって，木立の中に経文を言いた旗と

ともに，白いチョルテンが望まれて，雰開気のい

い所だ。

ラマ教，チベット仏教の文化というものは，や

はり何となく親しみが持てて，別段，抵抗もなく

受け入れられるような気がする。

さて，そのあとポリティカル・オフィスという

所を訪れてみた。このオフィスもやはり木立の中

にあってさほど大きくない建物で，この事務所が

あいているのは，平日9時～1時，1時30分～4

時15分，土曜日が9時～12時45分までだという看

板がかかっていた。

チベット風の服を着た人が応対してくれた。

「山を見にダージリン，カリンポン，ガントック

とやってきたのだカネとこのところ曇ってばかり

いて，ぜんぜん山が見えない｡」

「うんうん･…･･。」

「もう2日程，滞在許可を延長してもらえないだ

ろうかQ」

「なるほど。」

「ついでに，どこか111の見える所に行きたいのだ

が.…｡b」

「そうか｡」

確か，こんな会話があったと思うか，ともかく，

そのオフィサーは話がわかったのかどうか，私た

ちの許可証を持って奥へはいっていってしまった。

しばらくして，その許可証をもって帰ってきて，

渡された許可証の裏には,“滞在期間を2日延長す

る”とタイプで打ってあった。ついでに，西シッ

キムのギャジンに行ってもいいと言う。まったく

簡単に許してくれた。その間，「何しにきた」

とか「パスポートを見せろ」なんていわれること

もなく少々あっけにとられた。

まあ，とにかく，2日間延長してくれたのだか

ら，その西シッキムのギャジンとかいう所へでか

けてみようじゃないかということになった。

ガントックでの買い物

ポリティカル・オフィスからの帰り,Cottage

Tn(1ustrieslnstituteという所を訪れてみた。こ

こは，女の子を集めてチベット風の，あるいはシ

ッキム独得の手工芸品を作っている。

いろいろな織り物，彫刻などの木工品，紙製品

などを扱っていて，小売りもしてくれる。

鱗鰄蝋職議鬘

羊，ガントック王宮で
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いくつかの部屋に分れていて，実にいろいろな

物がある。とくに，絨毯とか帯，壁掛けなどの織

物にすばらしいものがある。めずらしいものでは

シッキムの国旗，帽子，シッキムテントと呼ばれ

るものなどがあった。どれも手が込んでいて，丁

寧な作りだ。紙製品でも，和紙みたいな丈夫な紙

でできたカードなどがあった。

値段は少々はるが，まあ物は確かだろう。私も

いくつか買い求めてみた。女の子がたくさんいる

のもなかなかいいものだ。

シッキムでのおみやげとなると，この学校みた

いのを除くと，他にはおみやげ専門店らしいのは

ないみたいだ。

なお，ガントックの写真屋（なぜか本屋ではな

い）で，シッキムの地図を売っていた。ただし，

アメリカのA･A･G製のもので,｢TheKing

domofSikkim」というもの。1枚25Rs25p

だった。

てやってください」「日本よりの客人よ」，まあ

多分そんなことをいっているのだろうが，本当に

心から，という感じでさそってくれる。最初は断

わっていたが，シッキムでの結婚式というものに

もひかれるものがあったので少しだけ．おじやま

させてもらうことにした。

最初,お坊さんがお経をあげている部屋に通さ

れるo2人のお坊さんがいて71人かたいとをド

ンドンたたいて，お経をあげている。しばらくす

わり込んで見学させてもらう。

部屋の中は,だいたい図のようになっている。

立派な仏壇があって，日本でいえばちょうど仏間

といったところなのかもしれない。6畳ほどの広

さの部屋だったと思う。

2人いるお坊さんのうち，位が下らしいのが，

もっぱらたいとをたたいて，ときどきバチの下に

ついているシンバルみたいのをバシャーンと鳴ら

す｡との間,おもしろいことにお経がひとくぎり

すると，このたいとを叩いているお坊さんが，ど

っこいしょと立ち上ってお供物の小皿を取るや，

出に'の方にのこのこ歩いていって，庭にパーツと

まき散らして捨ててしまう。そして，また何事も

なかったようにお経をあげはじめる。そして，ま

結婚式

まったく偶然のことだったが，ガントックで結

婚式によばれた。これは，今回の旅でもっとも思

い出に残っていることだ。実に，ガントックを去

り難くするのに十分すぎるほど，すばらしいもの

だった。

昼食をとったあとで，ぶらぶら歩いていたら，

何やらにぎやかで明るい雰囲気の家があるのに気

づいた。

庭には，さきほど見てきたばかりの，シッキム

テントが張られている。そして，その中では会食

の用意がいっしょうけんめいなされていて，たく

さんの人がいそがしそうに立ち働いている。家の

中からは，音楽が聞こえてくる。いったい何なの

だろう。

その家の入口は，きれいに飾りつけられて，

<<WelCOme''という文字が書かれていた。

何だ何だと，物めずらしげにのぞいていると，

中の人が気付いて出てきた。

結婚式のお祝いをやっているのたそうだ。「な

るほど，結婚式か」と思っていると，「どうぞ，

寄っていってください」「どうぞいっしょに祝っ

'回壇侭

□

－｜､．．「－閉‘坊さ八ー，
1

℃

目pこのあ･頑さん，
が…|’ただく

古、イ共吻
花t､己

○
》
○
○
付き黍

’ ’q~窃暴全一ﾉ○

Q~S｡"=p引へ。ト
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たひと区切りすると捨てにいく。いったい何をし

ているのだろう。

花婿，花嫁は入口近くに座っていて，花嫁には

少し年下くゞらいの女の子の付き添いがついていて

横に座っている。

贈り物を持って訪れる人が相い次ぎ，みんな手

に手に，カタという白い編んだスカーフみたいな

物を持ち，それを花婿，花嫁の首にかけて，ちょ

っとお祝いの言葉を言って贈物を手渡している。

仏壇に向い合うようにして，花嫁の親戚の人が序

っていて，その前にはお酒が置いてある｡このと

き，私たちもウィスキーをごちそうになった。こ

のウィスキ－がかのうンプー席シッキム・ウィス

キーだった。

奥の応接間みたいな所に通される。町の名士み

たいな人かたくさん集まっていて談笑していた。

ここで，改めて，日本よりの零人として紹介され

る。よく見ると，私たちの7｢1っているホテルの主

人も来ているではないか。

シッキム・ビール《〈トンバ,，
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今度は，シッキム・ウィスキーではなく，一種

の地酒みたいなものを出された。

「これは何ですか」と聞いたら，「シッキム・ビ

ヤーだ」という返事が返ってきた。「ふ－んシッ

キム．ビヤーね」おもしろいものだ。－日本に

帰ってきてから調べてみたら，トンバとかいうも

のらしい－。

太さ10C7"以上もある竹の筒に，粟がつまってい

て，竹のストローがついている。それにお湯をさ

して，5分～10分位して飲むわけだ。－もちろ

ん，粟の他にアルコール分を出す何かが入ってい

るのだろうが－非常においしい。だまっている

と，ヤカンを持った女の子がまわってきて，何回

も何回もお湯をつぎ足してしまう。

このときいっしょに，おつまみみたいな物を出

された。米か何かわからないが，粉を練って焼い

たみたいなもので，網の目の板みたいなものだ。

これが，やたら固くて噛むのに一苦労する。

このあと，またウィスキーやらラムを出される。

祝い事に酒がつきものなのは，どこでも同じなの

かもしれない。

一晩中踊りあかす

さて，あまりいては迷惑だろうと，帰ろうとす

ると，ぜひ食事をしていってくれという。酒をよ

ばれたら，食事をごちそうになるのは習慣だとい

われ，断わりきれず，庭の方に出てみる。すでに

会食の用意ができていて，ごちそうになる。

鶏の煮たもの，カレー，野菜のゆでたもの，マ

トンやら，もうありとあらゆるごちそうで大変だ。

これも食べてください，あれも食べてくださいと

大変だ。うれしい悲鳴が出そうだ。正直言って，

今回の旅であのときほど，おいしいと思いきり食

べたことはない。ガントックの人の好意とともに

冑袋の中にはいっていった。

この会食のあとは，踊りである。シッキムダン

スと言っていた。

右～左～右と足を大きく振り出して，右足で足

踏みをする。このとき手で振りをつけて，同時に

体を動かす。－何だかわからないが－これを

歌を歌いながら踊る。

このダンスには，特別な意味はなく，おめでた

い事があった時に踊るのだそうだ。

この他，数種類の踊りがあって，みんないつし

主に踊ってみたが，楽しいの一語につきる。まわ

りを見渡してみても，もうまったく日本人と同じ

顔をした人ばかりで，どこか日本の田舎で踊って

いるんじゃないかという気さえしてきた。

踊りが熱をおびてくるにつけ，何か麦の粉みた

いのをまきちらしたりしている。一晩中踊りあか

すのだそうだ。

この結婚式には，500人位の人が入れ替り立ち

替りお祝いに訪れるのだそうだ。

祝い事のふるまいというのも，さぞかし大変な

のだろう。

この時，「モンゴリアン・プラザー」という言

葉を聞いた。この言葉は，のちにアッサムのディ

ブルガールでも聞いた言葉である。

顔の色や体つきが同じということは，思想や習

慣をこえて親しさを感じるもののようである。よ

く知っているアメリカ人やイギリス人と話をして

も，どことなく異和感があるものである。このひ

とつを考えてみても《《世界は一つ”とは言い得て

なり難いことである。

あまり遅くなっては明日にさしさわるので，本

当に後ろ髪を引かれる思いで，踊りの輪を離れた。

結婚式のパーティでシッキムの青年と一緒に
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西シッキムのバスの旅

ジョルダン，ギャジンヘ

1月12日（日）

昨晩，ガントックの町にも雨が降った。今朝も

まだ少しばかり雨が残っていて，時たまパラつい

たりしている。

これから，10時間以上の西シッキムヘのバスの

旅が始まる。

運賃は1人16.2Rsだった。9時前，運転席にま

で人を詰め込んでバスは出発した。

1時間程走って，シンタムという所に着き，し

ばらく休憩する。烏の声がよく聞こえる。

このシンタムから少し行くと，大きなつり橋を

渡る。ティスタ川の流れだと思うが，濁ったとび

色をしていた。その橋を渡ってから川とは離れて

山間の道を進んでいく。

ガントックを出てから4時間程たってから，ナ

ムチという所に着く。かなり大きな町で，中心に

大きな木が植っている広場が2つ程で，町の中心

部を形づくっているらしい。

コンクリートでおおわれた広場のまわりには町

があって，広場のすみには，木製の回転ブランコ

があったりする。

このころになると，もうすっかり雨はあがって

しまっていて，気持ち良い明るさになっている。

役人らしい人が出てきて，紙に名前，国籍，行

先を書いてくれという。人の良さそうな田舎の人

といった感じで，チェック・ポストなどで，鉄砲

を持った警官に聞かれるのとは，まったくちがっ

た感じをうける。

30分程の休憩ののちことを出発する。しばらく

走って，また川ぞいの道に出る。同じシッキムの

町といっても，その印象というのは本当に様々な

もので，途中のうつりゆく風景とともに，バスの

旅を楽しいものにさせる。

ジョルダンの町に入り，シッキムの国営交通(S

NT)のオフィスの横に止る･ガントックを出て

から6時間目，3時前だった。

ギャジン(GayshingorGyalzing)行のバス

は，4時頃に出るそうだ。このジョルダンの町は

道の両側に店が並ぶといったかんじのもので，か

なりの人でにぎわっている。しかし，ガントック

やランプーの町とはまた違った感じをうける。何

か族っぽい町だ。

ギャジン行のバスは今まで乗ってきたのをもう

ひとまわり小さくしたようなバスだ。・

運転席の横のながめの良い席に陣どって出発で

ある。もう，この調子だとギャジンヘ着くころは

真暗になっているだろう。

ランジット川(RangitRiver)に沿って，ナ

ムギャル・ハイウェイ(NamgyalHighway)

を進んでいく。この道は，舗装こそされていない

が，立派な道だ。途中，何人もの人をひろってい

くので，いつのまにかバスの中は超満員である。

1日の仕事を終えて，話しに花を咲かせている

のか，にぎやかなものだ。ちょうど隣に同じくガ

ントックから来たシャンカーという人が座ってい

たので，いろいろ話しながらいくことにする。

もうすっかり暗くなってしまって，川沿いの道

は両側を木立ちに囲まれて，ちょうど木のトンネ

ルを走っている感じだ。明りもなにも見えない中

を進んでいくので，少し無気味な感じもしないで

もない。

木立ちの中の真暗闇の道を進んでいくと，闇の

中から頭の上に荷物をのせた女の人が，ヘッドラ

イトの中に，フワッと浮びあがってきたりして，

ドキリとさせられる。こんな人気のない所を今頃

歩いて，どこへ帰るのだろうと，人事ながら心配

になる。しかし，今思ってみれば，バスに乗るこ

ともできず，歩いていたのではないだろうか。

5時すぎにリクシップ(Likshin)という所で

休憩する。

この休憩のあと，しばらく走ってから，川とは

離れ山道をジグザグに登ってい<｡1日中バス

に乗っていたため，いいかげん腰が痛くなってき

た頃，ようやく山の斜面にポッンポツンと螢光燈
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の明りが見えてくる。ギャジンの町らしい。意外

とまだ人出がある。

さて，今日の狛り場を探さねばならない。聞く

ところによると，ホテルみたいなのはないという

ことだし，どうしたものだろう。幸い，沖が茶店

と交渉して，店の奥の部犀を貸してもらえること

になった。

あの'ひとりでくるくる回っている経文をかいた

ドラムや，高さ3m以上もある仏像，鉦や太鼓，

あるいはラッパ等の楽器，仏具など，実に時の重

みというか，にぶい光りを発している。ダージリ

ンのｸ､－ム．モナストリー(GhOOmMonaStery)

やカリンポンで見たそれの比ではない。

次の部屋に通されて，また驚いた。壁一面に仏

画が描かれているのである。それも20C777四方ぐら

いのがびっしりと。

仏像がまた五体ぐらいある。トラックの運転手

をはじめ3人とも，仏像にむかってひざまづき，

お祈りしている。もう一つの部屋にも仏像があり，

また違った仏画が描かれている。仏像は，大きい

もので10体以上あったと思う。それぞれの仏像,

あるいは仏舶iは何を意味し，どのような関係があ

るのだろう。

その後，お坊さんが太鼓をドンドンたたいて，

朝の勤行らしきものをしている小部屋に通される。

ここでお礼を2ルピーばかり渡す。そうしたら，

鍵を渡してくれて，もう一つ別の部屋に通される。

ここで，また一つ驚くべきものに出合った，今

まで見たことも聞いたこともないものである。何

かというと，正確な名前も何もわからないが，要

するに地獄，極楽の模刷といったらいいだろう。

底面の一辺が1.5mぐらい，高さが3mぐらいで

五重の塔みたいになっているもので，実に細かい

細工である。塔の上の方は祢楽なのだろう。花が

咲き乱れ，烏が歌い，みるからに楽土といった感

ギャジンの朝

1月13日（月）

茶店の裏部屋だが，電気もつくし，炊事にも便

利だし，こりやいいと思ったがひとつだけ難点が

あった。《《鶏''である。

鶏小尾か何か知らないが，頭上か奥の方にあって

朝っぱらからコケコッコー，コケコッコーと鳴く

のにはまいった。1羽だけならまだしも，5～6

羽いっしょにやられたのではたまったものではな

い。

さて，昨日バスの中から見たギャジンに至る自

然というもの，柚物が似ているせいか，あるいは

山あり谷ありで，インドみたいにまつ平らではな

いせいか，実に親しみをもてる。ここギャジンの

町のまわりの自然というのも申し分ない。

午前中は，タ．一ジリンに着いて以来ひさしぶり

に青空がひろがるし，聞こえる音といえば烏の声

だけである。

立派な僧院

とのペマヤンツェ僧院(PemayangtseMona-

stery),外観はたいしたことのないすすけた僧院

である。驚いたことに，聖域であるはずの所に，

鉄砲をもった兵隊みたいなのがいて番をしている。

おまけに，そばの宿舎からはラジオ音楽か何かが

大きく流れてきて，実に似つかわしくない。

僧院の内外とも写真撮影禁止だそうだ。これは

お坊さんではなく，その鉄砲を持った兵隊が言っ

たのだが……。靴をぬいで中に入ってみる。つい

でだが，その鉄砲持ったのは土足のままである。

まず，鍛初の部屋にはいって蹄いた。外観から

は想像もつかない立派な，すばらしいものである。
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ギャジンの茶店・私たちはこの

店の裏部屋へ泊めてもらった。
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じた。それよりも，おもしろいのは塔の下の方，

すなわち地獄の様である。鬼が剣を持って飛び出

ていたり，赤い大きな口を開けていたり，あるい

は人を等茄でにしていたり，罪人らしい人の首を

切っていたり，閻魔大王みたいのがデンとかまえ

ていたりもする。

佃院の中で，このようなおもしろいといっては

なんだが，模型に出合うとは思ってもいなかった。

木やブリキあるいは紙など様々なものを利用して

作ったものを見ていると，宗教の中でこのような

模型というのは，いったいどのような意味あいを

持ってくるのだろうと考えてしまう。およそ想像

がつかない。日本のお寺の奥にも，あんなのがあ

るのかなあ………。

ギャジンからジョルタンヘトラックの旅

明日中にはシッキムの外にH1なければならない

のが気になる。

すると，さっきのトラックが荷物を積んでジョ

ルダンまで行くという。乗っていかないかと声が

かかる。それじゃあ,と，また荷台にお世話になる

ことにする。

茶店のおじさんに部屋代10ルピーを払って，早

速，荷物を荷台に積みこんで，こちらも荷台に腰

をおろして出発だ。

町を出て，山の斜面をジグザグに下っていく。

目の前には木々におおわれた山が，下の方には川

の流れがキラキラ光っている。

川沿いの道は快滴だ。まばらに木が植っている

山の斜面を見ながら進んでいく。下の方には透き

通った川の流れがのぞまれる。透き通った川の流

れを見れるのも，シッキムならではのことかもし

れない。途中，段々畑があったりして，実に「い

いなあ」といった感じだ。

走りながら，何人もの人をひろっていくので，

いつのまにか荷台の上は人でいっぱいだ。みんな

土地の人らしくて，話に花が咲いて実ににぎやか

だ。途中，人とすれちがったりすると，またあい

さつが大変だ。「ヤア，元気かね」などといって

（多分），手を上げたり，笑ったり，女の人が4

人ぐらい乗ってきてからは，また一段とにぎやか

になる。まさしく，彼らの生活そのままなのだろ

う。隣りの人と話をしてみても，実に穏やかで，

好意あふれんばかりといった感じだ。

こうして，シッキムの印象は段々と深められて

いく。

昨日のバスの旅にくらべると，何とこのトラッ

クの荷台の旅のすばらしいことか。シッキムのに

おいと，風を身にうけて進む。固い序席にすわり，

箱に詰められて移動するバスより，実に人間的じ

ゃないだろうか。

メリそしてダージリンヘ

メリ(Melli)行のバス0雰囲気は,あきらかに

ガントック行のそれとも，ギャジン行のそれとも

違っていた。

まず，やたらに，もうめちやくちやに混んでい

た。それに，乗っている人の感じが違う。みんな

裸足で，すすけた服を着てドロにまみれている。

顔立ちも，あきらかに今までの人と違ってきてい

る。再びインドへと近づいていくらしい。

川沿いの道だが，士煉をもうもうとあげて。デ

コボコの道をスピードを出して走るのだからたま

らない。ゆれる，ゆれる。

石がゴロゴロしているところも，水の中もなん

のそのである。バスの屋根に積んだ荷物がふり落

されるのではないかと心配で仕方なかった。何し

ろ，中にはガントックから大事にかかえてきたシ

ッキム・ウィスキーとラムがはいっているのだか

ら･･･・

メリに着く前にまた日が暮れてしまった。ジョ

ルダンを出てから2時間厩で，メリの手前にある

つり橋に着く。ここカネシッキムとインド側との

連絡蹄にあたるわけだ。やはり，鉄砲を持った兵

隊さんが3人いて番をしている。

沖と永田が，メリの方へシッキム側のチェック

をうけにいく。その間，私はその橘の所に荷物と

ともに残ることにする。

しばらくして，沖と永田がもどってきて，橋を

渡ってインドへともどっていく。さて，ここから

ティスタまでまた移動しなければならない。

また，トラックに便乗である。さっきのバスの
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運転手が親切にいろいろとめんどうを見てくれる

ので大いに助かった。

どうにか1台のトラックをつかまえて，ティス

タヘと向った。

20分程のドライブでティスタのチェック．ポス

トに到着である。なつかしい所だ。トラックには

5ルピー払ったと思う。

ここのチェック・ポストだけは厳重で，明りが

こうこうとともって，何人もの歩哨が立っている。

ここのチェック・ポストは24時間開かれているそ

うだ。

許向j証にチェックをうける。時刻はすでに夜の

7時をまわっている。

さあ，これからダージリンまでもどらなければ

ならない。

すでにバスもなく，トラックも通る気配もない。

仕方なくジープをチャーターすることになる◎3

人で借り切って80ルピーだ。

突然の収入に，ジープの運転手は大喜びで，こ

ちらはといえば，夜の寒さに鼻水を出しながら車

に乗り込んだ。

ダージリンに着くのは9時すぎだろう。

こうして，シッキム駆け足自動車の旅は終った。

■
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蕊アッサム・ガイド－青い丘とみどりの谷一
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「ATriptoAssam」より

アッサムの現在

アッサムはインドの他の地域とともに，経済的

発歴への道をすすんでいる。

新しい油田がアッサムの奥地でどんどんと開か

れている。また油床の探鉱も続けられている。

ゴウハティの近くのムーンマティの公営石油精

製所ではいろいろな石油製品が作り出されている。

紡績綿糸工業，火力発電所，化学肥料工場など

が，この辺境の州の発展に貢献する力となってい

る。

アッサムには豊かな鉱物と森林，そして農業資

源がある。その中で水資源，石炭天然ガス資源等

に基礎をおく豊かな機械力が，経済発展への一つ

の原動力となっている。

各地に散存する原料は，鉄道，道路などで集積

されている。

◎アッサムの石油

インド石油，天然ガス委員会がムーンマティの

国営石油精製所で原油を採探，精製する一方，イ

ンド政府と民間の半分づつの出資によるインディ

ア。バラウン石油とビルマ石油が，ジブサガール

ラクワ，ナホーコティアで原油を採掘している。

モーラン油田からはゴウルティヘ向けて400た〃

のパイプラインと，1,200h〃のパイプラインがバ

ラウン原油精製所の間に敷設されている。

ディグボイにある最も古い私営の石油会社であ

るアッサム石油会社石油精製所も生産を続けてい

る。

インド石油企業体の石油結製部門がインドの国

営石油粘製所を経営し，側じくパイプライン部間

が，ゴウハティからシリグリ間の能率的かつ迅速

な石油輸送にあたっている。

アッサムの油田地帯で確認された石油埋蔵量は

約2100万トンに達している。

現在のところ，原油と天然ガスはナホカチャ油

LIIから石油粘製所にむけてくみ出されている。

ナホカチャーゴウハティ間には14インチ径のパ

イプラインが，ゴウハティーバラウン間には'2イ

ンチ径のパイプラインが敷設され，それぞれ原油

を運んでいる。

アッサムの主要な油田としては，ディグボイ，

ナホカチャ，デゥリアヤン，モラン，ルドラサガ

ールがあげられる。

◎アッサムの天然ガス

アッサムは天然ガス資源に富み，’1,400兆立方

フィートの埋蔵が確認されている。

現在のところは，ナムラプの化学肥料工場で利

用されているほか，ほんの少ししかガス製品は作

られていない。

アッサムでは現在，液化天然ガスを生産する計

画が，国内消費のためにすすめられている。

◎アミアン°アムトリュウ水力発電所

ゴウハティからのシロン・ゴウハティ・ロード

の途中24た"のところにアムトリユウ川を利用した

アムトリュウ水力発電所がアッサムに作られた。

その後,27POOKWの発電能力をもつアミアン水力発

電所がアッサム州電気局によって作られた。

新しく生まれた人造湖のある発電所周辺はすべ

ての点で申し分なく，美しい観光行楽地として開

発されていっている。

国際ホテル建設を含めるたくさんの開発計間が

第4次5カ年計画iに伴ない着手されている。その

場所は，すでに週末の休日行楽客の集まる場所と

なっている。

一方，他の火力発電計画が，ガロ丘陵のナンガ

ルビブラで進行中である。

◎ナムラプ化学肥料工場

ナムラプ化学肥料工場は，インドで天然ガスを

総合的なガス製品の原料として利用した最初の工

場である。

長さ約’3陀加のパイプラインがガス採掘場から
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工場へガスを逆んでいる。

この肥料工場は，1年間に尿素と硫安の形で

45000トンもの窒素肥料を生産することができる

といわれている。ここにはまた，硫酸工場も併設

されている｡

インド政府の拡張計画によると，窒素肥料の生

産能力を，アンモニア日産500トン，尿素日産1000

トンの1.518000トンまでに引き上げることにな

っている。

◎アッサムのセメントエ場

アッサムで莫大な石灰岩の埋蔵が，丘陵部で発

見された。

チェラプンジにある州営セメントエ場が生産に

従事している。

その生産能力は日産250トンで，将来850トンに

拡大されることになっている。

アッサム州政府は近い将来，ボカジャンに2番

目のセメントエ場を作ることを計画している。

◎紙パルプエ場

アッサムの松の1年の成長は120万トンにも達

し，そのうち100万トンはカチャールミゾ丘陵地

区で育っている。そのため，アッサム州に紙パル

プ工場を作ろうとする計IIIiがある。

◎合板工業

アッサムには茶園の紅茶用の箱の需要に応じた

ものと，営利目的の合板工場が20カ所ある。

◎農薬工業

アッサムの農業企業体では，農薬工場を州に作

ろうとしている。

◎砂糖工業

アッサムの砂糖キビの産出は30万トンに達し，

砂繍協同糾合工場が，ジョルハットの近くで生産

をしている。

◎紡績絹糸工場

ジヤギロードに75,000ポンドの紡績絹糸,50,000

トンのノイルの生産能力をもつ工場が日本の提携

によって建てられた。

アッサムの町々

◎テヅプール

テヅプールは，古代､ノニトプールとして知られ

魔神バナの都であったといわれている。

彼の娘ウシャはクリシュナ神の孫アニルッダと

駆け落ちしたのである。

テヅプール近くのダ・パーバティアの旧跡は非

常に歴史的価仙のあるもので，アッサムの古代の

建築様式の最もすばらしい実例のうちのいくつか

を見ることができる。

アグニガー,、ナグ・サンカール，バルクプン等

の旧跡，そして､ノナイ・ルパの寺院などが旅行者

の興味をひくところである。

テヅプールはゴウハティからの道路によって訪

れることができる。

宿泊施設としては，ダークバンガローや，数軒

のホテルが利用できる。

◎ジブサガール

ととは19世紀までにアッサムを支配したアホン

王の都であったところである。

シヴァ派，ヴィシュタ派，デビ派のそれぞれの

寺院が，ジブサガールの貯水池の池畔に建ってい

る。ここは，たくさんの聖地巡礼の人々が訪れる

ところである。特にその人出は，シヴァラトゥリ

祭の時，最高となる。

この町はジョルハット空港より自動車によって

簡単に達することができ，国道によって結ばれて

いるo

ここには鉄道の駅もおかれている。

宿泊施設としては，ツーリスト，バンガロー，

サーキット・ハウス，ダークバンガロー等が利用

できる。ジブサガール付近にはたくさんのアホン

朝の遺跡がある。

ランガールはアホン王が，象の戦いや，レスリ

ングを見るために作らせた観覧席である。

タラタルガールは地下要塞である。

ジブサガールから約13左"のところにカレンガー

ルがある。これは7陪建のレンガ作りの王宮で，

かつてのアホン王の都の遺跡である。

ジブサガールの新しい油田であるルドラサガー

ルは現そ{;，州の所有する石油粘製所のために原油

を採掘している。

◎マジュリ

Ⅲ界中で最も大きい河島のマジュリは，ジョル

ハット近くのミァマティ上陸場より，舟で簡単に
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行くことかできる。

1,256平方左"のこの島は，シユリーサンカラデバ

によって設立された神学校がある。そしてここは

ヴィシュヌ派の人々にとっては，聖地巡礼の場で

もある。

◎バッタドゥラバ

ナウゴンから18”のところにあり，ヴィシュヌ

派の人々にとっては聖地巡礼の中心地である。ま

た，ここはシュリシュリサンカラデバの生誕地で

もある。

◎ディブルガー

ディブルガーは，ディブル川とブラマプトラ河

の合流するところに位置し，アッサム州の北東部

では最も重要な町である。

ここは，テヅプール同様NEFA地区への入口で

もある。

堤防がブラマプトラ河の氾濫から町を守るため

に作られている。

この町は，他の町と道路，鉄道，航空路によっ

て結ばれている。

宿泊施設としては，サーキット・ハウスや数軒

のホテルが利用できる。

ここには，アッサム薬科大学がおかれている。

◎ディグボイ

アッサムの最も古い石油の町，ディグボイは鉄

道と車によって行くことができる。ここはディブ

ルガーより97左"のところにある。

ここには，アッサム石油会社に所有される私営

の精製所がある。現在，デュリアヤンでは新しい

石油の町が成長していっている。

シロン

アッサムで最も美しい町シロンはまた,州の首

都でもある。

シロンは海抜1496mのところに位置し，その気

候は涼しく身をひきしめるようなものである。ま

た，その美しい山の風景はシロンをして，東洋の

スコットランドといわしめている。

幅の広い，美しい，舗装道路がゴウハティとシ

ロンの間，103た"の距離を結んでいる。この

路線には，たくさんの州営交通のバスと車の便が

ある。この道路にはたくさんのカーブがあり，高

いガケと深い峡谷とをこえて松の森林を迂lilして

いっている。

シロンヘ行く途中，ゴウハテイから26向"のとこ

ろで，アムドリュウ水力発電事業の近代的な設計

の産物を見ることができる。

発電所付近には，ダムや他の施設を見おろすこ

とのできるインスペクション，バンガローがある。

また，．．ウハティからシロンヘ着く手前，約

16院〃のところで，－般にはバラパニ水力発可事

業として知られているアシアン水力発電事業のす

ばらしい眺めを得ることができるだろう。

ここには，美しい貯水池があり，丘を貫ぬいて

作られたトンネルによって，発電所と結ばれてい

る。また，アムトリュウ水力発電所と同様に湖を

見おろす位瞬に，美しいインスペクション，バン

ガローがおかれている。

将来，この地区を旅行者のための行楽地に変え

ていこうという計画が進行している。

シロンにはたくさんの風光明媚なところがある。

WardLakeもその一つである。ここでは，ポロ

の競技場や駐屯軍のグランドが，たくさんのスポ

ーツ競技会の会場として使われている。

シロンにあるゴルフ場は，田中で最もすばらし

いものの一つであると考えられている。このゴル

フ場のコースを見おろす位置に，ゴルフクラブが

おかれている。シロン競馬場もまた，このゴルフ

クラブ附近にある。

一方,WardLake舟遊びの場を提供してくれ

ている。このように，シロンー帯は，旅行者にと

っては楽しい場所となっている。

また，シロンから自動車で行ける卸離内にたく

さんの滝を見ることができる。それらのうちいく

つかは，かっこうのピクニックの場を提供してく

れ，シロンピークと，ハッピーバリーはすばらし

いシロンの町のパノラマを与えてくれる。

シロンクラブは町の中心部に位偶している。

アーチェリーがカシ族の部族特有の競技で，

KhillやJhillなどで練習されている。

シロンで最も店が集まっているところは，バー

ラバザールである。ここでは1週間の市が8の日

毎にもうけられている｡
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シロンを訪れた観光客はもっとすばらしい部族

の踊りや，祭のうちのいくつかを見ることができ

るだろう。陽気で，はつらつとしたカシの人々は

1年に1II11羊をいけにえにする儀式を，シロンか

ら11”のSnit村で，ナンクレムタ’ンスを毎年

10月と11月の間中行なう。

ジヤイナ教徒は,REHDEINKHLAM祭として

知られる独特の祭を7月にJomai地方で行なう。

このJomaiはシロンから63た"のところにあり，す

ばらしい舗装道路によって結ばれている。

◎帝汕施設と交通機関

シロンでの術7r1には，シロンクラブの競馬場を

見おろす位借にある，ツーリスト，バンガローや

たくさんのホテル，もしくは軍隊職員のためのホ

リディ・ホームが利用できる。アッサム州政府の

経営するPinewoodHotelがWirdLake付近で

は，一流の宿衲施設であり，バーを備えている。

シロンや，アッサムの他の大きな町では，観光タ

クシーが経済的な交通機関である。

◎チェラプンジ

i廿界で最も降雨量の多いチェラプンジは，平均

して年間，1，163”もの降雨量をほこり，

シロンから約58向"のところに位冊している。今ま

での記録によるとチェラでは,1,861C7"(905イン

チ）の降雨量を記録したとともある。ここは，カシ

丘陵の南の端にあたり，立派な道路によって結ば

れている。

また，ここには州政府の経営するアッサムセメ

ントの工場がおかれている。近くではMawsmai

の滝が旅行者を楽しませてくれるであろう。

ゴウハテイ－アッサムの玄関一

現在のゴウハティの町は，過去のたくさんの王

たちの都であり，「東方の光」を意味する，

PRAGJYOTISHPURと呼ばれていた。

そのブラマプトラ河のほとりの見暗しのよい位

置とアッサム地方の他の町々との面接のつながり

から，ゴウハティはアッサムの玄関ということが

できる。

ゴウハティのすばらしい河港と，とりわけ日没

時の河の景色は忘れることのできないものとなる

たろう。

ゴウハティは現在，産業の中心地としてだけで

なく，学問と文化の中心地としてもますますその

重要性を蛸していっている。

ここには，ゴウハティ大学がおかれ，他のたく

さんの教育訓練施設がそれに付属している。

IlistorlcalandAntigllarianResearchと

アッサム博物館もまたここにおかれている。

このゴウハティの町は，北ゴウハティと他のイ

ンドの地方との陸上交通蹄として役立つ立派な椛

によって結ばれている。

◎宿油施設

ゴウハティの一流の『f7FI所としては，サーキッ

ト・ハウス，スタジアム・ゲストハウスが利用で

きる。その近代的な快適さを除けば，町中にたく

さんあるダークバンガロー，ホテル等が利用でき

る。もっとくわしい情報は,PANRAZAR)

GAUHATI-IのTouristlnformationOffice

から得ることができる。

◎カメカ寺院(KAMAKSIYAtemple)

ゴウハティからそう遠くないところに，たくさ

んの聖地や寺院がある。それらのうちいくつかは

聖地巡礼の場としても有名である。

カメカ寺院はブラマプトラ河の南岸近くのゴウ

ハテイから5左"の神聖なるニラチャラの丘の上に

位置している。ここはシバア神の妻カリーと関

係のあるヒンズー教の5大聖地の一つである。

モンスーンの間に行なわれるアンブーバチ祭の

間，このカメカ寺院の周辺は非常にたくさんの聖

地巡礼の人々でにぎわう。

このカメカ寺院は最初にマハーバーラタ時代の

ナラカスラ王によって建立されたと信じられてい

る。そしてその後，1565年にクッチ王ナラ・ナラ

ーヤナによって再建されたものである。

この寺はインドにおけるシャクティ崇拝の最も

有名な中心地の一つである。寺院へは屈曲の多い

1本の自動車道が通じている。

ゴウハティからのバスの便が寺院と町とを結ぶ

定期交通機関として利用されている。

寺院のあるニラチャラの丘の上からは，ゴウハ

ティの町とブラマプトラ河のパノラマを眺めるこ

とができる。

－128－

●



他の聖地巡礼者の訪れる寺院としては，ブラマ

プトラ河の中央にあるPeacock島におかれた，

UMANANDAがあげられる。

ゴウハティの東，その昔，天文学と占星術の研

究の中心地といわれていたチトラサラの丘にナヴ

ァグラハ寺院がある。

これは，ゴウハティがPRAGJYOTISHPUR

即ち，東洋占星術の町として引き合いに出される

一つの理由でもある。

スクレスワの丘にあるジ.ヤナーダン寺院は，町

の中心部の東側に位置している。

ゴウハティから車で6伽程行ったところに，偉

大なVedicRishiRashistaにちなんでRASHI

STASHAAMと呼ばれるピクニックの場としてよ

く知られた所がある。

ゴウハテイ近辺の興味深い所

◎ハジョ

ゴウハティから20向"のブラマプトラ河の北側の

岸のほとりに，その寺院のグループで知られてい

るハジョがある。

それらの中ではHayagribaMadhabが一番よ

く知られている。

仏教徒の一部の宗派では，仏陀がこの地で「ニ

ルバーナ」即ち浬藥に入ったと信じられているの

である。

一方，ハジョは又，回教徒の巡礼地でもある，

ここには,POA－MECCAとして知られPir

GhyaSuddrnAuliaによって建立されたモスクが

ある。

このモスクは，メッカの4分の1の神聖さを持

つということになっている。

◎スアルクチ

ゴウハテイからブラマプトラ河を横断して24左〃

のところに，絹を産出する村として有名なスアル

クチがある。

ここのほとんどのすべての家庭では，織物の技

術の伝統を受け継いでいる。

家内工業とはいえ，すばらしいデザインのMuga

EndiそしてPatの特徴をあらわしているとして，

よく知られたアッサムシルクはここで生産されて

いるのである。

1日に数便の定期バスがガウハティとスアルク

チの間を往復している。

◎チャンドゥピ湖

ゴウハティから約64虎"のゴアルパーラヘの国道

の近く，カシ，ガロ両丘陵の間の奥まったところ

に，美しいチャンドゥビ湖がある。

その周辺は，崖と森林によってかこまれ，申し

分のない休日の行楽地となっている。

この湖とその周辺の森は，かっこうの釣り場と

狩猟の場を提供してくれている。

◎バーペタ

ゴウハティの北西にヴィシュヌの僧院と，ヴィ

シュヌの改革者スリ・スリSANKARADEVAの

スリMadhardera寺院がある。

ここはゴウハテイから145た"で，定期バスによ

って結ばれている。

↓ブラマプトラ川の渡船場

…

寮‘錘‘‘』
錘§鯵譲‘

i雪畷識

驚堂
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インドの汽車

昭和49年12月4日，ブータンを旅行したあとダ

ージリンヘ行き，かねての約束通り，再び佐々木，

菊地と合流し，市内観光や日の出のカンチエン

ジュンガを見たりしてカリンポンヘ行った。そこ

でダージリンと同じようにシッキム人域の交渉を

したが，ニューデリーから書類が届いてないのが

致命的で諦めなければならなかった。ブータン入

国の折，プンツオリンで別れた英国婦人にタ．－ジ

リンの役所で偶然再会したが，あれから1週間シ

ッキム入城を折衝したが，ブータンと同じく駄目

なので残念だか本国へ帰ると淋しそうに語ってい

たが，厳しい規制もさることながら本当について

いないという感じのようだった。

私たちも予定を早めてアッサム行の汽車に乗る

べくシリグリ駅に午後5時15分到着。先日とって

おいた寝台車の予約を今夜に変更するように交渉

したが，空席があればと条件づきなので列車が着

くまで乗れるかどうか分らない。やがて5番線に

列車がインドでは不思議なくらい定刻に滑りこん

できた。横内は分岐点の駅だけに広く，降りる人

乗り換える人，乗る人とで混雑している中をいろ

いろの露店，弁当尾，お茶，物売り等が大きな声

で叫び乍ら走り廻っており，また喧嘩もつきもの

で，その騒々しいホームを白い牛が悠然と漫歩し

ている光景は，まさにインドの中のインドだ。

結局，牢席がなくて発車となったが窓から乗る

者，ぶら下っている者，走る汽車に追いつき危く

最後部に飛び乗る者，たいへんな混乱で丁度終戦

当時の日本の再現だった。次の汽車は23時30分頃

だが約3時間遅れているらしいので騒ぎが一応治

まったホームから，再び待合室へ戻り仮眠するこ

とにした。どうしても眠れないので外へ出てみた

ら通路，ホームに家の無い人達だろうか，歩くに

邪魔になる程毛布にくるまってのゴロ寝族が多い

矢野郁雄

のには驚いた。

12月5日

早朝2時30分，待ちわびた列車が到着。駅員に

席の確保を交渉しても，始めは「栄あるインド鉄

道員は収賄しない」と毅然たる態度だったがチッ

プを若干増額したら，すずしい顔で受取る姿は愛

蠕的で憎む邪はできない。贈賄の効あって寝台1

等2人用と現地人と相部屋の4人用に乗ることが

できたが，糎具は何も無く板の上に幟になるだけ

でその上,窓は,外から入れないように鉄絡子にな

っており，まるで橋のような，囚人用の護送列車

のようだ。これでは万一事故があっても逃げる所

がなくて，インドの汽車と心中？しなければなら

ない。しかし，インドの汽車に一度は乗ってみた

いと希っていたのだから文句は言うまい。走る速

度は日本の普通列車と変らないが，駅での停車時

間が長い。

アッサムの大茶園

束へ東へと進み，夜が明けてから10時00分頃ま

では広大な茶畑ばかりであって，茶摘風景も所々

で見られた。アッサム茶はインドでの60妬の生産

量を誇るだけあって，その広さも日本では想像も

出来ない程で茶畑で茶園だけで1つの町村が形成

され，学校，病院等もその茶園の中にあるそうだ。

郷里・丹後で最も大きい共同茶園の一角で茶の栽

培をしている私の父にも見せてやりたい気になる。

茶畑が過ぎると一面黄金の海のように変った。

刈取の所もあり直ぐに田楠をするらしい。平均し

て稲の成長は悪く，日本の秋のように稲穂が垂れ

下っていなかった。田圃が広いのでその必要はな

いのだろう。

食事は朝食もそうであったが，注文すれば次の

停車駅から次の停車駅へと連絡して作らせ，その

駅へ着いたら各室へ運んでくれる。午後1時も過
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ぎ，同食が運ばれたか長方形の大きなブリキの入

れ物に，飯と6種類の副食がついていたがインド

料理なのでとても辛い。佐々木カナ・サーブが汗

を拭き拭き全部平げたのはあっばれだった。

日本人の演説

14時45分，パラペタ．ロード駅着。荷物を駅前

広場へ運び出してマナス自然動物保護地域へ行く

タクシーをチャーター。その間多数の老若男女の

現地民が珍らしそうな眼差しで私たちを円陣で取

開んだが，遠来の日本人を歓迎してくれたのだと

解釈する。佐々木カナ．サーブは一段高い所へ上

って「エー諸君，出迎えご苦労さん……」と日本

語で声高らかに演説？を始めた。私たちはケラケ

ラ笑ったが，インドの人たちは不思議な顔をして

首をかしげている。演説の練習には絡好のようだ

か，反応が無いのが残念。さてチャーターできた

助手づきのタクシーに乗り，マナスをめざして郊

外へ出ると舗装は切れ，煙幕のように族をたてて

走る。

マナス野性動物園

前方にはブータンの山々が見え，何んとなく懐

しい。ブータン国境に近いせいかこんな田舎にも

チェック・ポストがありパスポート，アッサム入

域許可書等の提示を求められた。オフィスも小さ

い小屋だ。約1時間足止めされたが，その間他の

通行人は全く無かった。ここの勤務員もさぞ時間

をもて余していることだろう。そのためかどうか

は知らないが，特に念を入れているようで，先を

急ぐ私たちにとって甚だ迷惑だ。

漸<OKになり，近くのマーケットへ今夜の食

糧の間出しに行った。米，野菜等をf:iったが仕事

帰りらしい婦人連中で賑わっていた。

再び検門所へ戻り通過する。平担な1本道を真

直ぐ走り30分も過ぎた頃，運転手と助手が大きく

叫んだが現地語なので意味が分らない。前方を見

ると虎だった。虎も驚いたのか逃げるように左の

草むらに姿を消した。運転手は急いで窓を閉めた

が，私の方は故障で閉らない。物騒だが仕方がな

い。チェック・ポストを通ってから人影が全く無

かったが，このように野性動物が多いのだから当

然のことだと思う。

野性のゾウだ〃

陽も落ちた夕闇をライトを照らして走ると,前

方に大きな影が動いている。近づいてよく見ると

野性の巨象だ。瞬間緊張する。双方近づいて約5

mの間隔で停まった。象は鼻を上げて襲いかかり

そうだ。今更，車を後進しても遅いし窓から鼻を

入れられたら最後だ。問脈をのみ対時するとと約

5秒間。象は左の雑木林へ入ったので車は前進し

たが，手の届くようなところに象の大きな尻がま

たあった。スリル満点だ。

ブータンの黒い山も目前にあり，ロッヂの手前

で子馬程の脾が2頭，ライトで目が眩んだろうか

立ll罵ったままだったが3m近くで草原に逃げた。

やはり自然動物保護地域だけあり明朝が楽しみだ。

レスト。ハウスに無事（敢えて強調したい）到着。

灯りはランプだが部屋，寝具も清潔で仲々立派だ。

ただ夜中に虎や象が侵入しないかといささか心配

になった。

夕食は2階の食堂だったが，下にブータンから

のマナス川が流れ対岸はブータンの山林で，明け

れば眺めのよい所に違いない。

食後，ハウスの管理人から動物の説明を受けた

一角さいの頭骸骨
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が近年虎が増えつつあり，現在約50頭いる。一角

犀も50頭秤度，象が150～160頭，冬になるとブー

タン側から約1000頭河を泳いで渡ってくるそうだ。

これらの動物はアッサムにおいて，もっと東のカ

ジランガと共に保護地域に指定され区域内は象

に乗った巡視員が毎日見廻っているそうだ。私た

ちも明朝は象に乗って観光することになっており

期待して就寝。

象に乗って

12月6日

4時30分起床。まだ真暗だ。ハウス前に象2頭

が私たちを待っており，大きい方に菊地と乗るこ

とになる。乗りいいように象は腹這いになるが，

それでもまだ高いので梯子を掛けなければ乗れな

い。皆んなに応援して貰って乗る事ができたが，

背中が広いので股を広く開けたまま。歩き出すと

ロープを掴まなければ落ちそうで危い。

暗い静かな道跨を少し行くと象が急に止った。

象使いは近くに虎がいると言ったが私たちと違っ

て敏感だ。薄明るくなり，前方に河があるのが見

える。河原への急坂を下りる時，象はよく馴らさ

れたもので後足を折り，また上る時は反対に前足

を折り，背をいつも水平に保つよう配慮してくれ

るのには感服した。

河でも雑木林でも命令通り平気で入り，左右上

下の邪魔になる枝木はすべて鼻で折り，足で踏み

つけるので，象の通った跡は恰も戦車でも通った

ように道ができる。その象も歩き乍ら草葉を食べ

たり，水を飲んだり，排便したり，その点割合自

由だ。ただ象使いが後頭部を鈎でﾛI｣〈ので，血が

惨み出ているのは少々残酷に思えた。

すっかり明るくなりブータン領へも少しだけ無

断侵入したが動物は全く見当らない。届‘も痛くな

り，今日は日が悪かったのだと諦めていたところ

前方の白い河原に黒い物が数多く見えた。案内人

から声を制止され再び草むらに入り姿を隠くす｡迂

回して近づく作戦のようだ。野獣が獲物を狙うが

如く相手に気づかれないように進む。至近距離に

なった地点で河原に下りると野牛は驚いて一斉に

林の中へ逃げた。2細のグループでその中で最も

大きいのがボスであろうか昴後までこちらをにら

んでいたが，後を追うように逃げた。私たちがそ

こを去るとまた林の中から1頭2頭と戻ってきた

が，自然界には自然の徒があるようだ。

今日の成果はこれだけだったが案内人もなんと

か期待に応えることができたと嬉しそうであり，

私たちも次のスケジュールがあるので9時頃ハウ

スへ戻った。

ガウハテイヘ

昨日のタクシーの運転手，助手もここに泊って

おり，昨日と同じ道でマナス自然保護区を出た。

チェック・ポストも愛想よくパイパイと手を振れ

ば笑顔で手を振ってくれた。

平担な舗装道路が稲の稔った田圃の中をガウハ

ティーヘ通じている。沿道の水溜りで魚獲りをし

ていたので車を停めて見物としゃれこんだ。多数

の婦人達が竹で編んだ龍で獲る訳だｶｷ魚量が少

いのか収獲は余りなさそうだ。こんな風景が随所

で見られたが，これもこの辺の風物詩かも知れな

いo

ガウハティー入口にある，鉄道の上が車道にな

っている二重椛造の立派な橋をカメラに収めた瞬

間，歩哨の兵隊が叱ったがタクシーは走り続け，

危く難を逃れた。軍事施設が多いのか軍隊が多い。

私たち日本人は戦後30年間平和に馴らされている

ので何か奇異に感じるのだが，やはりアッサムは

中国等の接点でもあり緊張状態が続いているのだ

ろう。

ブラマプトラ河

河帆約2000m,フェリーも通うブラマプトラ河

に沿ったアッサム第1の都会ガウハティーは産業，

学問，文化の中心地として栄え町全体に活気がみ

なぎっておった。然しその反面ブラマプトラ河岸

の炎天下の広場には多数の貧民，病人か横たわっ

ており，異臭が漂い見るも悲惨な光景だった。

今日は同行の菊地，佐々木がネパールへ行

くため，パトナ迄の切符を求めに先ず駅へ行った。

ところが切符は入手できず4時頃再び交渉する約
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束をして昼食にすることにした。4人揃っての最

後の食事であり，私もたいへんお↑lt話になり楽し

い旅をする事かできた感謝の証しとして勘定は負

担する予定で，駁高級のレストランを運転手に案

内させたが，御馳走もできず禁酒の店とかで澗類

も全く無しで，結局支払いは合計42ルピー（約

1600円）のおﾎ｢l末で申し訳ない次第。

先日のシリグリと同じく菊地の活躍ののち，

結h,)芳干の心づけをして切符を手に入れ,17時，

レストラン前でお互いの前途の安全を祈念して別

れた。

タクシーがガウハティーを出ると陪<なり，シ

ーロンまで100余児"の道をぶつ飛ばした。だんだ

ん篭るにつれて涼しくなり，20時20分，シーロン

最商のパインウッド・ホテルに着いた時は寒く，

ルームへ入ると炭の暖炉で暖房してあった。

シーロン見物

12月7日

シーロンは櫟高約1500m・アッサムの州都であ

り人口12～13万人。約80年前の地震で町は壊滅し

たがII}建され，松林が多く風光絶佳，さしずめ森

の都と言ってよいだろう。市内の逆も上ったり下

ったり，平担な所は少<，また美しい池もあり夏

の保養地とされているが，ダージリンやカリンポ

ンとは趣を異にしている。午前中は観光案内所へ

行きパンフレットを貰い近在に多くある滝の1つ

を見物。商応街を歩き’1時過ぎ中華料理店で早昼

にしたが出るまで客は私たち2人だけだった。

正午過ぎタクシーに乗り，南西約60た"の11t界鍛

降雨地で有名なチェラプンジヘ車を向けた。森林

の多い道を走り抜けると多少起伏のある草原の丘

陵だ｡カーシ高原という。チェラプンジがこのif'li原

の南端にあるので約50k"草原を走る訳で，涼しく

て快適なドライブだった。その草原の中に忽然と

州営の大きなセメントエ場が現われ麓かされた。

小川では付近の婦人達が洗濯。学校の児承がピ

クニックしたり実に牧歌的な所でもある。チェラ

プンジに近づくと雨雲が急に広がり一雨降った。

さすが最降雨地だけあってその渦に恥じない。今

1IIの旅行20日間の全行稗で，雨にあったのは此処

チェラプンジだけだった（ちなみに年間降ドIJ&

11,430抓肌棟高1,377m)。

なつかしいカルカッタ

12月8日

昨日頼んであったタクシーは時間になっても来

ないので別の申を呼び，8時30分ホテル出発。松

の森林を縫うように下り坂ばかりが続くが，今日

の運転手はエンジンを切らない。そういえば比較

的裕福そうな運転手で車も整備されていた。一昨

日は夜だったのでハッキリ見えなかったが，バラ

パニ水力発電所がありその貯水湖も広く美しい。

恐らく行楽地として今後賑わうことだろう。

シーロン，ガウハティーを結ぶとの路線は州営

バス，トラック，乗用車と交通fitも多く，途中ト

ラックが横転して積荷が道に散乱していた所もあ

った。11時30分ガウハティー着。牢港へは専用バ

スに乗ったが市内から相当離れた所にあった。

/F後2時30分発，カルカッタに3時20分着陸。

ジェット機なので速いものだ。

ホテルは先年ネパール旅行の途中泊った事があ

る懐しいグレート・イースタン・ホテルだ。バス

の湯も充分あるので約半月の垢を藩し今夜はゆっ

くり眠ることにしよう。

アッサムも3泊4日の駆足旅行でその一部を表

面的に見ただけだったが，帰国する時の機内でア

ッサムへ技術指導で入っている松永さんという人

も一般的に難しいのによく入ることができたと驚

いておられたが，アッサムへ入ったというだけで

も大きな収稚であり，意義があったと自己満足し

ている。

なお，今後緊張状態が緩和すれば簡単に入れる

事だろうインドの別天地アッサムを多くの人が訪

ねられることを勧奨すると共に期待したい。
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沖允人

<行動の概要〉

アッサムに入りたいと思ったのは3年ほど前のことで，それ以来機会あるごとに予備知識を仕入れて

いた。アッサムに入るといっても登山の好きな者としては，できるだけ東の方に行ってみたい。登れな

いまでもNEFAの山々をこの目で見たいと思うのは当然である。機会をうかがっている間に1年,2年

とすぎてしまい3年目の冬になった。結局，49年1月中旬にアッサムを訪れることができた。同行は日

本ヒマラヤⅡl岳協会の永田と藤井である。

1月14日，タ､一ジリンから旅は始まった。シリグリまで車で下り，そこから汽車でガウハティまで，

さらにタクシーでシーロンヘ着いた。シーロンからカジランガの野性動物を見た後，ジョルハットヘ行

<｡ジョルハットからディブルガールという最東の飛行場のある街へ着いたのは1月19日であった。こ

こを起点とし，サディヤの村とレド方面への旅を試みた。ディブルガールはもちろん一般旅行者は入城

不可能で，さらにその東方の禁止区域はまず許可にならない所である。私たちは地元有力者の紹介と幸

運にめぐまれてアッサム奥地を訪れることができた。

〈許可のこと〉

インドで1番大きな茶園のあるアッサムは広大であるが故にまた，これまでバングラデシュ（以前の

東パキスタン）とインドの間でたえることのない争いが続いたことと，ナガランドなどでの独立運動が

激しく治安が悪いので，外国人の滞在を極度に制限していた。

インドの地図をひろげて見ると，東方に半島のようにアッサムが広がっている。その周辺は北はシッ

キム，ブータン,NEFA(NorthEastFrontierAgency)-(2年ほど前から正式にはアルナチヤ

ルArunachalと変わったカキ現在でもNEFAと呼ぶ人が多い）。そして，南はビルマとバングラデシ

ュというように，いずれも国際政治上微妙な立場にある国々で閉まれている。したかってインド政府も

無用の刺激をさけるため，この地区への外国人の入域や滞在を好んでいないのである。

アッサムヘー般旅行者として行く場合，玄関口ともいえるカルカッタでアッサム入城許可をとること

になる。カルカッタの中心から少し外れた，ラッセル加りにある(8RusselStreet-16)アッサムハ

ウスがその受付窓口である。かなり大きな8階建の建物でアッサム州の出張所になっており，政府役人

の宿泊所もかねている。玄関を入るとすぐにアッサム州全域を示す地図が目に入る。そのすぐ向うが一

般旅行者用の受付である。

なかなか愛想がよく，アッサムに関するパンフレットが5～6秘あり，いずれも無料でもらえる。しか

し，入城制限は厳しく，一般旅行者はカジランガ，シーロン，マナスのみが許される。ジョルハットは

カジランガヘ行くための通過地としてのみ許可される。

これ以外の所へはこの窓口では判定できないので，別のセクションに伺いをたてることになる。茶園

を訪ねるとか，知人がいるとかアッサム州が認めるような理由があれば前記3地区以外でも許可され

る。許可をもらうのには普通1週間かかる。早ければ11町日中にもらえる。定期便がとんでいても一般

の人は行けない所は沢山ある。例えばl｣ila,bali,Mohanbariなどである。

申込み用紙は窓口にありワラ半紙1ページ分である。写真は不要。もちろんパスポートは必要。もし

許呵を得ないで入域した場合，例えばダージリンからのﾙ,}途に寄るというような場合は，シーロンの州

政府へ大至急出頭して許可をもらう必要がある。その前にどこかアッサムへ入ったらすぐ､､近くの警察に
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届出ておくとよい。

この届出,Registrationは重要である。許可があってもアッサム滞在を1日でもするときは，大きな

ホテルに泊る場合は別として，警察へ届出る義務があることを忘れてはならない。届出ると許可証，ま

たはパスポートの中にゴム印をついてくれる。

〈交通〉

アッサムへ入るにはカルカッタか起点となる。カルカッタから汽車でシリク．リまで行き（約1日かか

る），そこから,NorthEastFrontierRailWa,yの汽車に乗りつぐことになる。1日に2本程度

カルカッタのハウラー駅（カルカッタには2つ駅がある）から個行便の急行が出ている。これら急行の

1等席を確保するのはシーズンだとかなり面倒で，できるだけ早く駅の予約カウンターに行くとよい。

ハウラー駅からの場合は割合と簡単だが，途中の駅から乗り込む場合は席をとるのはかなりむずかしい。

1等の自由席は非常に少ないし，ひどく混んでいて，先客が中から鍵をかけて途中からの人を入れてく

れないことが多い。また，2等や3等の自由席は超満員でとても外国人には乗り込むことはできない。

窓から入り込むのが当たり前といったようで，荷物が少なければまだしもだが，大きい荷物の場合はあ

きらめたほうがよい。

しかし，慣れたインド人はこれらの自由席に汽車か動きだしてから，あいている窓からとび乗ってい

る。荷物はクリー（赤帽）があとからほうり込むのである。あのゆうちようなインド人のどこにこの活

気とスリルがあるのかと思わせるほどである。

汽車がゆっくりと出発する。ホームにうろうろしていた自由席めあての旅行者と，彼らの荷をもった

クリーが一緒になって走りだす。お客かとびのる。その荷をクリーが投げ込む．ルピーの紙幣がお客か

ら投げられそれをひろうクリー。実に騒がしく，殺気立ってさえいる。われわれ外国人にはただ見てい

るしか方法がない。

幸いに，1等の席が得られれば中は広く，食事やお茶はボーイが注文をとりに来て運んでくれる。物

売りは来るで実に快適である。エアコンの汽車もあり，無料スナックやお茶をサービスするものもある。

しかし，汽車は本数が少ないし，スピードがおそい。もう少し早くと望む人は，バスを利用するとよ

い。大きい町の間は州のバスが走っていて，早朝1～2便はExpressというのがあり，ほとんどノンス

トップで走り，運賃も100左"くらいで20～30ルピーと大変安い。ただ，これも途中から乗り込めないと

いうことと，乗場が分からなくて困る。ホテルか，タクシーや力車に聞くと分かる。町の中にもいくつ

かのバススタンドがあるので始発の場所をⅢ1き，そこで座席を予約し，乗ることになる。バスの席は割

合にとりやすいが，ときには1日くらい待たないと駄目の場合がある。

4～5人集まれば，タクシーの相乗りも悪くない。バスの3～8倍の料金でバスより20～30妬早く目

的地に着く。長距離を走るタクシーは専門の会社のものがよい。白タクも多いので要注意である。航段

の交渉もまわり道をしなければ，大体決った料金なので問題ない。3時間走って150～200ルピーである。

最近はガ､ノリンの仙段か上がったので余計高くなった。1必3ルピー75パイサ（約130円）もする。そ

れに1日104というようにこの値段で買える量には制限があり，タクシーはヤミ値で買っているようで

ある。1日のレンタル代運転手つきで80ルピー，走った卸離が150虎"をこすと20ルピー鋼し，ガソリン

代はお森もちというタクシーの使い方もある。

しかし，これは話がややこしいので，よく英語の分かる会社の人ときちんと決めておかないとトラブ

ルがある。近くの村などを1日ゆっくり訪ねて来るときなど，この方法は便利だ。

何といっても一番早いのは飛行機である。しかし，一般旅行者にはジョルハットまでしか売ってくれ

ない。もっと束へ行く切符は許可証がないと駄目である。しかし，もしモハンバリまで買えれば，汽車

で3日かかるところが約3時間半と一とびである。しかも，ブータンやアッサムの山々が見えろという
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オマケつきである。しかし，残念ながら写真は撮れない。

〈シーロンヘ〉

14日の夜おそく乗ったLucknowExpressはゆっくりと東へ走る。『I夜来の雨も_ll詰み，遠くの村々 が

くっきりと見えているo1月15日の朝である。単調な風景が続く。北のほうにIUが見えるが，ガスがか

かっていてはっきりしない。ブータンの山々らしい。

14時50分ブラマプトラ河を渡る。シリグリから14時間ほどたっている。ブラマプトラ河にかかる橋は

2隅建になっており，汽車は下の階を走る。水趾はかなり多く水は澄んでいる。河岸には||I式のフェリ

ー・ボートが何隻もつないである。この大河にかかる橋はこれが最後で，これより東に橋はない。そう

いった意味でアッサムに来たという感激のわく所である。1時間弱走ると街1tみになり，やかてガウハ

ティの駅に着<｡アッサムの玄関である。

タクシーがうるさくつきまとうが，ここからシーロンまでは公営バスが走っているので，それに乗る。

タクシーは1台80ルピーだが，公営バス（といっても結局私たち3人しかお容はなかったので公営タク

シーになったが）は54ルピーである。

“東方の明り'PragjyotishPurという|u溜をもつガウハティは，現ｲfでは「アッサムの玄関」の名にふ

さわしい近代的な街である。カルカッタから1128虎〃もの距離にあり，標高はｲ輔か60mほどにもかかわら

ず，夏でも最高33℃にしかならず，冬も駁低が11℃という比較的しのぎよい気候である。市の中心から

12虎而ほど南にはRasisthaAshramというピクニックにいい所がある。

16時30分，日が沈みかかったガウハテイの街をあとにシーロンヘ向かう。術を外れるとすぐにlll道に

なり，ジグザグを切ってどんどん蜜って行<｡日も暮れてしまい，おまけにガスが発生して来て前方が

非常に見にくく，ときどきハツとさせられる。しかし，巡転手はよく逆を知っているので，かなりのス

ピードでとばしている。水力発電所を2つほど通過し，やがてシーロンの街へ入る。さすがにアッサム

の首都だけあって大きく明るい。

〈シーロン〉

アッサムというのは総称でいくつかの県に分れている。シーロンはそのうちの1つの県，メガラヤ

Meghalayaの首都である。Khasihillがあるところから，シーロン東方のスコットランドともいわれて

いる避暑地。標高は1496m。したがって，夏も最高23℃という涼しさである。冬は4℃くらいまで下る。

私たちは，この街一器のホテルPinewoodホテルに落薪いた。名前の通り松の木に囲まれた静かな場

所にあり，すぐ近くにTheWardLakeという鯉の沢山いる池があり，付近は公園になっている。ホテ

ルは小高い丘にあるので市の眺めもよい。さすがに夜は寒く，部屋にある暖炉に石炭を〈べてもらう。

3食つきで1人60ルピーという安さである。

1月16日の朝はモーニング・ティで目が覚めた。ダージリン・ティの香りのよさに比べてコクのある

味がする，アッサム・ティである。早速，タクシーを1時間20ルピーで借切って市内見物に出かける。

まず，シーロン・ピークに登ってみる。8向"ほど西にあるこのピークはすぐ下まで車で行けるが，途中

には軍隊が駐巾していて，ちょっと緊張させられる。ピークのすぐ下からl1l逆を登ると,20分ほどで頂

_上に着<｡頂上にもインド軍のレーダー基地があった。

アッサムの山々が遠望できるが，残念ながら雲が厚く，その片りんしか見せてくれない。しかし，そ

の反対側のアッサム平原の眺めもヒマラヤに劣らず雄大である。うねうねと続いた草原の所々にジャン

グルがあるという風景が続き，やがて一面のジャングルになる。360度の展望のうちアッサム・ヒマラヤ

を除くすべての方向は平原である。はてしなく広い。

1時間近く展望を楽しんで街へ帰った。IBurraBazarというショッピング・センターで申を降り，
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街をぶらつく。さすが首都だけに品物も多く，人も多い。本屋も2～3軒あったのでのぞいて見たら，

アッサムやナガランドに関するものが2～3点あったので購入。

隅のオヤジに紹介してもらってこの街最大のNewlndianレストランで昼食をする。ナンバー・

ワンといっても大衆食堂みたいなものである。中国料理が食える唯一の店という。3人で満腹するまで

食べ，コーヒー，ケーキつきで合計40ルピーであった。

帰りに，メガラヤ州バス・サービスのバススタンドに寄ってカジランガ方面行のバスを予約しようと

するが，明日は満員だとのことo1日1本しかないので無理もない。タクシーで行くことにした。

ナガNaga族の人らしい赤と黒のサイケデリックな模様の人が歩いている。ナガに入るにはシーロン

で申請すれば可能とのこと。街にはナガの竹製占/,,ショールなどの土席物を売っていた。

〈カジランガ〉

カジランガ．サンクチュアリーは野性動物園としてインド最大であり，また，一角サイの住んでいる

所として署名である。カジランガは，ガウハテイから97h"ほど束のジョルハットヘ行くハイウェーの途

中にある。タクシーで行くことになった私たちは，ここに171'1することにした。

カジランガにはホテルはなく政府直蛍のバンガローがあるのみで，近くには勝もない，全く孤立した

ような所にある。’油1人10ルピーのバンガローに泊り，次の日，朝早く象に乗って野件動物の見物に

川かけた。象は8噸しかいないので,1111124人（平均1噸4人乗れる）のお秤しかひきうけられないよ

うである。1人11ルピー，それにカメラをもっていると，台2ルピーとられる。

草のはえた湿地帯を通って行くと，一角サイがいた。よろいを精たような姿は動物園で見るのとは違

って野性味たっぷりである。子供連れのもいる。象で卵むように近づいて行くと，さかんにフーフーと

いう音を出して弊戒している。一角サイが一番よく出るのは早朝か夕方，それも12月から1月にかけて

である。ちょうどラッキーだった訳だ。

マナスにもサンクチュアリーがあって，ここは野性の象で有堀である。この他にも4つほどのサンク

チュアリーがあるが,それほどインドには野性動物を自然の形で保護している所が多いということであ

る｡Sanctuaryとは聖所，禁猟地を指すが，インドでサンクチニアリーといえば野性動物保護地区を意

味する。

〈ジョルハット〉

カジランガを正午すぎにタクシーで出発し，15時すぎにジョルハットに到着した。早速，連絡してお

いたアッサム農業大学茶学部の学部長Dr.Roraを訪ねた。ちょうど大学院生のゼミナール中であった

が中止して会ってもらい，大学のケスト・ハウスを用意するからぜひ泊って行けという有難い話で，厚

意に甘えることにした。アッサム農業大学は名門校であるが，巾でもこの茶学部は枇界的に有名で，イ

ランやイギリスなどからも留学生か来ている。

アッサムには751の茶閲(TeaEstateという）があり，インドの50妬の紅茶はアッサムでとれる。タ、

－ジリンを含む西ベンガルが25妬，南インドが25妬の生旅尚である。したがって，この大学もこれら茶

園と密接にむすびついており，研究と生産は実にうまくいっている，という学部長の話であった。

12月に茶の木をリlbそろえ，3月に一希茶をつみ始めるのだそうである。ハイウェーの両側は見渡す

限りの茶園で，きれいに手入れされている。大きな茶園になると小・中学校から病院まであり，3000人

くらいも一つの茶園で働いているという。

アッサムはお茶の他に，ランの生産地としても有名で，かなり輸出もして外貨をかせいでいる。シー

ロンにはランの柿物園がある。
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<デイブルガール〉

1ハ19日，いよいよディブルガールへ行く日である。私たちの入域許可にはディブルガールの地名が

入っているので安心である。普通はジョルハットまでである。

ディブルガールまで100ルピーでチャーターした車をとばす。朝が早いとセーターを着ていても寒い

くらいである。おまけに小雨が降ってきた。それに，運転手が線香をつけているので少々煙たい。イン

ドでは食堂や車の中に線香をつけて悪い匂いを消していることが多い。しかし，私たちにはその線香の

匂いがきつすぎて，ちょっと閉口するのだ。3時間ほど走ってディブルガールに着いた。田舎町である。

早速，帰りのフライトを確認しにインド国内航空の事務所を訪ねる。日本出発前の計画では，移動は

航空機を利用する予定であったが，ちょうど昨年11月からインド国内航空がストに入り，12月末に一応

解決はしたもののスケルトン・サービスという間引き運航をやっていて大変厄介なことになっていた。

だから，ほとんどをバスやタクシーによって移動して来たのだ。しかし，ディブルガールからカルカッ

タへ帰るとなると，うまく汽車を乗りついでも3日間かかる。下手をすると4～5日かかってしまう。

そうなると日数的にむずかしいので，何としてもディブルガールからは飛行機の便をつかまえたい．…｡b

何とか席があるようにと祈る気持でカウンターに行く。驚いたことにはこのマネージャーが日本語を

話せる人で，しかも大変親切に世話してもらった。まかせて下さいということで，22日のフライトをお

願いすることにする。23日までにカルカッタに帰らねばならない事情があったからである。

マネージャー氏には宿泊所までttt話してもらった。というのは，ここにはヒンドスタン・ホテルとい

うのがあるにはあるが，全くの木賃宿でしかも，めしが食えたものではないから茶園のクラブに泊りな

さい，ということであった。ディブルガールから汽車でレドのほうへ’区行ったチャリコワという村に

ある，インド

紅茶糸ll合のク

ラブヘケスト

として泊るこ

とになった。

〈サデイヤ〉

私たちの目

標はディブル

ガールまでで

あったが，で

きればもう少

しNEFAのほ

うへ行ってみ

たいという気

持があった。

地元の人に聞

いてみると，

サティヤなら

問題なく行け

るという。そ

れではと早速

行ってみると

Ｎ
Ｂ

I
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とにした。

1月20日，5時に起床。6時すぎにチャーターしたタクシーで出発。1時間ほど走るとDmOmoとい

う駅のそばを通過。このころより行手に雪の山が見え始める。アッサム最奥の山々らしい。右の高いの

がDaphbum(15020フィート),左方がKadiSom(16760フィート）らしいがはっきり分からぬ。とにか

く写真におさめる｡Rupaiという駅を通過するともう人家はほとんどな<,荒涼とした風景になる。終

着駅Dangariは原野の中にポツンとあった。ここまでディブルガールから約110伽ほどある。

舗装した道路は終わりで，あとはブラマプトラ河の河原の中の道をうねうねと走る。ひどい砂ぼこり

である。しかし，かえってこの荒っぽさがアッサムの奥へ来た，ブラマプトラ河を渡るんだという気分

にしてくれる。漁師の掛小屋がポッンポッンとある。

20分あまりも河原の中を走り，フェリー・ボート乗場に着いた。9時30分の一番はお客の集まりが悪

く運休していた。次の便は11時30分だというので，それまで付近をぶらつくことにする。ブラマプトラ

河の向うにずらり雪の山が見える。サディヤでブラマプトラ河は大きく3つに分れ，すぐ北へ向ってい

るのが本流で，ナムチャ・バルワ(7756m)の東で大きく曲り，ラサのほうへ行くものである。次に大

きいのがギャラ。ペリ(7150m)の東をまわって流れて来るLuhit河である。もう1つが真中の水量の

少ない川でDibang河と呼ばれ，これがこのあたりの前山の水を集めてサディヤでブラマプトラ河に合

流している。サディヤ付近で手の指を広げたように河は広がる。

このあたりの河は日本の川のイメージとかなり違い，1本の太い流れではなく，幾本もの川が入り組

んで蛇行しながら流れているので，1本が2本に2本が3本になり，また1本になりという具合で飛行

機の上から見ると，もつれた糸のようになっている。

船着場はGhatというが，ここはSaikhoaGhatと呼び，対岸のそれをSadiyaGhatという。

11時25分，出航した。フェリー・ボートといっても2つの大きなボートに板が渡してあり，焼玉エン

ジン2台で動くという代物である。15m四方くらいの所に200人は乗っていようか,ほとんどぎっしりで

ある。車も’台，自転車が数台乗っている。数年に1度くらいの割合で転覆事故があるそうで，たいて

い何十人かが死ぬという。泳ぎなどできない人が多いし，河は結構流れも早く，しかも冷たいから無理

もない。

船中はまさに人種のルツボである。人目をひくのはアルナチヤル地方のミシュミ族と呼ばれる人で，

赤い服に竹のあみ傘をかぶり杖をもっている。仮装行列に参加する感じだが，この村の人は全員このス

タイルだそうである。言葉はヒンディやアッサム語は全然理解せず，ミシュミ語というこの村だけの言

葉を話している。西方のカッシーKhasis族や，ジャインティアスJaintia,s族はモンゴルからインド

へ入って来た最初の人たちで日本人によく似ている。モンクメール語系の言葉を話す少数民族である。

また，チベット系のガオGaos族もいる。永住の地をもとめてブラマプトラ河周辺をさまよったので各

山地にこの系統の人種が住んでいる。

船は複雑な河の流れをあちこちと移動して行く。水はあまりきれいではなく，少しネズミ色をしてい

る。キラキラと光っているのは雲母であろうか。

1924年にキングドンウォードがこの河の上流を探ったころはどんな様子だったのだろうか。このあた

りは当時からアポール族というような狂暴な蛮族が住んでいたという。アニニ族もその1つかも知れな

い。見るからに蛮族風である。

このあたりを最初に探ったのはインド測量局のパンディット，キンタップであった。1881年のことで

ある。材木を流してブラマプトラ河がラサからアッサムへ流れている大河であることを探ろうとしたの

である。彼は，悪いラマ僧によって奴隷として売られてしまい1年以上も働かされたりしながらも，隠

しておいた丸太を川に流したのであった。しかし，それを命じたインド測量局のハーマン大尉はそのと

きすでに死んでいたので，この丸太は調べる人もなくアッサムの河へ流れでてしまった。しかし，彼は
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自分自身で川

を下ろうと南

へ南へと歩い

たが，途中で

村人にとめら

れ，結局また

ふり出しのラ

サヘ帰ったの

だった。無事

ダージリンヘ

帰り着いたの

は1884年11月。

4年もすぎて

いた。驚くべ

き根気と責任

感のある男だ

った。

それから30

年あと，彼の

報告が正しか

ったことがイ

ギリス人モー

スヘッドとべ

イリーによって確認された。今もキンタップが約100年前イカダを流したときとあまり変わっていない風

景なのであろうか…...。河はゆうゆうと流れている。このあたりでやっと標高400m弱である。ラサの

標高は3600mくらいであるから，このブラマプトラ河の大曲りで一気に落ちてしまう。しかも狭い所は

幅30m<らいしかないという。ヒマラヤの大河が狭いゴルジュを奔流する様子をこの目で見たいもので
ある◎

そうしているうちに，1時間ほどしてやっとSadiyaGhatに着いた。何もない土だけの河岸である。

聞けばサディヤの町は3年ほど前のブラマプトラ河の氾濫のとき全部流されて，村人はほとんどが13陀加

ほど上流に移住してしまったのだという。土手などあってなきが如きブラマプトラ河だから’1度洪水
になったら自然のままにまかせるより仕方がないであろう。

サディヤの町まで行ってみることにする。ジープに乗って5分ほどでバザールに着<｡ととから先は

村があるだけで，そこにNEFAへのチェック・ポストがある。バザールには数軒の店があり’近くには

InSpectionRangalowという政府役人用の宿納所がある｡旅行者も泊めてくれるという。別の道を通

って船着場に帰る。直径1～2mある丸太が沢山河岸に並べてある。ヒマラヤ山地から切り出してきた

ものであろう。イカダに組んでﾉllに浮かべてあるものも何百本とある。このあたりではTejuとRoing
が大きい町で，ともにサディヤからバスの便がある。やっと動くという感じのバスで,1B2便ほどある。

しかし，この両方ともNEFAに入っているので，特別許可がないと行けない。サディヤの北はロヒット

国境地区(LohitHontierDivision)と呼んでいるようである。

15時，1日2便の午後便のフェリーに乗る。これに乗りおくれると明日までない。よく見ると来ると

きのとは別の船であった｡Rukminl号,16トンとちゃんと名前がついている。また，救命ブイ15個など
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と吾いて茂)るが，どこにもしまってある気配はない。また15個くらいではとりあいになってしまうであ

ろう｡1くりは早<30分ほどで着いた。待たしておいたタクシーに乗る。なお，タクシーをフェリーに乗

せると16ルピーとられる。人間は1人45パイサである。砂煙をあげながらブラマプトラの伽I原を走る。

ふりかえると，アッサムの山々が夕日に映え-て美しい。いつまでも見とれていた。

サティヤに行くのには，もう一つ別のコースがある。ディブルガールの街の,11をぬけて，パチャーム

・ガート(PaChalSteamGhat)からフェリーでブラマプトラjIIを渡って行くものである。しかし,こ

のコースは途中，軍事基地があって特月ll許可がいるようである。もし，許可がとれればこのコースのほ

うが近い。

〈クラブのこと〉

お茶の朧地アッサムの茶園主は裕福な人か多く，子供は欧米に留学に出すのが当たり前になっている。

また，少数のイギリス人によって経営されている茶園もある。したがって社交的な付合いもヨーロッパ

的で，エリート怠識が高い。アッサム各地に，クラブと称する共同の休息所や別莊地をもっている。

私たちの泊ったクラブもその一つで，宿泊設術は一流ホテル並みでしかも料金は10分の1くらいであ

る。サーバントやボーイも実によくしつけられていて，食事のときの気のつかいようなど気の赤なくら

いである。クラブの秘書の英語も抜群にうまく，まさにキングス・イングリッシュである。隣接してゴ

ルフ場プール，教会，バー，レストラン，映IIIII館まである。あのディブルガールのLH舎町のごみごみ

した通りや，うす汚れた人間と，とても同じ空気を吸って生きているとは思えないほどの上流階級の人

たちであった。ウィスキーがくみかわされ，国際情勢から最近のヨーロッパのファッションまで，まこ

とに優雅で高級な会話がはずむのである。

インドのHillStationという高原別荘地といい，このようなクラブといい，イギリスはインドに乗

り込んで来て，自分たちの勝手なようにインドを変えてしまったようである。そして今もなお厳然とイ

ギリス流が残っているのである。茶園を育てたのもイギリス人，ベットまで紅茶を運んでくるモーニン

グ・ティという，まことにぜいたくなサービスを教えたのもイギリス人である。

〈しド〉

インド国内航空のカール氏のはからいで22日のフライトがとれ，21日が1日暇になったので，今度は

ビルマ国境方面へのツアーを試みる。

9時，タクシーでクラブを出発。ビルマ国境へ向かう鉄道にそって走っていく。ティンスキヤ(Tinskya)

の大きい町を通過する。ディブルガールから約50航である。しばらく走ると，もう1つの茶園のクラブ

RIowClubを通過する。道は少し登りになり，樹林の中を走るようになる。マルゲリータ(Margherita)

という駅をすぎて，しばらくして大きい橋を渡る。との橋の手前にチェック・ポストがある。ポリスも

いないようだったので，気にもとめずに通過する。これがあとで大変なことになったのだった。ティフ

ルガールから100左"ちょっとでレドの町に着く。レンガエ場があるくらいでたいした町ではない。ここ

が第2次大戦中，イギリスが作ったビルマからアッサムに抜ける軍用道路レド公牒の終点である。ここ

から汽車はもう1区間だけ走っており，終着駅はレカパニ(Lekhapani)である。1日1往復の汽車が

通っている。

Tirapという名の小さい橋を渡ってしばらくして道は2つに分れろ。ビルマ国境に近い右方へ行<｡

この分れ迫の所はバザールになっていて，毎日隔日に大きな市が立つそうである。ここまで，ディブル

ガールから途中1時間ほど休んだのも含めて5時間かかっていた。5分も走るとまた小さい橋があり，

そこから山道になる。烏が沢山さえずっている。樹木が多いので展望はきかないが，ジグザグの道をど

んどん登って行く。
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20分ほどで国境に着く。国境といっても，かなり手前のチェック・ポストで止められる。ここから先

はビルマ・インドといわれる不干渉地帯で，さしたる用のない人は一切オフリミット。インド人，ビル

マ人といえども特別許可が必要である。ExtraAssistanceCommitteeで発行した，インナー・ライ

ン許可証がないと駄目だ。このあたりはChanglanTirapDistrictと呼ばれている特別地区である。

鉄橋とケートがあり，ポリスと国境警備隊が2人ずつおり，なかなか厳しい警戚である。近くの茶店

で玉子焼などを注文しながら，ぬすみ撮りをする。もちろん撮影禁止という札が立っているので，公式

的には駄目である。私たちも他意がある訳ではなく，記念にとりたいだけである。

30分ほどいて帰途についた。せめてレドまで行ければ満足だと思っていたのが，国境まで行けたのだ

から大満足であった。

ところが，レドの少し先の橋を渡って軍の駐屯地にさしかかったとき71人のポリスがものすごい勢

いで手を広げて道路に飛び出して来たのである。

〈国境の厳しさ〉

どこの国でも国境には神経を使うのであるが，特にこのアッサムの東端はビルマの中共系政治，巾国

というインドの仲の良くない外国に続いているため，この度合が強い。また同じインドであるが，アッ

サムに隣接するナガランドは1918年に「ナガ・クラブ」という文化団体ができ，それが1946年にナガ民

族評議会(NagaNationalistCommittee)になり政治運動が始まった所である。政治運動の最大目

的はナガの独立である。1956年どろにはナガ連邦政府ができ，大統領まで選んだり，独自の憲法を作っ

たりと非常に活発な動きをみせていた。一応，1963年にインド政府との和平交渉に応じ平静になったも

のの，やはりダイナマイトをかかえているようなもので，インド政府としては頭の痛いところである。

今年2月26日付「Timesoflndia」誌の伝えるところによると，今，ナガランドで勢力のあるのは，

前記NNCから発展したNagaNationanalistOrganization(NNO),UnitedDemocraticR0nt

(UDF),Independentsの3つの政治団体が主力で，とくにMr.VizolにひきいられるUDFの力が
大きい。60人の州議員席のうち32人をしめている。

第2次大戦の激戦地であったコヒマやインパールは今や政治的意味の爆薬庫であるという訳である。

このようにアッサム州東部はすべて防護地区(ProtectedPlaces)に指定されている。そんな所へ3

人の日本人がカメラを何台もさげて乗り込んだのであるから目につかぬ訳はなかった。その派出所風の

ポリスに何とか勘弁してもらおうと思って，奥の手を使ってみた力；すでに本庁に通知されているよう

で，ポリスを1人つけてデイン(Dehing)という町の警察へ行けという。これは大変なことになったと

感じた。車中で急いで大型カメラを座席の下に隠そうとするが，生憎<とアンバセーダーというこの車

は座席の下があいていない。コートで包むようにして下にころがし込む。

大きい警察というのは，来るときあった鉄橋の所，マルゲリータのチェック°ポストであった。ここ

でも30分ほど何故通知しなかったか,何しに行ったんだと聞かれる。「昨日，デイブルガールへ着いたば

かりで，しかも日曜日だったので警察は休みだったし，ホテルで通知するつもりがクラブへ泊ったので

…･･6」「たいした目的はなかったが一度国境を見たかったので･･…b」などと懸命に説明するが，もう，

モミ消す訳にはいかなくなったらしい。7～8人のポリスに囲まれていると，ワキの下から冷汗が流れ
て来る。ブタ鮪入りかなと心配になる。

私服の警官2人がさらに加わって，3人のポリスに護送される形で，この地区の総元締のCircular

InsIEcterに会わされることになった｡Mr．D・Saikyaという50からみの鋭い目つきの人であった。

一見して並みの人間でないことが分かる。キラッと光る目がこわい。「署へ行こう。そこで調べる」と
きっぱりいわれた。どうにでもなれという気持であった。もう19時をすぎ，真暗である。星をあおいで
落着くために小使をする。ポリスの監視つきである。
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署へ着いた。「カメラを持って来い」と最初にいわれる。さすがピントをしぼって聞いてくる。「写

真を撮ったか」と聞く。「いや，あのあたりでは撮りませんでした」。うそをつくのは勇気がいる。こ

こで負けては駄目だと思うので，じっとこわい目を見つめて，はっきりいう。「全然撮りませんでした」

永田のカメラ1台を車からもって来てもらう。フィルムはすでに車の中で抜きとってある。これ1台と

いうことで勘弁してくれるかなと神に祈る。

しかし，そうはさせない。「1台だけか，全部もって来い」1人1台だけということにし，他はあわ

てて序席の下へころがし込む。望遠レンズや大型カメラが見つかったらエライ事になるのは，火を見る

よりも明らかで，気が気ではない。私服ポリスが申の中を調べに行ったようである。「おお神様」私の

カメラもすきを見てフィルムを巻きとってしまう。「これとの通り，チャージしていませんよ」という。

「このカメラはいくらするんだ」という質問になって来た。「1000ルピーくらいです」「売る気はある

かね」「いやこれからまだ旅を続けますからね･･…・」。このヤロー，カメラが欲しいのかなと思う。永

田に小さい声で「カメラやってもいいか」と聞く。「ウン」という。最悪の場合1番悪いカメラをプレ

ゼントしてみることにした。しかし，何とか無事すませたい。幸いに次はライターに興味を示しだした。

ライターならスペアがある。「記念に差しあげましょう」，ちェっとにらんだが返事はしない。しかし

気分が変わって来た。「お前たちが悪いことは分かっているだろうな。外国人は特別地区では壷録をし

なけりやいかんのだ。君らはそれをしなかった。しかも許可はディブルガールのみだ。ここはティラッ

プ国境区なんだぞ。サディヤのほうはロヒット国境地区だ。気をつけてくれよ｡」「申し訳ありません。

外国人の私たちにはなかなか分かりにくいので．…･6」「どうしてお前が注意しなかったの縄」と今度は

タクシーの逆転手へオハチがまわって車検証を出せ，運転免許を見せろとドナられていた。何とか許し

てもらえることになったが，今日中に登録しろという。「登録するまでポリスを同行させるからな｡」と

いうことで一応ケリがついた。もう，21時近くであった。

ディブルガールのIntelligenceClaimOfficeまでポリスに送られそこで登録をさせられる。英

語の分かる人がいなくて苦労する。この夜おそいのに4人も働いている。秘密警察のようなところらし

いo21時半,<たくたに疲れてクラブに帰る。クラブの食堂で，パンとジャガイモの夕食をすませ倒れ

るようにベットに入った。

国境の厳しさをまざまざと味わされた1日であった。

〈カルカッタへ〉

1月22日，カルカッタへ帰る日である。3日間世話になったクラブへ支払うのに，少しルピーが足り

ない。タクシーも予定をオーバーしたので余計に払わねばならない。ところが電話をかけてみるが，こ

の日はどうしたことか銀行は休みのようである。

昨日，ティンスキ.ｬの銀行で両替えしようとしたが，現金は受付けられない，トラベラーズ．チェッ

クのみしか受けとれないというので両替ができずにいたのだ。インドの銀行は都市部を除いて現金は扱

わない。トラベラーズ・チェックも持参はしていたが，生榊くその時はクラブの机の中において来た。

クラブでもドルは受けとれないという。とにかくどこかの銀行に交渉することにし，クラブの事務員に

ついて来てもらう。’1時には飛行場に行かないといけないので時間がない。しかも，3つしかない銀

行は，学生がピケをはっていて中に入れない。インド政府のメガラヤの扱いや物価_卜昇に反対してのス

トライキだという。

時間はどんどんすぎ，’1時になってしまった。下手をすると飛行機におくれる。とにかく航空会社へ

行くことにする。幸いなことにカール氏のはからいで両替することができた。支払いを済ませホッとす

る。もう空港バスは出発してしまったので，カール氏の車に乗り込む。ディブルガールの空港はモハン

バリという名前であるが，そこがいま改修中でさらに東にある軍用空港のチャブア(Chabua)からと
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ぶという。町から40分ほどかかる。到着がもう2～3分おそかったら乗れなかったかも知れないきわど

さであった。

チャブア牢港は茶園の間をちょっと入った所にあった。軍用機が沢山あり，軍人が警備している。安

全チェックも1人1人別宅で厳重にやられ，カメラの中のフィルムもぬきとられた。11時45分，いろん

な出来小があったが，思い出多いディブルガールをあとにフレンドシップ機はとびたつ。

ブラマプトラ河をとびこえて北側のリラバリ(Lilabari)に向かう。山が見え始める。大きいのはナ

ムチャ．バルワらしい。その左に無く見えるのはブータンの前ⅡIか…･･･・カメラが使えないのが残念で

ある。一面の雪山である。30分ほどでリラバリ着。給油の後ジョルハットヘ向かう。先日，汽車で渡っ

た鉄橋がすぐ下に見える。沖から見るブラマプトラ河も雄大である。やがてブータンの山，クーラ・カ

ンリらしいのが見える。そして，カンチェンジュンガが遠くにかすむ。ブラマプトラ河が大きく南へ曲

るあたりで飛行機も南へ進路をかえた。あとは見瀞す限りの平原である。思い出したように現われる小

部落が小さい点のように児えた。

15時10分，カルカッタに着いた。

（「岩と雪」40号より「111と溪谷社」のご好意により転載させていただきました）

アッサムに関する文献（抄）

〈アッサムとその周辺に住む人々とその生活を知るために〉

1中根千枝1959「アッサム」，「未開の顔・文|ﾘlの顔」，中央公論社

2〃1972「〃」，「〃」，角川文庫，角川壽店

3三森定男1943「印度未開民族」，日光書院

インド全体を扱っているが，その中でアッサム平野部の部族中心に書かれて

いる。ナガランド，マニプールに重きがあり，アルナチャルにはミシュミ族

に若干触れてあるだけ。全体でアッサム関係は80頁位。内容は外周文献の中

から生み出されたという感じ。

4帝国学士院編1944「東而民族名彙」

5ベイリイ箸，諏訪多栄蔵・松月久左訳1968「ヒマラヤの謎の河」，ヒマラヤ名著全集1，

解説（諏訪多栄蔵氏）はいろいろな意味で役に立つ。あかね耆房

6桐生稔（不明）「アッサムの少数民族」，アジア経済研究所

7佐々木高明1971「ムンダ族とアパタニ族」，「稲作以前」ではアルナチヤルに住むアパタニ族

についてふれている。日本放送出版協会

8〃〃「東南アジアの焼畑農業」では，ナガ族について許かれている。

9〃〃「東南アジア主要農耕民の村落の規模と形態」でも，ナガ族について書かれて

いる。

10米倉二郎1965「インドの農民生活」，古今書院

インド農民の生活についてくわしく言かれている。アッサム平野部中心だが，

アッサムとその周辺部にふれている。

11飯島茂1972「フューラー・ハイメンドルフ教授の横顔」，「李刊人類学」，3巻’1号，

社会思想社。

アッサムのNEFA(当時),ナガ族等についての著作の多い，ハイメンドル
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フ教授について吾かれている。教授の主要業績目録として85の書名等があげ

られ，その中でアッサム関係の書籍及び論文は25以上も数えられる。

12.F.ハイメンドルフ著・常盤新平訳1970「ヒマラヤの蛮族」，「未開の土地の部族」，現代の

冒険，6巻，文芸春秋。

アルナチャルのスバンシリ地方の住民について。教授の体験に基づいている

ので，非常におもしろい。アルナチャルの実際の訪問者の著作で，現在邦文

で読むことができるのは，この本ぐらいだと思う。

13朝日新聞社1972「朝日講座探検と冒険」，2巻（アジアI),朝日新聞社

アッサムやアルナチャルについてまとまってふれたところはないか，アッサ

ムやアルナチャルを含めた地域の他のアジア地域とのかかわりや，この地域

を調べようとするときのきっかけとなるような記述や発言が随所に見られる。

14.高山広志1975「イラワジ源流からアッサムヘーキングドン。ウォードの道一残されたヒ

マラヤをめぐって(1)」，「ビルマ・ヒマラヤ研究」2号，ビルマ・ヒマラヤ

研究会。

15水野勉1969「キンク､ドン。ウォード」，「岳人」262号，東京新聞社

16．薬師義美1971「アッサムとブータン」，「岳人」295号，東京新聞社

〈中印国境問題をはじめ，政治的側面より見たアッサム〉

17北京外文出版社1963「中印境界問題」，外文出版社

折り込み地図十三葉もついた本。当時の中国政府発行の本として，中印問題

を学ぶときには重要だ。ただ，残念なことに，文革前の本のためか，現在，

絶版で入手は不可能。古本尾をまわるしかない。

18インド情報放送省出版局編・小西訳1963「中国の脅威」，「インド°中田国境問題」

インド側から吾かれた本。アポロン社

19入江啓四郎1964「中・印粉争と国際法」，成文堂

中印粉争を国際法的立場から解明しようとしているが，そこに至るまで周辺

の情況や，歴史的事実にも幅広くふれられ，参考文献として有用と思う。

20.N.マツクスウエル著・前田寿夫訳1972「中印国境粉争」，時事通信社

かなり詳しく書かれている。利用価値大。ただ，地図は少しおそまつ。

21落合淳隆1970「現代インド問題要諭」，敬文堂

中印問題，北東部諸州での反乱にふれてある項目があり，中印問題への理解

を側面から助けてくれる。

22坂本是忠1970「中国辺境と少数民族問題」，アジア経済研究所

書名の通りの内容だ溢専門的。中印国境問題にももちろんふれてあり，チ

ベットの少数民族の項目があり，有用。中国と周辺諸国の国境問題を知るの

には最適。

231967「ミゾ族反乱の背景」，アジア経済研究所

ミ､ﾉ族問題についてふれた邦文資料は少ないので有用。
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シッキムの花
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〈ヒマラヤの展望台へ〉

ダージリンヘの道は急だ。曲りくねった山道を登りずめに登って行く。1974年11月24日の夕暮近く，

同行のSと私はこの急坂を登るミニ・バスの中にいた。この国にすれば極上の部類に入るであろう，こ

の20人乗りのバスに，ついさっき，バグドグラの空港から乗り込んだのである。行先はもちろん，ヒマ

ラヤの展望台・ダージリン。そこから少しでもカンチェンジュンガに近づいてやろうというのが今ロlの

目的なのだ。

2週間前，ネパールでラムジュン峰登山の後始末を終えて，カトマンズからデリーへ出たわれわれは，

そこで在印中の会員Oと会った。彼の案内で，ガルワールの東部を手はじめに，インド各地を転々と旅

しながらカルカッタに出たのが11月21日。そこで新たに日本から飛んできたYを加え，合計4名が今日，

インド国内航空機でカルカッタからバグドグラヘ着いたという訳なのである。

この飛行場からOとYは《《華麗なる”ブータンへの旅に出かけてゆくという。なけなしの金をはたい

てヒマラヤの地へ来ているSと私の2人にとって，1日130～180ドルもかかるというブータンなど所詮，

夢のまた夢。彼らがブータン入りしている1週間の間，ダージリンヘ先に行ってトレッキンク､をし，再

び，彼らと合流しようというのがわれわれの魂胆なのだ。

こうして，ひとまず，彼らと別れて，われわれはこの西ベンガル州政府観光局が走らせているミニ・

バスに乗ったのである。それも1人に付き20Rs(800円）という私にとっては大枚を支払って黄色のチ

ケットと引きかえた。よく見るとこの切符,15Rsと書いてあるのをペンで消して,脇に20RSとスタン

プしてある。畜生。インフレの波はここまでも押しよせてきたのか．…･･･先が思いやられる。

このバスはどうやらバグドグラ空港とタ．一ジリンを結ぶ直通のバスらしい。どこへも止らずどんどん

登って行く。

空港を出てバラ､ノン川を渡り左へ折れ，スクナというところあたりまでは平担で，まずまず快適にき

たのだが，山道へかかったと思ったら，あとはずっと登る一方である。半日ほどで高度差2000m以上も

登ろうというのだからしかたがない。いたる所，ヘヤーピン・カーブだらけだ。舗装されてるだけ助か

る。さしずめインドの《《何とかスカイライン”版である。

だが，これくらいで驚いてたんじゃインドの山奥への車での旅はとうてい無理｡なんせ，このルートな

んざ汽車ですら登って行く道なんだから。あの例の有名なシリグリーダージリンを結ぶ｢ケイベンコ」

鉄道，おとぎの国を思わせるSLちゃんが走っているのがここ。その名もトイ・トレイン｡SLファン

なら一生に一度は乗ってみたいと願う所だ。D51のDの字も知らないわれわれですら，おもしろくて必

死でカメラをむけていたくらいだから。写っていないのも知らないで．…．．。

とにかく，ここの線路はおもしろい。ほぼ道路と平行して走っているのだが，人間の背たけよりもち

工っと高いと思うような小型SLだから，むろん線路の幅もせまい。何度も道路を線路が横切っている

が，車の方は一向に一時停ll弓しない。ここでは汽車の方が止まらねばならないらしい。車でも急だと思

う坂を登って行くのだから，いたる所にスイッチバックや，らせん状線路が見られる。所々に用意して

ある砂の入った大きな木箱も車のためじゃなく汽車のために線路にまくのだという。線蹄もさぞキズだ
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らけなのだろう。

こんなおもちゃのような汽車にもちゃんとl等がついているというのだから，やはりインドである。

普通の汽車の1等には必ずついている鉄格子は，ここのSLにもあるんだろうか。こんなかわいい汽車

には泥棒よけの鉄格子などあるわけないなどとかってに考えてみたりした。

われわれの乗ったバスがダージリンヘ登って行く間は，どういう訳か，登って行く汽車を見ることは

なかった。車の方が汽車の半分以下の時間で登ってしまうのだから1列車位には追いついてもよさそう

だと思ったのだが，会うのは全部下りばかり。それも時には，3列車も4列車もたて続けにおりてくる。

もしかしたら一方通行なのかと本気で思ったものである。

たいがいは，前と後に1台ずつSLがついている。二重連とかいう列車もあった。ポッポーと汽笛を

鳴らしながらスイッチ．バックの所を列車がたて続けにおりてくるのを見ると，インドにきて,SLに

さわぐ日本の若者たちの心を知ったような気になる。あれはスイッチ・バックの部分に入りきれないの

で1つの列車を3つとか4つに分けて走らせてるんじゃないか，ウン，そうだ。などともっともらしい

ことを考えたりしているうちに，いつのまにか道路はほぼ水平になり，夕暮のダージリンヘとバスは入

った。

北の方に見えかくれしていたのがカンチェンジュンガ山群だったのだろう。ガスと暗さのため，さだ

かにはわからない。3時間半のバスの旅であった。州政府でやっているという宿泊所，ツーリスト．ロ

ッジにおちつく。

〈いい町．いい人・ダージリン〉

タ’一ジリンはいい町だ。われわれはすっかり気に入ってしまった。何しろ女の子がかわいい。チベッ

ト系のように見えて，ほりが深いという変な女の子が多い。それでいて理知的に見える。モンゴリアン

（チベット系）とアーリアン系の混血,それに英国人の血なども混ってるのかも知れない。ともかく美人

が多い。そんなことはわれわれにはどうでもいいのだが･･…｡？それに，この町のたたずまいがとにか

くいい。

ダージリンといえば，世界的に有名な避暑地，インドの数あるヒル・ステーションの中でも第1番目

にあげられる町。そんなイメージから，どうせ日本の観光地化したリゾート・タウンと同じで俗っぽい

所なのだろうと思っていたのだが，ところがどっこい，その落ちついた雰囲気はなかなかのもの。オフ

・シーズンのこの時期に行ったということを割り引いて見てもいい町である。丘の斜面に広がった2100

mあまりの標高をもつとの町。いうまでもなく坂が多い。坂と階段の町でもある。言葉がネパール語で，

長い間ネパールにいて，その間に仕込んだわれわれのネパール語が，ほとんど通じるというのも，すっ

かり気に入ってしまった理由の1つだ。インドにでてからこの方，どこまでも英語，英語で少々くさっ

ていたネパール語の大家Sも，ここへきてすっかり自分のペースでやれると威勢がいい。ネパール人を

はじめ，チベッタン，ブータン人といろんな人種がいるが，みなネパール語はわかってくれる。ネパー

ル人ではシェルパ族が目立って多いようだが，彼らも若い人たちはシェルパ語よりもネパール語の方が
達者のようだ。

上流家庭の子女のための良い大学があるということも聞いた。このいい町にきてから，どこにいても

油断もスキもならないインドの旅を続けてきたわれわれは，実の所ホッとした。住んでいる人か違うと

いうだけで，こうまで町の感じが変わるものなのだろうか。バザールを歩いていると，ふと'カトマン

ズのバザールにでもいるような錯覚をうけた。このいい人たちが住んでいるダージリンでのんびりもし

ていたいが，われわれにはトレッキングに行くという目的があった。

カンチェンジュンガに少しでも近づこうというのがその目的。われわれが行こうとしているのは，イ

ンドとシッキムの国境，それにネパールとの国境もぶつかる所である。ダージリンから見ると，東の方
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にシッキムの方へのびる大きな尾根が見える。その尾根をずっと北上してファルットという3つの国境

がぶつかるところまで行ってこようというのである。期間も限られているので，そうのんびりしてもい

られない。ツーリスト・ロッジの親切なマネージャーのお世話で，シェルパの手配，車のチャーターな

どを完了。何とか1日間だけで出発する用意はできた。

このツーリスト・ロッジ，名前はロッジだし,0もダージリンではとこが安いから，待合はここで

するようにとのことなのですんなり泊まることに決めた。そこまでは良かったのだが入ってびっくり。

ダージリンの丘の上部の北の方に位置しているのだが，2人部屋で，もちろんバス・トイレ付，それに

書斉まで付いている部屋である。値段を聞いてまた，びっくり。われわれの予算の倍はしている。丘の

上の方は一流ホテルがあると聞いたが，おそらくここもそうじゃないか，などと2人で話しあい，もっ

と安い所に移ろうかなど，いろいろ相談したあげ<，3食付だというので，ともかく1泊だけしようと

いうことになった。どう見てもわれわれには身分不相応の‘《大ホテル”なのだ。庭からは木々の間から

カンチェンジュンガ山群が見える。芝生の上にひじかけイスをおいて，そこへ座ってパイプをふかしな

がら，カンチェンジュンガを見て過す。そういった高貴な雰囲気なのである。メシは外の安い所で食え

るという妙案を思いつき，何とか部屋代だけと交渉したが11月いっぱいはシーズン中で3食つきの「コ

ンパールソリィ」だという。

ところが，夕食をとってみておどろいた。フルコースなのだ。次の日の朝もセミ・フルコース。昼も

そうである。2人共，この食事をとってみて，がぜん，これでは安いといいだしたのである。当初の予

算の2倍ではあるが，1日3食付2人で約4800円位なのだ。げにおそるしきは食い物なり。たらふくう

まいものがくえるのなら，少々高いのはいたしかたなしとの結論で，このロッジを移ろうなどというあ

さはかな考えはあっさり捨ててしまった。後で聞くと，ここは砂府観光局のやっているロッジであり，
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ホテルという名のついた一流のやつは，もっともっと高いのはもちろん，サービスも一流で，一晩中暖

炉に木を<べてくれるところもあるとか。よし，今度くるときは絶対，超一流の所へ泊ろう。それにし

ても，いつもながら，われわれの貧乏根性にはイヤになる。たまに行く外国の旅行は，もっと優雅にゆ

きたいものだ。

〈行くぞ./カンチエンジュンガめざして〉

26日朝6時半，予定通りタクシーがホテルへ迎えにきた。作ってくれた朝食をもって乗り込む。ファ

ルットヘのルートは，中間のサンダクプーまでジープをチャーターして入れるという。標高3600m以上

ある，ここまでのチャーター料は400Rs(16,0001~'l)とか。もちろんわれわれは歩く。歩きにきたんだ

からと苦しい理由をつけ，それでもわれわれにとっては大ふんぱつのタクシーをチャーターしての出発

である。

ダージリンを出て，一度シリグリ方面へもどると5～6た〃も行ったところにグームというちょっとし

た町がある。ここはこの地域の交通の要所となっているらしい。ティスタ川方面へ降りてカリンポンや

シッキムの方へ行く道の分岐，また，有名なタイガーヒルヘの登り「1もここ。そしてわれわれの行く，

ファルット方面への分岐点もここである。ここにはラマ教の大きなお寺もある。

ここから西へ向い，舗装された道をほぼ水平にたどる。明瞭な尾根をまいて道は続<｡この尾根がそ

のままずっと，ファルットまで続き，その先はカブールを経てカンチェンジュンガの麓まで至るのだろ

う。途中，バザールのあるガヤガヤした町，スキアポカリを通ってタクシーはだらだらとした道を，マ

ニバンジャンの村まで下ってゆく。ここまでのチャーターで80Rs,ジープも同じである。ただ＃I乗り

ジープだと1人5R,sも出すと，スシずめ状態ではあるが運んでくれる。

われわれは朝早く出ないと今日の目的地までつけないのでチャーターしたわけである。相乗りジープ

は朝8時以降ならつかめるとのことだった。インドの山奥ではどこでも，この机乗りタクシー（多くは

ジープ）がある。1人当りにすると安いが，われわれには考えられない位に人を乗せる。ランドローバ

ーの小剛の前の座席に4人か5人は普通だ。うしろの荷台となればおして知るべしである。だから，こ

れらのジープ，またはタクシーをチャーターすると高いものにつく。が，荷物が多く，人間も2～3人

いる場合はこの方が早いし，安上りになると考えた方がよい。彼らはこれをフル・タクシーと呼んでい

た。「フル・タクシーであそこまでいくら縄」といったような使い方をする訳である。

〈ネパールの国境〉

マニバンジャン。名の通り峠にある村である。マニ，いかにもラマ教的で，村の上の丘にはマニ石が

あり，タルチョーがはためき，ラマ教圏に入ったことを告げている。ここはインド，ネパールの国境に

あたり，この峠の西側の谷の村はネパールだという。われわれのたどろうというルートは，このボーダ

ーの通っている尾根である。この尾根にはジープでなら行けるという車道がずっと切ってある。ほぼ尾

根の東側，つまり，インド側に道はついている。《<ジーパァブル”（ジープなら可）というだけあって
すごい道だ。

まだねているポリスをたたきおこして，型通りのチェックを済ませ，村のうらから急な篭りを登って

行く。もちろん，歩き。ひと汗かいた頃尾根も平らになって，やたらとマニ石がならんでいるところ

にでる。大きなゴンパやタルチョー，チョルテンなどのあるラマの肚界を歩いてゆく。われわれのポー

ター兼ガイドのシエルパ，ペンバはチエトリの村だという。こんなところにチェトリの村な
ど？あやしいものだ。この村の上で下から登ってくるジープ道と出合い，その上はジープ道をゆく。い
いかげん車道にいやけがさしたころ，小さなコル状の村，メク､マに薪いた。さっきマニバンジ.ヤンの上

の急登を蜜っていたとき，ブーブーいいながら登っていった何台かのジープは相乗りでここまで，マニ
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バンジヤンから3Rsとかo3人でたった9Rsではないか，畜生.／乗ればよかった。もちろん途中か

ら乗るなどはできない相談であった。マニバンジャンで予約して，前の晩あたりから待っていてやっと

乗れるのだろう。

<ポリスの村〉

このメグマでは，かなり大きなチェック。ポストがあり，さながらポリスの村という感じ。平原状の

このコルから西へ向ってやはりジープ道がついている。ネパールへ入る道だという。だからポリスの数

も多いのだろう。チェックをうけながらの雑談で彼らの言うには．…・・

「昨夜，ニュースでお前の国の大将，田中がやめたぞ。」

という。

「お前，知ってるか｡」

と聞かれ，そんなの知るわけないというと，

「次の首相は誰だ。福田か，大平か。」

ときたのにはまいった。とちとら，日本を出て早や4カ月，日本の事情などトンとわからないのに，

この辺境のポリスである彼らの方が詳しいとは，いささかショックだった。日本製の大型トランジスタ

ー・ラジオで毎日，ニュースを聞いているのだという。

そのポリスにお茶をごちそうになり，また，篭りにかかる。それにしてもこの尾根はいい。尾根上に

いる限り，カンチェンジュンガ山群がいつも目の前にある。ファルットとはあの辺りかな，どの位カン

チェンジュンガに近づけるのだろう。
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〈カンチエンジュンガ山群が目の前に〉

くだらないことを考えながら，また，車道に出たり，山道を歩いてみたりしながらブラブラ登ってい

くと，やっと今日の泊り場トンルーというところについた。早速予約してあるダック・バンガローに

入る。いわゆる日本でいう山小屋だカキ設備は大変いい。この国はどこへ行ってもこの手のバンガロー

があるらしい。まず泊まるところには不自由ないわけだ。また，べらぼうに安い。このあたりは大体1

泊1人3Rso大きなゆったりした部屋にベットがあり，暖炉がついている。まきは買ってもたかが知

れている。2RSも買えば1日は充分だ。もし，シュラフがなければ毛布も貸してもらえる。食器など

もたのめば借りられる。

ここ，トンルーは村はないが，2軒ばかりの家があってこのバンガローを管理しているらしい。バン

ガローの前に出るとカンチェンジュンガ山群が目前にあり，シッキムの山も見える。ふり返るとダージ

リンの町が丘の上から中腹にかけて広がっているのが見える。良いところだ。明日の目的地．サンダク

プーらしいのも見える。かなり遠い。ここのジープ道はまずまずである。それにしても車道をテクテク

歩くのはいやなものだ。

Sと2人，早速《《日和る,，ことに決定。ジープがきたらとめて，明日はここからいけるところまで入

らせることにした。サンダクプーまでのちょうど中間あたり，クリポカリという村があり，そこまでな

ら入ってもよいというジープを折よく捕まえることができた。フル。タクシーで30Rsと言う。少し高

いかやむをえない。

〈ロキシーでダンス〉

さあ，これで明日の行程は楽になった。そこへもってきて，暗くなってから登ってきたダージリンの

連中が7人ばかり，となりの部屋におちついたと思ったら，しばらくして歌い出したからたまらない。

元来，ロキシー・サーブと異名をとるほどのSのこと，写真をとらせてほしいという，うまい口実をつ

けて，彼らのもってきたシッキム・ラムとやらを一緒に飲むことになってしまった。終りの頃には彼ら

の歌に合わせてわれわれがおどり，われわれの日本民謡に合わせて彼らがダンスをするという，楽しい

時間を過した。驚いたのは，酒宴を終えてから，彼らの何人かが入れかわり立ちかわりきて，お前たち

はいいものをいっぱいもっているので，なくならないように，全部ザックにしまって寝ろ，と注意をし

にきたことだ。ここにはわれわれと彼らの他は誰もいないというのに，タ、一ジリンに住んでいるとはい

え，やはり彼らもインドの人たちだなあ，と感じたことであった。

〈ネパールへ越境〉

明けて27日はのんびりした旅。天気もよいし，予定では歩くところを半分はジープで行ける。ランド

ローバーで，まさに〈《ジープしか通れない”道を行く。途中コル状のところにしがみついているように

建っているチベッタン部落を通り，トンルーから1時間半かかって，カリポカリという，やはりタルチ

ョーがはためくチベッタン部落へ着いた。村人にいわせると，ここはネパールだという○村の入口には

斜前の通り，枯れた小さな湖がある。ここでロキシーにありついたSはニコニコ顔。それもネパール・

ルピーで4RS払ってのことだからしごく御満悦なのはあたり前。ネパール．ルピーが通用している,こ

のインド領のチベッタン部落もやはりコル状のところにある○学校のようなものもある○20戸位ある村

だ。

ここからはいよいよ本格的に（？）歩いてゆ<｡ロキシーが大分きいているSをせきたてて,尾根の西

側（ネパール側）葬まわってゆく。ここはどう見てもネパール領らしい。変な気持だ。ジープ道はまだ

続いているが，やはり尾根の東側（インド側）をずっと走っている｡
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しばらくこの尾根をまわると次のコル状のところへでた。ここにも1粁の家がある。カルカではなく

人が住んでいる家らしい。ここからはどうやら山道らしいところを登ってゆく。しかし，反対側をジー

プ道が走っていると思うと，どうもピンとこない。カリポカリから3時間，急な最後の登りを登りつめ

た丘の上がサンダクプーだった。ここは3618mの標高。遠かったカンチェンジュンガもかなり近づいた。

ジャヌーの威容が圧倒的だ。ダージリン付近から見た時は，ほんのちょっとしたコブにしか見えなかっ

たがここまでくるとサスガである。

シツキムの山々もなかなかすばらしい。遠くブータンのl11も見える。あの三角形で大きいのがチョモ

ラーリかもしれない。それにしてカンチェンジュンガはでかい。東の方はルンバサンバ山群をはさんで

マカルーが大きく見える。東南稜がはっきりわかる。そのほかにローツェ，マカルーとローツェの問に

はエベレストが顔を出している。サンダクプー，ここにはバンガローやチェック・ポスト,それらの関

係者の家らしいのが5～6軒あるだけである。

しかし，ここからの景観はすばらしい。ダージリンから400Rs位のジープ・チャーターでこられるの

なら安いもんだ。何か，ここへきたら急に気が大きくなったのかな。この晩はバンガローにはエライさ

んが入るらしく，われわれは予約をとれず，となりのユースホステルに泊った。インド測量局の人たち

が2人，長期的にここに泊って仕事をしていた。

〈ファルット着〉

28日，今日はいよいよ最終目的地，ファルットまでだ。あまり登り下りのない尾根道をのんびりとい

く。このコースは一応サンダクプーまでがジープで入れるということになってはいるが，道はファルッ

トまでも続いている。少々無理をすれば入れないことはなさそうだ。この朝，サンダクプーのポリスた

ちが全員，制服をきちんと着て，銃を持ってバンガローの前に葉列していたところを見ると，昨夜遅く

ジープで登ってきた人は，よほどエライ人なのだろう。何せ，昨日はポリスたちは，制服を着ているの

が1人もいなかったんだから。

村の子供たちと（左端菊地）ファルット近くの村で
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われわれ3人はのんびりとカンチェンジュンガ山群，エベレスト山群など見ながらフアルツトヘ向う。

今日も天気は良い。ダージリンを出てから毎日いい天気だ。日本のどっかの稜線歩きのような尾根のち

工うどファルットヘの中間あたりでフランス人のトレッカーに会った。日本語のものすごくうまい人で

観光の仕事をしているらしい。年に2～3回，日本にいくとか。彼と1時間ばかりしゃべりこむ。実は

われわれ2人共，妹だという（？）彼のつれているかわいいパリジェンヌと話をしたかったのだが，あい

にく，彼女は日本語はあまり知らないようで仲々話に入ってきてくれない。

インドの山の中でフランス人と日本語で話をするという変な経験をして，彼らと別れてもひとくさり，

あのパリジェンヌのことを話しながら，この快適な尾根をゆく。ところどころにカルカがあるが今は人

もいない。尾根上に点々と積んである丸い形の石のケルンはラマのチョルテンではなくて，どうやら国

境のしるしのようだ。そういえば高台の上には，上の平らなこの石の積物が必ずあり，ふりかえるとず

っと続いている。

突然目の前に現われたヤクにびっくりしたりしながら，見えてきたファルットの丘めざして登ってゆ

く。丘の近くなってやけにヤクの姿が多くなってきた。このヤクを飼っている人はどこに住んでいるの

だろう。インドの人かな，ネパールの人かな，それともシッキムの人？

ファルットヘ着いた。ここも丘になっていて，その丘の南側の斜面に赤い屋根のバンガローが建てて

ある。その裏にはチェック・ポスト。5人ばかりのポリスがいる。他に家らしい家はない。このバンガ

ローの管理は10才位の子供がやっていた。両親はいないという。

チェック・ポストでチェックをうけながら，どこがシッキムとのボーダーだと聞くと，丘のてつぺん

だという。ネパールは？やはりそこだという。変なところだ。お前らはなぜこんなところにいる？

ここは大変大事な場所なんだ。だからわれわれが常時住んでいるのだ。と，このポリスたちは得意顔で

いう。私には，大して戦略的要地だとは思えないのだが。ここのポストの銃だけはやけに光って見えた。

小屋がススけていたからだろう。

冬には（2～3月)1m位の雪でおおわれるのが常だという。食い物はどうすると聞くと，東側の川

ぞいまでおりた何とかいう村から上げてくるのだそうだ。丸ごと煮たじゃがいもを皮をむいて食ってい

た。大きなザルに一杯じゃがいもが入っているところを見ると，今はこれが主食かもしれない。渇水期

のこの時期は水も30分もかかる，かなり下まで下って汲んでこなければならないとか。3500mを越すこ

こでは，羽毛服を着ていても夜は寒い位だ。彼らの仕事も大変だ。

カメラをぶらさげて丘に登って見る。ここが今I:1Iのトレッキングの目的地だ。カンチェンジュンガは

近くなったとはいえ，まだ遠い。これ以上は近づくことはできない。この尾根はずっとシッキムの方へ

続いている。ゆっくりと下って行きそのあとまた，だらだらと登っているのがわかる。家らしいものは

見あたらない。この丘に立つと右足はインド，左足はネパール，前の足(？）はシッキムということにな

るのか，おもしろい。ここのポリスをだまして1日往復ぐらいでならシッキム領へこの尾根をたどれる

だろうが，今の状態ではこれよりは無理である。この尾根がずっとのびて行ってカンチェンジュンガへ

続くのかどうかは，はっきりとは知らない。もし，そうだとしたら，あの有名なカン・ラという峠もこ

の尾根上にあるんだな。カンラカンラなどと笑ってもいられない。寒くなってきた，戻ろう。

このときは，3カ月後に再び今度はネパール側からカンチェンジュンガに近づくことになろうとは夢

にも思って見なかったのだが･･…･･

濟通，このコースのトレッキングはここから束へ向い，ラマンリバーの方へ下って，リンビックなど

を通って，ダージリンまでまだ登るのが良いようであるカキサンダクプーまでジープ代をケチッて歩い

たので，日数が足りない。12月1日には，ブータン帰りのYやOたちに会わねばならないのだ。くそお

もしろくもないが同じ道を戻ることにしよう。寒々としたファルットの夜は，外に小用に出るたびにチ

ェック・ポストの犬に吠えつかれるという“恐怖”のうちに更けていった。

－154－



こうしてトレッキングは終った。帰りはカリポカリから思い切ってジープを掴まえ(60Rs)マニバ

ンジャンまでジープに必死の思いでしがみつきながら帰った。

29日の夜，サンダクプーのバンガローで，英国人の老夫妻を案内してきたダージリンの登山学校のイ

ンストラター，ドルジェ．ラトーとのヒマラヤ談義。マニバンジャンでのチベッタン・レストランの1

泊。いろんな人たちとのふれあい，短かい期間ではあったが，心に残る山旅ではあった｡

《日程》

11月24日（曇)･Baghdogral4:30=(バス)=Darjeelingl8:00(TouristLodge泊）

11月25日(E)･Darjeeling市内にてトレッキングのアレンジ。買物など。

11月26日（晴）・Da.06:30=(タクシー)=ManiBhanjanO8:30……

Meghmal2:00･…･･Tonglul4:00(DakRungalow泊）

11月27日(E)･To,09:00=(ジープ)=Kharipokri:11:00･･…・

Sandakphul4:00(YMlthHostel泊）

11月28日(E)･Sa.08:00……Phalutl6:00(DakBungalow泊）

11月29日(F)･Ph.08:30……Sandakmml4:00(DakBunglow泊）

11月30日(曇）・Sa､08:30･･…･10:00KharipOkril3:00=(ジープ)=ManiBhanjanl5:00

（チベッタンレストラン泊）

12月1日（曇)･Ma.09:00=(ジープ)=DarjeeinglO:00

ファルートの村とジャヌー
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《許可》

◎ダージリン＝一応制限地域なので入域許可が必要。バグドグラの空港で押してくれるスタンプでも

可。他ではインド在外公館か，カルカッタ，デリーの公安局で取れる。シリグリの駅でもスタンプを

押してくれる。一番簡単なのはバグドグラ空港でとる方法だろう。許可は2週間まで。しかし，やり

ようで3～4週間までなら延長できるらしい。カリンポンで会った英国女性は1カ月ダージリン地区

にいてもよいという許可をとったといった。延長するならダージリンのインド銀行の向いにある外国

人登録事務所でおこなう。

◎ファルット地区＝外国人登録事務所では，バグドク．うでスタンプしてあれば，許可はいらないと言

ってたが，何かトラブルがあると面倒なのでわれわれの満前，パスポート番号入りのトレッキング・

パーミッションを発行してもらった。この事務所はボーテ（チベッタン）が多く，気さくで，すぐ作

ってくれた。各チェック．ポストでは許可害はと聞かれたから，有効にこれを使えた。この地区は国

境地帯のため，チェック・ポストの数が多いのでパスポートの他に，紙きれ1枚でも許可書があると

便利だと思う。

《宿》

インドはどこでもそのようであるが，ここもダーク.バンガローと，ユース・ホステルが完備してい

る。ユース・ホステルよりもバンガローの方が数段良い。イI｢¥段はいずれも1.5RR～3RSと安い。冬の

時期，11月から2月頃までならシュラフがあった方が良いが，他の時期は，貸してもらえる毛布で充分

だろう。ただ，コッヘルなども借りられるが，自炊せねばならないのでコンロや食料はもってゆかねば

ならない。もちろん，マキも売ってもらえる。どちらにせよ，泊まるときは，ダージリンのD.1.n1nd

で予約しておく必要がある。TouristBureauとか，各ホテルでも予約をとってくれるが，予約がない

と泊れないので注意が必要。金は予約のときに支払う。予約害をくれるのでそれを各バンガローに出し

て泊まる事になる。

（注)D.1.F.:I)arjeelinglmprovementR'nd

タイガー・ヒルよりカンチェンジュンガ山群
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《食糧》

タ．一ジリンの下町バザールで何でも手に入る。ビスケット類も豊富だし，ショートケーキやパンもあ

る。肉を売っているところもある。概して安い。

《足》

ファルットまで1日行程のサンダクプーまでランドローバーが入る。かなりきびしい道だが，

400RSで行ってくれる｡人数が多ければジープで入った方が得策のようだ。車道をテクルのは，

さえたものではない。ダージリンから1日がかりである。

350～

あまり

《シェルパ》

ホテルやツーリスト．ビューローでllt話してくれる。もちろんH､M.I.(ヒマラヤ登山学校）でも世

話してくれるが，このコースはのんびりと稜線漫歩というところなので，タクシー乗場あたりにたむろ

しているシェルパを選んでつれて行けばいいだろう。われわれの使ったポーターは食事付で1日10Rs

食事抜きで1日12RSということだった。食事抜きではかわいそうなので，食事付で使った。

《コース》

トレッキングとしては，ファルットまで尾根上を行って，そこから束の方の川ぞいに降りてラマム’

リムビック，ジェピィ，ビジャンバリを経てダージリンヘもどるのがおもしろいだろう010日もあれば

充分と思う。いずれにしろ,ネパールのトレッキンクーのような仰々しい装備は必要ない。ダージリンヘ

いったついでに，ちょっとというようなコースである。シワリークの丘陵になるのであろうが,標高

3500m位の尾根が南北に走っている。その尾根を行くのであるから，至榔快適である。西にはネパール

領のシワリーク地帯が広がっている。段々畑に切り開いたところは少なく,緑に閉まれている稼線が多

い。ファルットからはダージリンまでとネパールのタプレジュンというカンチェンジュンガ山群へ入る

要となる町へとほぼ同じ距離という楽しいコースである。もし，トンルーやサンダクプーから東へ降り

たい場合でも道はいくらでもあるようだ。

EVERE夕丁

サンダクプーよりエベレスト方面展望
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写真を多く使って楽しい本にしようという意図であったが，編者の未熟さのた

め，意を尽すことができなかった。

シッキムやアッサムの紀行や日記は，日本ヒマラヤ山岳協会の機関誌，「ヒマ

ラヤ」に発表したものに若干の手を加えて再録した。その他，新聞や雑誌などに

発表したものも転載させていただいた。重複した部分もあるが，各人の見方や考

え方も表われていてかえって面白いと思われたので，あえて，そのままを載せた。

転載などを心よくご了解いただいた関係各位に厚くお礼申し上げたい。

編集を終ってみると，いつものことであるが，気に入らないところが多く，全

部を改めてみたい衝動にかられろ。とにかく，私たちの見てきたものの若干は紹

介できたと思い，一応の区切りにしたいと思う。

これを足場にして，多くの方々が，ヒマラヤの地に目をむけられ，より深い研

究や調査をされることを望んでいる。すでに，これまでのブータン研究会に次い

で東ヒマラヤ研究会も発足し活動を始めた。嬉しいことである。また，本書の発

行は私たちの仲間のうちにも，私たちより，より以上にこの地域への情熱を持ち

ながら，いろいろな都合で今、不参加になった人も多く，この人たちへのささや

かなお士産の意味も含んでいる。

ブータン，シッキム，アッサムへの旅は出発前，現地滞在中，本書発行までと

実にいろいろな人や機関におllt話になった。末筆ながら深甚の謝意を表したい。

ヒーマラヤの桃源境一ブータン・シツキム・アッサム

発行

発行所

発行者

編著者

1975年9月20日

日本ヒマラヤ山岳協会振替名古屋21645

〒468名古屋市天白区一つ山1丁目44－7

柴田金之助

沖允人
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